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午前10時00分 開議 

○井戸達也委員長 おはようございます。 

本日の出席委員は15名で、全委員が出席してお

ります。 

ただいまから、本日の委員会を開きます。 

 それでは、早速、本日の日程であります一般会

計の歳出のうち、民生費、衛生費及びその特定財

源に関する歳入の細部審査に入ります。 

なお、関連であります議案第11号についても併

せて審査をいただきます。 

それでは、質疑のある方、挙手をお願いいたし

ます。 

深津委員。 

○深津晴江委員 おはようございます。本日もよ

ろしくお願いいたします。 

私からはまず、こども発達支援センター移転調

査事業についてです。 

新規事業としまして1,000万円が上げられてい

ます。施設の老朽化については、先日、一般質問

させていただき、移転を検討していただきよかっ

たと思っております。 
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今回、移転調査事業ですが、調査だけで1,000

万円というのは高いという感覚がありますが、ど

こまでの事業なのか、お知らせください。 

○岩本純一子育て支援課長 予算額1,000万円の

内訳ですけれども、２点ございまして、まず１点

目としまして、長寿命化の調査でございます。内

容としましては、屋上または外壁に劣化がないか

どうか、内部の電気設備や機械設備、ボイラーや

暖房になりますが、こちらの状態を確認するこ

と。また水回り、トイレとか配管、こちらの調査

を行います。 

２点目としましては、移転する「ふわり」の設

計を行う形になります。内容としましては、内部

の改修とか、防水改修、ＬＥＤ化工事などの設計

を行いまして、設計内訳書の作成を行うものでご

ざいます。 

○深津晴江委員 調査だけではなく、計画までと

いうところで安心しました。 

工事につきましては、移転先候補であります保

健センターが移転してからになると思いますが、

これは新庁舎とも絡んでくると思うのですが、こ

ども発達支援センターの供用開始はいつぐらいを

お考えなのか、もし計画がございましたらお知ら

せください。 

○岩本純一子育て支援課長 実際の供用開始につ

いてなのですが、まずは工事費を積算しまして、

それから補正予算、もしくは令和７年度の当初予

算で計上させていただきまして、それからの工事

になりますので、あとは業者の混み具合だとかそ

ういったところで工事のスケジュールが決まって

くるかと思いますので、供用開始については令和

７年度中を目指すというようなことになるかと思

います。 

○深津晴江委員 承知いたしました。ぜひ順調に

進むことを願っております。 

次に、寝たきり高齢者等訪問理美容サービス事

業についてです。 

昨年８万8,000円でしたが、今回予算が15万円

になっております。増加した理由をお知らせくだ

さい。 

○小西正敏介護福祉課長 事業費の増加理由です

が、近年、利用者が増加いたしまして、令和３年

度まではおおよそ10名の利用者の方でございまし

たが、令和５年度現在で20名と、約、倍になって

おります。 

平均利用回数、年に６回こちらは利用すること

が可能なのですけれども、今現在は概ね2.5回程

度なので、利用回数自体はそれほど増えてはいな

いのですけれども、利用者が増加しているという

ことで、事業費をおおむね倍増の15万円としたと

ころでございます。 

○深津晴江委員 利用者が増加しているというこ

とで、予算が増えているということはしっかり

サービスを届けたいということがわかりますの

で、ぜひやっていただければと思います。 

ちなみに、この事業のサービスを提供してくだ

さる事業所は幾つあるのでしょうか。 

○小西正敏介護福祉課長 当事業は委託契約をお

のおの結ばせていただいて行うのですが、現在７

事業者でやらせていただいております。 

○深津晴江委員 利用者が増えているということ

は、多分いろいろな方々の口コミとかで増えてい

るかと思うのですが、この事業自体あるのは私も

存じているのですが、ぜひ、もっとこういうサー

ビスがあるよという周知を、どこにどう申し込め

ばいいのか、直接申し込んでいいのか、あるいは

どこかの介護施設などを通していくのかというと

ころも周知していただければと思いますが、いか

がでしょうか。 

○小西正敏介護福祉課長 周知のことについてで

すけれども、当事業は、要介護４以上の方で、在

宅でお住まいの方ということでございます。対象

者が介護４以上のため、基本的には必ずケアマ

ネージャーがついておられます。在宅でお暮らし

なので、そのケアマネージャーからの申請がほぼ

になりまして、当然ケアマネージャー連絡協議会

とかホームページとかで周知はしておりますけれ

ども、そういった必要な方にはケアマネージャー

から情報が行って、御申請いただいているものと

考えております。 

○深津晴江委員 この事業については承知いたし

ました。 

次に、老人クラブ運営補助金についてです。 

予算が298万2,000円と、昨年よりも19万2,000

円減額しています。その減額理由を教えてくださ

い。 

○小西正敏介護福祉課長 老人クラブ運営補助金

についてですが、事業費減額の理由といたしまし

ては、まず令和５年度より、単位老人クラブに対

しまして補助金額の基準を上げさせていただきま
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した。正会員１人当たり金額290円増額して1,200

円、そして１クラブ当たりに交付される均等割に

ついては３万6,000円に加えまして、正会員31名

以上のクラブに対しましては、30人を超えた人数

１人当たり310円の加算をすることといたしまし

た。 

しかしながら、全体のクラブ数、それと会員数

の減少が伴いまして、前年度より19万2,000円の

減額計上となったものでございます。 

○深津晴江委員 クラブ数が減っての減額という

ことで理解いたしますが、やはり高齢者が生き生

きと生活、暮らしていくためには、やはり社会的

な活動というのは重要かと思いますので、今お示

しいただいた金額で問題ないとお考えでしょう

か。 

やはりもっと活動範囲を広げたりとかという幅

を広げるためにも、運営補助金を上げていく方向

では考えないのでしょうか。いかがでしょうか。 

○小西正敏介護福祉課長 補助金についてです

が、まず、こちらの補助金の増額は今年度から

行ったものでございまして、経緯といたしまして

は、会員数、クラブ数が減少している状況がござ

いました。 

活動の活性化に向けた取組について、市、老人

クラブ連合会等と協議を行いまして、会員が多い

クラブの負担を考慮するなどして、加算の基準の

見直しを行ったものでございます。 

補助金額増額の効果につきましては、収支や活

動の活性化につながったというのは現段階ではな

かなか判断できないところですが、今後の老人ク

ラブ連合会との協議を把握していきたいと考えま

すし、担い手不足ですね、根本的なところといた

しましては、そちらも老人クラブ連合会と協議を

重ねまして、補助金の増加とともに運営上の課題

となっている担い手不足、活動の活性化について

継続して協議をしていきたいと考えております。 

○深津晴江委員 ぜひ、高齢者の担い手不足とい

うのはどの事業というのがあるかと思いますが、

ぜひ活性化なども含めて検討していただければと

いうふうに思います。 

次に、成年後見相談支援事業についてです。 

今後、認知症が増えることは予測されておりま

すので、大変必要とされる支援事業だと考えてい

ます。今年560万3,000円と、昨年より72万2,000

円減額されていますが、その理由をお知らせくだ

さい。 

○小西正敏介護福祉課長 事業費の減額理由です

けれども、減額理由といたしましては、３年に一

度、市民後見人養成研修を開催することとなって

おりまして、今年度、令和５年度が開催年度でご

ざいました。そのため、今年度の事業費が多く

なっておりまして、開催のない令和６年度の事業

費が減少しているものでございます。 

○深津晴江委員 今回の減額の理由については理

解いたしました。 

それで、３年に一度の市民成年後見の養成とい

うのでしょうか、というころで、今のところそれ

で問題はない、課題はないというふうにお考えで

しょうか。 

○小西正敏介護福祉課長 市民後見人の人数等の

問題だと思いますが、今年度、市民後見人養成研

修を受講された方は13名おられまして、そのうち

11名の方に市民後見人に御登録いただきました。

合わせますと、現在登録者数は45名となっており

まして、昨年度より11名増えたという状況でござ

います。 

今現在の市民後見人が受任されている件数でい

きますと、およそ15件程度の受任となっておりま

して、必要な方には、人数的には充足していると

考えておりますが、当然、後見人の方は市民に近

い方で、倫理観を持っている方とか、幅広い経験

を持たれている方が必要でございますので、そう

いった意味では、後見人の数は増えていったほう

がよろしいですし、今は充足していますが、また

継続して、今の段階では３年に一度ということで

考えております。 

○深津晴江委員 利用登録者数と利用の状況につ

いては理解いたしましたので、引き続き成年後見

支援相談員についての養成をお願いしたいと思い

ます。 

次に、児童福祉施設ＡＥＤ設置事業についてで

す。 

予算が47万9,000円となっていますが、どこに

何台つくか、教えてください。 

○東出信幸子育て支援課参事 設置している箇所

数につきましては、市内保育園１か所、へき地保

育所２か所、児童館・児童センター４か所、子育

て支援センター１か所、合計８か所となってお

り、内容につきましては、日常的に運動を行う機

会が多い児童福祉施設に、急な心肺停止時の救命
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対策としてＡＥＤを設置しているもので、パッド

などの消耗品交換時の３年に一度を目安に、使用

についての研修なども行っております。 

○深津晴江委員 全部の児童福祉施設のＡＥＤの

パッド交換などの予算ということで、理解してよ

ろしいでしょうか。 

○東出信幸子育て支援課参事 へき地保育所の一

部につきましては、管轄が市民活動推進課にも

なっておりますので、そちらのほうはそちらのほ

うで管理しております。 

○深津晴江委員 市民活動推進課のへき地保育園

以外のところで８か所を今回整備するという事業

というふうに理解します。 

それでは、ちなみにＡＥＤがついていない児童

福祉施設はないというふうに捉えて大丈夫でしょ

うか。 

○東出信幸子育て支援課参事 設置していない児

童福祉施設はございません。 

○深津晴江委員 わかりました。 

それで、先ほどの御答弁の中で、研修等を行っ

ているということなのですが、医療者であった私

もＡＥＤというのは常日頃から使うものではあり

ませんので、やはりそこを想定して使用方法等、

繰り返し訓練していくがいざというときの活用に

つながるかなというふうに考えますので、その訓

練状況について、もう少し詳しく教えていただい

てもよろしいでしょうか。 

○東出信幸子育て支援課参事 各施設の職員に、

消防の方などを講師にお招きして、３年に一度を

目安に使用の研修などを行っております。 

○深津晴江委員 ３年に一度では、私は少ないか

なというふうに思います。最低１年に１回は復習

していって、それによって身についていくものか

というふうに思いますので、ぜひ研修の在り方、

訓練の在り方を検討していただければというふう

に思いますが、いかがでしょうか。 

○東出信幸子育て支援課参事 研修の回数の頻度

ですが、３年に一度を今のところを目安にしてお

りますが、１年に一度できるように検討してまい

りたいと思います。 

○深津晴江委員 ありがとうございます。ぜひよ

ろしくお願いいたします。 

やはり子供たちの命を守る、働いている方の命

を守るということで、とてもＡＥＤは有効だと考

えておりますので、ぜひ前向きに進めていただけ

ればと思います。 

次に、母子・女性団体諸補助負担金が６万

1,000円の負担金が予算として計上されておりま

すが、この団体は具体的にはどのようなところな

のか、教えてください。 

○東出信幸子育て支援課参事 負担金を支出して

いる団体といたしましては、網走市女性保護の

会、くるみ里親会、ウイメンズ・きたみの３団体

となっております。 

○深津晴江委員 どれも必要なというか、地域に

貢献されている団体かなというふうには思うので

すけれども、補助負担金を出す基準みたいなもの

は何かあるのでしょうか。 

○東出信幸子育て支援課参事 負担金につきまし

ては、各団体が行っている女性の保護、自立と地

位向上を目的とする各種事業開催や配偶者による

暴力家庭問題、雇用問題など女性の抱える相談業

務や予防啓発等の活動を支援するため、負担金を

支出しております。 

○深津晴江委員 どれも本当に女性保護の意味で

も必要なところであるのは私も理解いたしますの

で、ぜひ続けていただきたいのですが、逆に言う

と、６万円でいいのですかというふうに思うので

すが、いかがでしょうか。 

もし本当にシェルターとか使ったり、暴力を受

けて逃げるとかというようなところでいうと、

もっと保護施設などに支出してもいいのかなとい

うふうに考えますが、いかがでしょうか。 

○東出信幸子育て支援課参事 現在のところ２万

円ほどの負担金となっておりますけれども、金額

につきましては、各団体と協議しながら、また研

究してまいりたいと考えております。 

○深津晴江委員 多分どこも運営に関しては厳し

い状況にあるのかなというふうに思いますので、

ぜひ一緒に検討して前向きに負担金を出していた

だければと思います。 

次に、母子家庭等自立支援給付金支援事業につ

いてです。 

予算141万8,000円となり、昨年よりも減額され

ています。その理由を教えてください。 

○東出信幸子育て支援課参事 令和５年度につき

ましては、高等職業訓練促進給付金として、継続

１名と新規１名の２名分で288万円を計上してお

りますが、令和６年度につきましては、令和５年

度継続の１名が終了となることから、新規１名分
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で120万円を計上しておりますので、令和５年度

と比べ168万円の減となっております。 

○深津晴江委員 減額された理由については、結

果的には、事業を利用する方が減ったということ

で理解いたします。 

自立支援でいろいろな訓練と養成等に行くとき

の費用になるかなと思いますが、ぜひ女性が自立

するためにも支援金をどんどん活用していってい

ただければというふうに思いますので、さらに周

知、継続していただければと思いますが、いかが

でしょうか。 

○東出信幸子育て支援課参事 年々受給者は減っ

てきておりますが、毎年数名が就職へとつながっ

ている状況を考えますと、直接的な数値には現れ

づらいものとはなりますけれども、引き続き周知

してまいりたいと思っております。 

○深津晴江委員 ぜひよろしくお願いしたいと思

います。 

次に、幼稚園型一時預かり事業についてです。 

先日も数字についてはお示しいただいたかと思

うのですが、改めて実績について教えてくださ

い。 

○岩本純一子育て支援課長 幼稚園型一時預かり

の実績、利用者数ですが、令和４年度、昨年度の

実績でいきますと７園で実施してございます。 

こちら７園で実施した結果なのですが、延べ利

用人数が２万2,679人となっております。また、

今年度まだ途中ですが、７園で実施しておりまし

て、延べ利用者数が２万3,973人の見込みでござ

います。 

○深津晴江委員 やはり確実に利用している人が

いるというところで、ぜひこの事業も積極的に進

めていただければというふうに思います。 

次に、法人立幼稚園施設・法人立保育園施設の

質向上事業補助金について、併せてお伺いいたし

ます。 

この事業については、ことしのまちづくりの中

にもあるのですが、特別な支援が必要な園児への

対応に関わる費用の一部を助成するというふうに

ありますが、質向上事業としての中身を教えてく

ださい。 

○岩本純一子育て支援課長 こちらの施設質向上

補助金の内容ですが、こちらにつきましては、法

人立の幼稚園とか認定こども園に対しまして、障

がい児の受入れに対して、加配する人件費の一部

を補助することにより、きめ細やかな支援を行う

ことによって、質の向上を図ろうというものでご

ざいます。 

○深津晴江委員 現在、特別な支援を要するお子

さんというのが増えている印象があるのですが、

この加配の予算で足りている、充足されていると

いうふうにお考えか、お聞かせください。 

○岩本純一子育て支援課長 こちらの補助金の実

績になるのですが、今年度については、実績報告

はこれからになりますので、まだ内容について確

認はできておりませんが、参考までに、昨年度の

実績で申し上げますが、民間の７施設に対しまし

て補助金を交付しておりまして、支援が必要とす

る園児につきましては20名いらっしゃいますが、

この補助金を活用しまして加配された職員数につ

きましては17名の先生方が加配されたということ

になっております。それぞれの園の個々の状況も

ありますので、こちらの補助金を使いまして１対

１の支援とか１対３とか、そういった配置を行っ

ているという状況にございます。 

ただ、今、委員をおっしゃられたように、統計

的にも増えているような傾向があると、小中学校

でも8.8％の発達障がいがいる可能性があるとも

示されておりますので、こちらの補助金につきま

しては、一定程度園の在籍人数に応じた基準を設

けまして、そちらについて職員の加配を行ってい

るというようなことで運用している補助金になり

ます。 

○深津晴江委員 ぜひ、支援を要している子供に

しっかりと保育などが届くように、加配などの予

算配分もしていただければと思います。 

次に行きます。病後児保育事業についてです。 

まず、この事業の実績をお知らせください。 

○岩本純一子育て支援課長 病後児保育事業の実

績ですが、こちらについては、一つの保育園、認

定こども園いせの里保育園になりますが、こちら

のほうで実施している事業になります。 

直近の利用状況ですけれども、令和６年２月の

時点になりますが、こちらにつきましては、登録

されている方については９名ございます。しかし

ながら、実際に利用された方はゼロ人になってご

ざいます。 

○深津晴江委員 どのような状況でも、保護者と

して働いていくという意味で、病後児保育事業と

いうのは有効かなというふうに思うのですが、利
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用者ゼロというのは、折角ある、つくっている事

業ですので、残念かなというふうに思います。 

実際に私も、そういう事業があったのですか

と、知らない保護者の方もいまだに存在している

のですよね。そういうことを考えますと、周知方

法は現在どのようにしているのか、また今後どの

ように工夫できるかというところをお知らせくだ

さい。 

○岩本純一子育て支援課長 周知方法についてで

すが、現在と引き続きまして、保育園とか認定こ

ども園の保護者、また放課後児童クラブまで利用

者拡大しておりますので、放課後児童クラブの登

録者に対しましてパンフレットを配布したりと

か、あと網走市のホームページに掲載したりと

か、あと実施主体であります認定こども園いせの

里保育園もホームページを持ってございますの

で、こちらのほうで周知を引き続き行ってまいり

たいというふうに思っております。 

○深津晴江委員 ぜひ、こういうときは使ってい

いのですよというところを具体的にお示しいただ

けると保護者の方も利用しやすいのかなというふ

うに思いますので、さらなる工夫をお願いしたい

と思います。 

次に、新規事業として85万円が計上されました

看護師復職支援事業についてです。 

看護師であります私としても、復職の後押しに

なればいいなと、大変有効な事業になってくださ

ればいいなというふうに考えているところです。 

まず、昨年秋頃に潜在看護師に向けたアンケー

トを取っていたかと思いますが、その結果はいか

がだったでしょうか。 

○本橋洋樹健康推進課長 復職の意向などを実施

したアンケートの結果ですけれども、今年度、潜

在看護師や医療機関にアンケートを実施しており

ます。 

結果としましては、潜在看護師では20名の方か

ら御回答を頂き、就職の希望は「すぐに」、「近

いうちに」、「いずれ」働きたいという回答が約

６割でした。また、働き方の希望はということで

「週に３から４回」、「１日三、四時間」、「平

日のみ」、「夜勤なし」という回答が多く見られ

ました。 

同時に、医療機関向けにもアンケートを行って

おり、18件から御回答を頂き、「看護師が不足し

ている」と答えた医療機関は約４割でした。また

「市から看護師の紹介があれば希望する」と答え

た医療機関は55.5％で、現在、看護師が足りてい

る医療機関からも紹介の希望が寄せられておりま

す。看護師、医療機関に共通して、看護師の復職

条件として、「教育体制や研修があること」、ま

た「希望の時間で勤務できること」が挙げられて

いました。 

これらのことから、本事業を実施することとい

たしまして、今後、事業の実施に当たり、各事業

所のほか、一般の方にも広く周知を図っていきた

いと思っております。 

○深津晴江委員 新たな事業ですので、先ほども

申したとおり、看護師が増えて、地域の医療を支

えてくれる状況になればいいなというふうに考え

ておりますので、ぜひ、積極的な周知などを進め

ていただければと思っております。 

次に、妊婦歯科健康診査事業についてです。 

新規事業で上げてくださっております。新規事

業とした理由についてお聞かせください。 

○今野多賀子健康推進課参事 こちらの事業です

が、妊娠中にチェックを行うことで、口腔内の疾

患を予防するとともに、歯周病による胎児への悪

影響を防止し、今後生まれてくる児の歯科口腔衛

生への関心を持ってもらうことを目的としまし

て、新規事業に上げました。 

実際の流れは、妊娠届出時に受診票を交付しま

す。妊婦は、妊娠中なるべく４から８か月頃の安

定期をお勧めしていますが、妊娠中に歯科診療所

にて健診と結果に応じた指導を受けることになっ

ております。 

○深津晴江委員 事業の内容については理解いた

しました。 

ただ、先ほど妊娠４から８か月の安定した時期

を考えていらっしゃるということだったのです

が、妊娠中はつわりなどで口の中を触られたくな

いとか体調が悪い方もいたりします。また、妊娠

中は積極的な治療ができない方もいらっしゃいま

すので、私は、日頃から何といっても予防が大事

だということを訴えさせていただいていますが、

今後は、ぜひ妊娠を考えている妊娠前からの歯科

健診というところも重要だと考えています。 

口腔の中というのは、いろいろなウイルスが実

はあったりします。それを知らなかったりしてい

て、今はほとんどないと思うのですが、口移しで

離乳食をあげたりで子供に対しても悪影響がある
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ということは結構わかってきている状況ではあり

ますが、ぜひ妊婦の意識づけも必要ですが、その

前からの歯科健診も啓蒙していただければと思い

ます。 

30代のファスト健診なども、健康推進課のほう

ではやっておりますので、ぜひ今後は拡大も考え

ていただけないでしょうか。いかがでしょうか。 

○今野多賀子健康推進課参事 今おっしゃってい

ただいたように、妊娠中はつわりがあると、口を

開けるとかミラーが口の中に入るだけでも気持ち

が悪くなってしまったりとか、そういうことがあ

りますので、必ず受けてくださいということでも

ないのですが、今まで自費でお受けいただいてい

ましたので、希望される方は受診券を使ってお受

けくださいという形になっております。 

あと、できれば安定期ではございますが、その

方によって体調のいい時期というのもありますの

で、妊娠中であれば受けられるという形を取って

おります。 

あと、妊娠前からの健診ということですが、日

頃の妊娠前、どの年代にも限らず、歯科健診を受

けるということは歯が痛くなる前から大事なこと

だと思っておりますので、周知の方法等につきま

して、引き続き研究しながら市民の皆様に進めて

いければと思っております。 

○深津晴江委員 ぜひ新規事業ですので、かなり

の方が歯科健診を受けてくださることを私も周知

してまいりたいと思います。 

それでは、次です。 

蜂の巣駆除事業についてです。 

予算がまず増えております。その理由について

教えてください。 

○近藤賢生活環境課長 予算が増額になった理由

ですが、まずは、蜂駆除に係る労務単価を見直し

て、１件当たりの単価を１割ほど増やしておりま

す。また、蜂駆除の想定件数ですが、これまで、

昨年度は250件の駆除で予算を計上しておりまし

たが、時期によっては足りなくなる、昨年度も足

りなくなる傾向があったことから、令和６年度は

300件、この300件は過去５か年の平均を基に300

件を出しております。 

また、一部職員が蜂の巣を確認することもござ

いますので、防護服を一式購入するということ

で、13万円を増やして114万9,000円増額となって

おります。 

○深津晴江委員 地球温暖化の影響で蜂が増えて

いるというところは、いろいろなニュースで様々

やっているところですので、その対処、駆除に時

間と労力とお金がかかっていくというのは理解し

たいというふうに思います。 

ちなみに、契約方法と契約している事業所の数

について教えてください。 

○近藤賢生活環境課長 蜂駆除をお願いしている

会社ですが、市内の業者１社で、見積り合せによ

る随意契約で契約をさせていただいております。 

○深津晴江委員 やはり特殊ないろいろな技術、

スキルが必要かと思いますので、わかりました。

１社というところで予算計上なさっているという

ことで理解いたしました。 

次に、墓地管理事業についてです。 

これについても予算が増えておりますが、その

理由を教えてください。 

○近藤賢生活環境課長 墓地管理事業の増額の理

由ですが、こちらにつきましても、委託している

内容が夏の草刈り、そしてお彼岸の頃の除雪作業

といった、そういった労務関係の委託をしており

ますので、その単価を見直して増額をさせていた

だいたところでございます。 

○深津晴江委員 わかりました。全体的な管理で

すから、今言った草刈りや除雪というところでは

理解したいと思います。 

次ですが、騒音振動防止対策事業についてで

す。まず、この事業について、何をどこにつけて

いるのでしょうか。この事業の内容について教え

てください。 

○近藤賢生活環境課長 騒音振動防止対策事業で

すが、こちらにつきましては、自動車騒音、それ

に伴う振動の調査を、５か所ありまして、そこを

５年ローテーションで年に１回、その状況の監視

をしているところでございます 

○深津晴江委員 すみません、監視をしている事

業で理解してよろしいですか。防止なので、何か

柵をつけたり、何かシートを貼ったり、何かして

いるのかなと思ったのですが、そういうわけでは

ないということでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 こちらの監視といいます

か、５か所を年に１回調査、５年ローテーション

で５か所を回して、年に１回騒音振動測定をし、

そこで限度を超えるような場合は、北海道の公安

委員会に道路状況の改善について要請をするため
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に測定をしております。 

例えば、令和６年度につきましては、川向のほ

うの国道39号、そして二ツ岩に向かう網走公園

線、こちらの地区を測定する。また、そのほかの

場所につきましては、市街地の東側、市役所の辺

りから潮見の区間の道路状況。そして、その次の

年につきましては、駒場から鱒浦にかけてのつく

しヶ丘本通線沿いの測定をする。そして、そのほ

かの区域では、市街地の西になりますが、大曲か

ら市街地の西地区にかけての国道沿いの調査、そ

れから、大観山公園線に関しましても、西山通付

近の調査をするような５か所を設けておりまし

て、それを５年ローテーションで年に１回測定し

て、状況を把握し、限度を超える場合は要請をす

ることになっておりますが、現状のところ限度を

超えるようなことはございません。 

○深津晴江委員 騒音で問題が起きないように調

査、監視していくという事業ということで理解い

たしましたので、５か所ローテーションですの

で、交通量なども変わっていく状況もあるかと思

いますので、引き続きよろしくお願いいたしま

す。 

次に、郊外地区飲料水確保事業についてです。 

昨年よりも予算が約４倍増額していますが、そ

の理由を教えてください。 

○阿部昌和健康推進課参事 増額の主な理由につ

いてですが、令和６年度は３年に一度の井戸水検

査の年に当たり、飲用井戸の状況調査に係る採水

及び水質検査が必要となることから、委託料321

万5,000円を計上しているところです。 

○深津晴江委員 井戸水が飲料水に適しているか

という調査を、３年に一度が、今回当たるという

ことで理解いたします。 

郊外地区の水道水がない地区の方からなのです

が、浄水器の設置については市から補助してくれ

るのだけれども、その後のフィルターがすぐ真っ

赤になり年に数回替えなければならず、経費がか

さみ大変だというような強い要望を頂くこともあ

ります。ぜひ検査をして、もちろん感染症がない

かとか、そういう調査は進むものかと思います

が、鉄分とかフィルターというところについて

も、ぜひ意を用いた事業を考えていただきたいと

思いますが、いかがでしょうか。 

○阿部昌和健康推進課参事 網走市飲料水対策事

業助成金の交付対象につきましては、塩素滅菌

機、家庭用浄水機、その他浄水機器等の購入及び

設置並びに浄水機器等の更新と定めており、フィ

ルター等の交換については、消耗品としての位置

づけから助成対象となっておりません。助成対象

及び費用の拡充につきましては、井戸水の水質に

よりフィルター交換の頻度などに違いがあり、一

概に比較できないことから、今後、調査研究して

まいります。 

○深津晴江委員 どこに住んでいても市民の皆様

が安心して水を飲める、水を使える状況をつくっ

ていただきたいと思いますので、今後もぜひ調査

研究をしていただければと思います。 

次に、特定保健指導事業についてです。 

この事業につきまして、99万円と昨年より約３

倍の予算が計上されておりますが、その理由につ

いてお示しください。 

○今野多賀子健康推進課参事 特定保健指導に使

用する体組成計を新たに購入するため、購入費の

71万8,000円が増額となっております。 

○深津晴江委員 すみません、ちょっと今よく聞

き取れなかったのですが、何の購入だったのです

か。申し訳ないです。 

○今野多賀子健康推進課参事 申し訳ありませ

ん。特定保健指導に使用する体組成計を新たに購

入いたします。 

○深津晴江委員 すみません。わかりました。 

71万円の予算で買ってということで、市民の健

康を守っていこうというところはすごく理解しま

すので、とてもいいことと思うのですが、その活

用方法についてお伺いしてもよろしいでしょう

か。 

○今野多賀子健康推進課参事 特定保健指導を３

か月もしくは４か月間、対象者の方に取り組んで

いただいておりますが、保健センターのほうに来

所していただくごとに計測しまして、体脂肪率と

か内臓脂肪レベル等を比較して、御自身の生活習

慣改善の効果を見るために利用していきます。 

○深津晴江委員 せっかく高額なものを、体の健

康に直結するようなものを購入されますので、特

定保健指導を受けた方のみではなくて、もっと開

放して、いろいろな方たちが保健センターに行っ

たら使って、自分の体の状況がわかるようなシス

テムをつくっていただきたいなというふうに思う

のですが、いかがでしょうか。 

○今野多賀子健康推進課参事 説明がちょっと不
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足しておりましたが、持ち運び可能でもあります

ので、保健師が出向く健康相談等でも持っていっ

て測って、結果を一緒に確認するも可能だと思い

ますし、保健センターにおきまして、現在あるも

のでも皆さん来所のときに希望の方は測っていた

だいたりしていますので、同じように活用してま

いりたいのと、新庁舎のほうに移転しましても、

新庁舎のほうに備えつけておきまして、自由に測

れるように活用したいと考えております。 

○深津晴江委員 ぜひ、市民の健康を守るために

自分を知るが大事かと思いますので、ぜひ活用し

ていただければと思います。 

最後になりますが、食育推進事業についてで

す。27万9,000円と昨年より予算が増額しており

ますが、その理由を教えてください。 

○阿部昌和健康推進課参事 増額の理由について

でありますが、令和５年６月に、第８回食育活動

表彰のボランティア部門、食生活改善推進員の部

に、網走市食生活改善協議会を推薦しており、受

賞が決定した場合に第19回食育推進全国大会、大

阪市で開催されるものでありますが、そこへの参

加を見込んでいるため、２人分の旅費18万4,000

円を計上しているところです。 

○深津晴江委員 全国大会、ごめんなさい、受賞

したかどうかはこれからの発表ということです

が、予測して計上しているというふうに理解した

いと思います。 

食育推進はとても重要なことだと思いますの

で、引き続き活動されている方たちに活発にして

いただければというふうに思いますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

以上で終わります。 

○井戸達也委員長 ここで、暫時休憩といたしま

す。再開は、11時といたします。 

 午前10時48分 休憩 

───────────────────────── 

午前11時00分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開しま

す。 

 質疑を続行します。 

 里見委員。 

○里見哲也委員 それでは、私からも幾つか質問

させていただきます。 

まず、看護師復職支援事業ですが、先ほど深津

委員からも質問がありましたので、重複するとこ

ろは省略して、この事業の周知方法についてなの

ですが、先ほどのアンケート結果の中でも、市か

らの紹介要望もあるという中で、具体的に、市と

しての周知方法は今お考えでしょうか。 

○本橋洋樹健康推進課長 看護師復職支援事業の

周知方法なのですけれども、今後の方法としまし

ては、一応ホームページ、チラシ、ポスターなど

により周知を図るとともに、医療機関などにも併

せて制度について周知をしていくというふうに考

えております。 

○里見哲也委員 市のホームページですね、本当

に要望が病院側からもあって、市もこのような新

たな事業に取り組んでいて、いいことだと思いま

す。 

さらに、ＰＲといいますか、周知するときに社

会的に必要な仕事なのだというところの中で、看

護師は大変御苦労されて、お疲れになってお休み

されている方もいるとは思うのですが、ぜひ、市

としても、看護師の力が必要なのですというよう

な、それを見て、では頑張ろうかというふうに、

また頑張ろうかでしょうかね、というような方向

があると、募集は引っ張るという感じですけれど

も、そうではなくて、頑張ってねという後押しを

するというのでしょうかね、そういったような市

の取組がホームページやなんかのＰＲの中にも有

効かなと思うのですが、いかがでしょうか。 

○本橋洋樹健康推進課長 今、委員のおっしゃっ

たとおり、ＰＲ、周知方法の記載の内容につきま

しては、そういうメッセージを込めたものを取り

組んで、ポスター、チラシなどを作っていきたい

というふうに考えております。 

○里見哲也委員 理解しました。ぜひ成功につな

がることを期待します。 

それでは次に、介護の方向の中でお話を伺いた

いと思うのですけれども、まず予算資料の９ペー

ジですね、こちらも介護従事者復職支援補助金と

いう新規事業がありますが、この内容について詳

しくお知らせください。 

○小西正敏介護福祉課長 介護従事者復職支援補

助金についてですが、こちらは、市内の介護事業

者に介護従事者として復職される方に対しまして

５万円を支給するものでございます。 

支給要件といたしましては、年齢が雇用された

日における満年齢が40歳以上の方、そして就労期

間につきましては、雇用契約に定める雇用期間が
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１年を超える方、または１年を超えることが見込

まれる方を条件としております。 

また、就労先での勤務時間は、雇用保険に加入

しているを条件といたしまして、復職までの期間

につきましては、過去に介護従事者として就労さ

れていた実績がある方で、直近の１年間に市内に

おいて介護従事者として就労していないという

形、１年間は空けていただいて復職をお願いして

いるところでございます。 

○里見哲也委員 先ほどの看護師の復職と、そち

らはそちらの基準があると思いますが、やはりこ

れ、周知方法が重要になってくると思いますが、

どのような方法と考えていらっしゃいますか。 

○小西正敏介護福祉課長 こちらの事業につきま

しては、当然、事業所関係者等に周知をさせてい

ただきまして、ホームページ、ＳＮＳ含めまして

様々な媒体、そういった手法を使って、先ほど申

し上げました看護とともに、あと障がいもありま

す。そちらも併せて、共同して周知を図っていき

たいなと考えております。 

○里見哲也委員 共同してということで、共通す

る内容なので、非常にいいことかなと思います。 

次に、同じく９ページの介護人材確保事業、拡

充となっていますが、この辺り、中身をお知らせ

ください。 

○小西正敏介護福祉課長 介護人材確保事業につ

きましては、昨年までもありました事業ですが、

昨年までとの変更といたしましては、周知啓発、

昨年度までは別事業で、介護フェア事業というも

のがございました。そちらを廃止いたしまして、

こちらの事業において、学校現場へ出向いてのＰ

Ｒ等を行っていく中身としております。 

また、その他は事業所との意見交換、研修会、

また研修助成というのは従来どおりですけれど

も、拡充する内容といたしまして、昨年度まで別

事業で介護福祉士に対しまして、資格取得に対す

る奨学金の貸付制度を行っている事業所に対して

補助金というものを設けておりました。それを月

額２万円という形であったのですけれども、こち

らを月額３万円に増額して、事業を統合して行っ

ていることにより事業費等が増えているものでご

ざいます。 

○里見哲也委員 よくわかりました。 

高齢化の進展とともに、ますます介護する人材

の人手が足りなくなっていくと困りますが、現

状、人材の充足状況というのでしょうか、いろい

ろな現場からもっと、人手が今足りないのだと、

その辺りの実態というのはつかんでいらっしゃる

のでしょうか。 

○小西正敏介護福祉課長 介護人材の不足等の現

状ですけれども、第９期介護保険事業計画策定時

に事業者向けアンケートを行いました。令和５年

度１月現在の職員数におきましては769人という

現状でございまして、その中で、法人として職員

が不足していると回答していただいている事業所

が、全体の73.7％となっております。また、離職

状況等にございましては、令和４年１月から12月

までの採用者と離職数に対しましては、採用が84

名に対しまして、離職の方が91名とマイナス７と

いうことで、離職者が多い状況で、人材が不足し

ているという結果がこちらのアンケートから見え

てきている状況でございます。 

○里見哲也委員  不足と答えられた事業所が

73.7％ということで、まさに育成といいますか、

確保が喫緊の課題というところだと思うのです

が、先日の代表質問の中でも、ヤングケアラーの

話がありました。現状は、ゼロというふうな把握

の状況かと伺いましたが、そういったこともこれ

からどんどん調べていくと、介護する側の事業所

の人手というのが必要になるかなというふうに予

想もします。 

現場では、恐らく人つながりで、人と人との仕

事なので、あなたの友達で一緒に働く人いません

かというようなそういった呼びかけで、現場の人

づての呼びかけというのか募集も結構あると思う

のですが、やはりここは、先ほどの看護師のとき

と同じですが、市のホームページのようなところ

で、あるいは共通のチラシなどでもいいと思うの

ですが、介護の働き手が必要ですと、介護の働き

手はとても大事な仕事なのですということを、ぜ

ひ市民全体に周知して、社会全体で後押しするよ

うな流れに、時間がかかってもしていただきたい

と思うのですが、いかがでしょうか。 

○小西正敏介護福祉課長 そういったＰＲについ

てですが、先ほど申し上げました介護、障がい、

看護を合わせて、市全体で人材確保に対する取

組、今回共通のものがございますので、そういっ

た取組を皆さん方に広く周知して、先ほどの

キャッチフレーズではありませんが、そういった

ことも含めて考えていきたいなと考えておりま
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す。 

また、当然そういう復職の方に加えまして、学

生たちに対しても種まきというのですかね、そう

いったことも含めて、すぐ効果が出るかというと

ころは抜きにして、粘り強く取組を行ってまいり

たいと考えております。 

○里見哲也委員 よく理解できました。ぜひ長い

目で、社会全体の認識がそういった方向に向くよ

うに頑張っていただきたいと思います。 

続いて、予算資料10ページの障がい者福祉の就

労継続支援給付について伺いたいと思います。 

金額も大きいですが、就労機会の提供、知識、

能力向上訓練とありますが、もう少しどのような

取組か、内容をお知らせください。 

○清杉利明社会福祉課長 就労継続支援の給付事

業の内容ですが、この事業につきましては、一般

就労が困難な障がいがある方に働く場を提供する

とともに、就労に必要な知識や能力の向上のため

に必要な訓練を行う事業でございます。 

この事業には、Ａ型とＢ型の２種類がございま

すが、Ａ型につきましては、雇用契約に基づいて

就労の機会を提供するものです。Ｂ型につきまし

ては、雇用契約なしで就労する機会を提供するも

のですが、Ａ型の事業所におきましては、現在、

清掃作業、それから農園作業などに取り組んでい

ただいて、訓練を含めて行っている状況です。Ｂ

型につきましては、パンやシイタケ、タイ焼きな

どの製作、それから洗濯作業、小物づくり、袋詰

め作業などに取り組んでいただいているところで

ございます。 

○里見哲也委員 今、Ｂ型の説明のところで、単

独でＢ型だけの仕事の事業所というのはなかなか

少ないかなと思うのですが、今ある既存の企業の

中の今あるやっている仕事の中の、今言われたＢ

型でやっていただけている仕事のようなものを、

今いる社員が全部やっているもの、その部分を切

り離して、これはＢ型で仕事をシェアしようとい

うのかしら、そういうものを働きかけてやってい

らっしゃるのは存じていますが、これを実現して

いくためには、事業者、会社側の理解と協力が本

当に必要になると思うのですね。その中でも特に

理解が必要になっていくと思いますが、この辺

り、先日示された網走市障がい者福祉計画ハート

プランⅧの素案の中にも、共生型社会ということ

で方針の③で「みんなが活躍できるまちへ」とい

うところの中に、就労支援と社会参加というもの

がありました。国の施策としても、全ての事業者

に合理的配慮の提供を義務づけるとありますの

で、共生社会の実現に向けて、今回の就労支援な

んかで、特に事業者の理解を広く求めていくよう

な周知をぜひ、例えば広報あばしりだとか含め

て、ちょっとそういうような仕事を分けてみよう

かという意識に結びつくようなＰＲをしていただ

きたいと思うのですが、いかがでしょうか。 

○清杉利明社会福祉課長 事業所においての職種

の広がりといいますか、という部分につきまして

はなかなか難しい面もございますが、参考事例含

めて情報提供をするなど、また、企業向けに、来

年度、実態の基礎調査も行う予定でございますの

で、その中でも、こういうようなところに業務の

依頼をしてみませんかみたいな部分の周知を含め

て行ってまいりたいというふうに思います。 

○里見哲也委員 どんどん広がっていく共生型社

会の実現に向けても、ぜひそのような取組をお願

いいたします。 

それでは次に、ことしのまちづくりの冊子の９

ページ、㉓で官民連携した子育て支援の充実、新

規事業でゼロ円という大変、私にとっては目を引

く、しかも現場の写真つきがあったのですけれど

も、これについて内容と、それからゼロ円という

ことですが、運営に市がどの程度か関与するの

か、この辺りをお知らせください。 

○東出信幸子育て支援課参事 こちらの事業内容

につきましては、令和３年６月に網走市と包括連

携に関する協定を締結した生活協同組合コープ

さっぽろとの官民連携の取組といたしまして、大

曲に開設したトドックステーションの中に子育て

中の親子が自由に使えるスペースがございますの

で、そちらに集まる親子に対してのイベントや講

師依頼に対する協力などを通じて、さらなる子育

て環境の充実を図ることとしております。 

主な取組といたしましては、コープさっぽろが

企画するイベントへの講師派遣協力、市が行う移

動相談窓口への活用、トドックが年１回行う予定

のセンターまつりへの協力などを予定しておりま

す。 

○里見哲也委員 大曲のトドックステーションで

すものね、お店ではなくてね。ありがとうござい

ます。 

なぜ興味を持ったかというと、今、道路清掃と
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か橋の清掃とか、いっぱい民間企業も、ボラン

ティアでまちのためにいろいろなことをやってい

らっしゃいますが、こういった子育て支援におい

ても、ひょっとしたらほかの企業なんかでも、

「うち、こういうことが協力できるよ」と、「ゼ

ロ円ですよ」ということがあるとすれば、やっぱ

りこういった活動はＰＲしていくことで支援の輪

が広がって、しかも予算ゼロ円というような、本

当に官民協働といった、こういった活動が広がっ

ていくといいなと思いますが、この推進について

検討いただきたいのですが、原課の考えを伺いた

いと思います。 

○東出信幸子育て支援課参事 市といたしまして

も、今後も親子のリフレッシュスペースの充実は

必要であると考えておりますので、コープさっぽ

ろのみならず、ほかの事業所に対しましても、官

民連携した取組について、研究してまいりたいと

考えているところでございます。 

○里見哲也委員 ぜひ健闘、健闘というのは頑張

るほうの健闘をお願いいたします。 

それでは、私としては最後ですが、予算資料の

17ページ、広域廃棄物中間処理施設整備の調査費

用、これは新規ですが7,551万9,000円と金額も高

額でありますので、事業の内容と日程感とか、こ

の事業の目指すものについてお知らせください。 

○田中正幸生活環境課参事 広域廃棄物中間処理

施設整備調査事業ですが、まずこちらの内容につ

いて、国の交付金を活用しまして、施設整備の前

段の各種調査を実施するものとなります。 

内容としましては、中間処理施設整備生活環境

影響調査業務、それから施設を整備する場所の資

質調査業務、それから建設地の地下水調査業務、

それと中間処理施設の整備に当たって、基本計画

の作成及び発注支援業務を予定しております。 

この四つですね、令和６年度の早い時期に発注

しまして、令和６年度中にそれぞれ調査を終える

という形になっております。 

○里見哲也委員 ごみ処理問題については、いつ

満杯になるのかというようなことが、昨年まで随

分協議といいますか、されてきましたが、今ある

埋立地をかさ上げすることで処分場が満杯になる

という期日を大きく後ろに延ばすことができるよ

うになりますよね。ですから、そのことは非常に

安心材料で、かさ上げ、埋立地の使用が早くて13

年４月から、その後どこまでというのがこれから

いろいろ決まることによって、最大27年の３月ま

でということが先般の議会で話がありました。こ

ういったことの、日にちを後ろに大きく延ばした

ことの安心感の中で、今調査費用ということです

が、ここをしっかりやっていただく時間もできた

のだと思うのですね。これをしっかりやること

で、結果的に、将来的に、費用面を含めて市民に

とっても安心、安定した運営につなげていただき

たいというふうに考えますが、考えをお示しくだ

さい。 

○近藤賢生活環境課長 先日の所管事務調査でか

さ上げができるで、御説明をさせていただきまし

た。 

また、このたびの中間処理施設を整備すること

で、これが予定どおりにできれば、かさ上げをし

た分も、そこに埋める分の廃棄物が４分の１、５

分の１に減るわけですから、スケジュールどおり

に中間処理施設を進めて、何とか現状の最終処分

場をできる限り長く使いたい体制を取っていくこ

とを目指しておりますので、よろしくお願いいた

します。 

○里見哲也委員 しっかりこの事業を進めてくだ

さい。 

私からは以上です。 

○井戸達也委員長 次の質疑者、挙手願います。

澤谷委員。 

○澤谷淳子委員 先ほどの深津委員からの質問と

かぶるところもありますが、どうぞよろしくお願

いいたします。 

まず、予算説明書の61ページ、こども発達支援

センター管理運営事業についてお伺いいたしま

す。 

こちら、昨年よりも500万円近く増額されまし

た。それで、冷暖房機器の整備の部分があると書

いてありましたが、昨年の利用実績なども含め

て、増額の理由をお伺いいたします。 

○岩本純一子育て支援課長 予算額が前年度と比

べまして増額となっている主な理由ですが、大き

く２点ございます。 

１点目としましては、支援体制の充実を図るた

めに専門職、具体的にいうと理学療法士になりま

すが、専門職を１名増員します。こちらの会計年

度任用職員の報酬による増、こちらが１点目にな

ります。 

２点目としましては、先ほど委員おっしゃられ
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た暑熱対策としての冷房機器の整備による増、こ

ちらのほうが要因となっております。 

○澤谷淳子委員 それでは、利用者の状況という

か、数などはわかりますでしょうか。 

○岩本純一子育て支援課長 利用者の状況ですけ

れども、まず令和４年度の、昨年度の実績になり

ますけれども、実の利用者数につきましては116

名となっておりまして、延べでいきますと2,238

名の利用がございました。 

また、本年度につきましては、今まだ年度途中

ですが、２月末時点の数字になりますが、実利用

者数につきましては119名、延べでいきますと

1,840名となっております。おおむね昨年度と同

じ利用状況であるというふうに考えております。 

○澤谷淳子委員 こちらの、ふわりだと思うので

すが、ふわりは、利用する親御さんが大変頼りに

していて、１年生に上がるときに、やっぱり親御

さんも１年生に上がるときの不安があるようなの

ですが、そういう相談体制というのはどうなって

いますでしょうか。 

○岩本純一子育て支援課長 小学校に上がる際の

不安についてなのですけれども、まず小学校に

入ってからの通所サービスになりますが、市内２

か所に民間の事業者が実施しております放課後等

デイサービスを利用していただくという形になり

ますが、こちらの利用をスムーズに行うために、

ふわりの終了前になりますが、ふわりの担当者が

保護者の方からの相談に応じまして、こちらの

サービスの御案内をさせていただいている状況で

ございます。 

また、ふわりで引き続き行っている相談があり

ましたら、そちらのほうについては、保護者の同

意がございましたら、市のほうで家庭児童相談室

がございますので、こちらとも情報共有させてい

ただきまして、小学校以降の保護者の相談に応じ

てまいりたいというふうに考えております。 

○澤谷淳子委員 それでは、引き続きこども発達

支援センターの移転調査事業についても、先ほど

深津委員もお伺いしていたのですが、多分、保健

センターの改修調査する費用だということだった

のですが、本来、今あるふわりを増改築するとか

という考えというか、増改築するときは結局どこ

か短期間でも移転しなければならないのですけれ

ども、今あるふわりを増改築するとかというよう

なお考えはなかったのでしょうか。また、それを

調査するための費用なのですけれども、その辺

ちょっとお伺いいたします。 

○岩本純一子育て支援課長 こちらの移転調査費

用ですが、現在のふわりの施設につきましては、

福祉センターに入っているところになりますが、

こちらのほうは老朽化になりますので、そちらの

ほうを増改築するのではなくて、新庁舎開設後、

保健センターが新庁舎に移りますので、その後の

利活用としまして、大規模な改修工事を行った中

で、そちらのほうを有効に活用していきたいとい

うふうに考えております。 

○澤谷淳子委員 それでは、もしわかっていた

ら、ふわりの施設は移転後に取壊しというか、そ

こまではまだ決まっていない、これから検討とい

うことでしょうか。 

○岩本純一子育て支援課長 委員おっしゃられる

とおり、後の利用については、まだ活用方法は決

まっていないということになります。 

○澤谷淳子委員 それでは、すみません、先ほど

老人クラブの現在のクラブ数とか、たしかお伺い

していたのですが、もし押さえていたら、会員数

のここ数年の推移がわかっていれば、お答えくだ

さい。 

○小西正敏介護福祉課長 老人クラブの会員数の

推移ですが、３年間で申し上げますと、令和３年

度につきましては1,435人、令和４年度につきま

しては1,330人、令和５年度につきましては1,279

人の現状となっております。 

○澤谷淳子委員 これもわかればでいいのですけ

れども、60歳から老人クラブに入れるということ

で、実は私も老人クラブ会員なのですが、年代と

いうか、何歳代がいるというのをわかれば、お願

いいたします。 

○小西正敏介護福祉課長 申し訳ございません。

年代は把握しておりませんが、最近、おおむね80

代の方が多くなってきているという現状とは、認

識しております。 

○澤谷淳子委員 そうなのですよね。私、老人ク

ラブで一番若いので。ありがとうございました。 

それでは次に、成年後見制度推進事業、65ペー

ジのところにありまして、こちらも先ほどお伺い

していたのですが、これは社会福祉協議会に行っ

たときに、さっきの後見人の講習会のパンフレッ

トがあったので、それをちょっと見たことがあっ

たのですが、先ほど現在11人増えて45名で、細か
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いことを聞いて申し訳ないのですが、その講習会

の費用とか、それから後見人になってくださった

方が、実際に依頼者とやっていくための費用、報

酬というのでしょうか、その予算になっていると

いうことでしょうか。 

○小西正敏介護福祉課長 まず、市民後見人の方

の養成にかかる費用で、先ほど申し上げました養

成研修を行うときの費用というのは当然あります

し、年に市民後見を受けられている方も、受けら

れていらっしゃらない方も、フォローアップ研修

を資質向上ということで受けていただきます。そ

れで、年６回おおむね受けていただく形なのです

が、この費用につきましても、この委託料の中に

計上しているということでございます。 

また、お話のありました、恐らく報酬のことだ

と思いますが、後見をした報酬というのは裁判所

のほうで決められてくるのですが、そちらの費用

につきましては、御本人に資力があれば、御本人

のところから報酬を受けられた方が取られること

になるのですが、資力のない方につきましては、

基準がございますが、それは特別会計のほうの予

算にはなりますが、我々のほうで助成する制度は

ございます。 

○澤谷淳子委員 本人の資産、資力のある方から

は通常どおり、そちらから頂くということなので

すね。それも裁判所の決定ということですよね。 

それで、私、実際に独居の一人で住む老人とし

て、その中に市長が行う申立てというのがあった

ので、私は将来、市長にお願いするかもしれない

ですが、どのような場合がこれに当たるのでしょ

うか。 

○小西正敏介護福祉課長 市長申立てにつきまし

てですけれども、本来、御本人に判断能力があり

ましたら本人申立て。本人に判断能力がない、ま

たは親族等、４親等以内の親族の方が申立てでき

ることになっていますが、そういった方がいれば

親族申立て。そういった方もいらっしゃらないと

いう状況で、どなたも関わることが難しいという

状況でやむを得ないときに市長申立てということ

になってくるかと思います。 

○澤谷淳子委員 では、本当に市長にお願いする

ことになるかもしれませんので、よろしくお願い

いたします。 

続きまして、同じ予算説明書の73ページ、母子

手帳アプリ事業についてお伺いいたします。 

この事業がわからないというよりも、このアプ

リ自体がいつから導入されていたものでしょう

か。多分、「母子モ」というアプリだと思うので

すが、いつから導入していたのでしょうか。 

○今野多賀子健康推進課参事 「母子モ」という

アプリでございます。平成31年度から導入してお

ります。 

○澤谷淳子委員 そうしたら、これを使う上で、

例えばこれを印刷して自分の我が子に紙で残すと

かというときに、例えば課金があるとか、何か市

民が負担するようなものは、このアプリを使うこ

とで、そういうのはありますか。 

○今野多賀子健康推進課参事 特に課金が必要で

あるということは、ないかと思います。 

○澤谷淳子委員 それでは、改めまして、現在の

赤ちゃんの出生数と、そのうちリトルベビーは何

人ぐらい産まれたのか、お知らせ願います。 

○今野多賀子健康推進課参事 令和５年１月から

12月の出生数ですが、144名となっております。

そのうちリトルベビーハンドブックの対象となる

1,500グラム未満で産まれたお子さんは１名と

なっております。 

○澤谷淳子委員 それでも１名いたのですね。 

あと、リトルベビーハンドブックは、北海道の

ものをお使いだと思うのですが、それが保護者の

方に行き渡るのには、どのような流れが主流なの

でしょうか。 

○今野多賀子健康推進課参事 北海道から医療機

関のほうに送付されますので、基本的には、お子

さんが生まれた医療機関で配付される流れとなっ

ております。 

医療機関で必要なのにもらえなかったとかとい

うことはないかと思いますが、もらっていない場

合には、保健センターの保健師が訪問した際など

にお渡ししております。 

○澤谷淳子委員 本当に病院でもらえるのが一番

いいと思うので、そういう体制になっているとい

うことで安心いたしました。 

それでは次に、75ページ、動物愛護理解促進事

業についてお伺いいたします。 

当市でも、一般質問などで申しましたが、野良

猫といいますか、飼い猫も自由に外へ出入りさせ

ることによって、猫の苦情が増加しているところ

です。それで、地域猫や猫の保護活動の理解促進

を図ることで、講演会を今年度開催してくださる
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のですが、予算からして、まず本年度は１回開催

予定ということでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 動物愛護理解促進事業で

すが、令和６年度につきましては、まずは有識者

を招聘した上で、地域猫に関する講演会を１回開

催するということで予定をしております。 

この件につきましては、地域の方々の理解、ま

た、我々行政としても理解して勉強していく必要

がありますので、まずは開催をして、皆さんに啓

発を図りたいというふうに考えております。 

○澤谷淳子委員 いきなり地域猫というのはやっ

ぱり難しいので、もちろん反対の方もいらっしゃ

いますので、このように地域猫のこういうやり方

があるというのは、これからみんなで勉強してい

くべきだなとは思っています。 

そこで、理解促進を図るためには、情報発信を

積極的に行っていただけたらなと思うのですが、

昨日も、市の広報が、今とってもいいと言ってく

ださる委員の方がいたのですけれども、市の広報

に少し特集を組んで載せていただいたり、ホーム

ページに地域猫の活動に関するチラシを掲載する

とか、何かそういうような周知していくものなど

のお考えがあればお伺いいたします。 

○近藤賢生活環境課長 地域猫活動につきまして

は、大規模な都市、東京の特別区だとか、中核

市、また近くでは北見市で進んでおりますので、

そういった内容をちょっと研究しながら、ホーム

ページや広報などで発信をしていきたいというふ

うには考えております。 

○澤谷淳子委員 本当に北見が、地域おこし協力

隊の方も年間400頭ぐらいそれをやって、大分地

域猫が定着しているというのをお聞きしていまし

たので、ぜひ情報発信をお願いいたします。 

講演会をやった後、みんなで勉強しながら、結

局、網走にそういうボランティアの保護団体とい

うのが全くないのですよね、動物、猫も犬もそう

ですけれども。なのだけれども、勉強をしていく

上で、今後、市としては地域猫の、例えば補助金

とか、それはちょっと時期尚早かもしれないです

けれども、今後実際に展開していくようなお考

え、見通しなどはありますでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 こういった啓発活動をす

ることで、様々な御意見を頂けると思いますの

で、状況を見ながら判断をしてまいりたいと考え

ております。 

○澤谷淳子委員 よろしくお願いいたします。 

以上で質問を終わります。 

○井戸達也委員長 次の質疑者、挙手願います。 

 石垣委員。 

○石垣直樹委員 それでは、私からも数点質問さ

せていただきます。 

予算資料の63ページ、高齢者除雪サービス事業

についてお伺いいたします。 

令和５年度、まだ終わっておりませんが、利用

状況はどのようなものになっていますか。 

○小西正敏介護福祉課長 除雪サービスの令和５

年度の利用状況ですが、登録世帯数につきまして

は合計344世帯となっておりまして、内訳といた

しましては、民間事業で行っていただいているの

が167世帯、シルバー人材センターが90世帯、町

内会で行っていただいている方々が87世帯となっ

ております。 

実際の実施回数につきましては、現在、事業が

終わっている年度ではございませんので、まだ途

中ではございますが、今年は１月に大雪が降りま

したが、それ以外はあまり大きく雪が降っている

状況ではございませんので、昨年度同様ぐらいの

結果になるかとは思っております。 

○石垣直樹委員 本事業の課題とか、何か感じる

部分はございますか。 

○小西正敏介護福祉課長 当事業の課題ですが、

やはり担い手の確保でございます。 

担い手につきましては、当初シルバー人材セン

ターがメインでやっていただいて、民間事業者、

そしてなかなか難しいという状況で、担い手を確

保したいということで町内会の委託へ受託の体制

を整えつつ民間事業者の拡充を図ってきたという

ところでございます。 

民間事業者にいたしましても、シルバー人材セ

ンターにいたしましても、やはり事業体制を大き

く拡充するというのは簡単なことではございませ

んので、町内会の除雪の拡充について、今年度は

ＰＲを主に大きく取り組んできたところでござい

ます。 

○石垣直樹委員 様々御苦労されている部分はわ

かりました。 

町内会の拡充を目指しているそうですが、この

サービスを利用しようとしたときに、まず町内会

が受託する意思があったら市に申入れをすると。

町内会で利用世帯をまとめて申請書を提出して、
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市が利用決定の連絡をして、市と町内会が契約を

すると。その後、利用者は、除雪してもらう方で

すね、網走市から除雪の回数券を購入すると。こ

れは代理でも購入できるそうですが、そして利用

者は除雪が必要な際に町内会等に依頼すると。町

内会が除雪を実施して、利用者から町内会は回数

券を受け取ると。町内会が除雪サービス実施状況

報告書に実施日を記入して、町内会が市に請求書

と回数券と実施報告を提出すると。その受け取っ

たものを市が審査して、委託料の支払いをする

と。約２週間かかるそうです。 

手間が多くて、町内会側から利用しづらいと

いった声は届いておりませんか。 

○小西正敏介護福祉課長 町内会除雪の手続につ

きましては、委員お話になられたとおりの流れに

なります。 

当然のごとく事務手続が出てまいります。流れ

を追っていくと、確かに煩雑に感じるところもあ

るかもしれません。我々、町内会除雪の相談をＰ

Ｒして、お願いさせていただいて、いろいろお話

ししていく中では、そういった事務手続ももちろ

んそうなのですが、体制側ですね、町内会で誰が

実際にやることができるのかとか、どちらかとい

うとそちらの、今まで身内同士だとかお隣近所で

助け合っていたという状況の中が、こういう枠組

みになると、心理的にいつもやらなければならな

いのではないかみたいなところで、そういう義務

的なところを心配されるという声のほうが、どち

らかというと話の中で大きく出てきているところ

です。 

実際にやっていただいている団体の中でも、条

件としてはありますが、例えば、先ほど申し上げ

たように、券を代理の方がまとめて買っていって

あげて、本来であれば、その利用者がその都度券

を渡してというのが本来の正しい流れではあるの

ですが、そこは柔軟に、例えば実施する側がお持

ちになって、依頼があったらその分の券をちゃん

と数えて、適切な請求をしていただければ、我々

としては必ずこの流れにびちびちに沿ってやって

くださいよということではございませんので、そ

ういった実際の取組に関しても、御相談いただき

ましたら、我々のほうでいろいろ意見交換しなが

ら、よりよい形で取組させていただければと思っ

ております。 

○石垣直樹委員 わかりました。よろしくお願い

いたします。 

次に、63ページ、高齢者農園事業についてお伺

いいたします。若干の増額がございますが、内容

についてお示しください。 

○小西正敏介護福祉課長 高齢者農園事業の事業

費についてですが、こちらの増額要因につきまし

ては、農園の中に簡易トイレを設置しておりまし

て、そちらの経費が事業所のほうでちょっと値上

がりというか、高くなってきている状況もありま

すことから、その分の事業費が増加しているとい

うことでございます。 

○石垣直樹委員 わかりました。 

利用者の方から、面積を多くしていただきたい

というお話はございませんか。 

○小西正敏介護福祉課長 利用者の方の利用面積

のお話ですが、我々のところにお声は、直接はお

聞きしていない状況です。 

それで、農園の面積につきましては、１区画当

たりおおよそ50平米を確保している状況でござい

まして、近年でいきますと、四、五年前は140世

帯ぐらいの利用がございましたが、ここ一、二年

は115世帯、今年度につきましては106世帯の御利

用になっていまして、区画の中をその割り返しで

見ながら通路部分も差し引いて区画の面積を作っ

ている状況にございますので、そういった形の50

平米ぐらいを確保させていただく形で適切に、来

年度どれぐらいの利用者の方がいるかにもよりま

すが、確保したいと考えております。 

○石垣直樹委員 わかりました。以前も質問させ

ていただきましたけれども、今後ともよろしくお

願いいたします。 

次に、子どもの居場所づくり支援事業について

お伺いいたします。改めて事業内容をお示しくだ

さい。 

○岩本純一子育て支援課長 こちらの子どもの居

場所づくり支援事業ですが、目的としましては、

子供たちが地域の人との触れ合いによりまして、

安心して過ごすことができる居場所づくりを進め

るとともに、子供たちの育ちを支援することを目

的としておりまして、地域の団体が行う多様な居

場所づくりの取組に対して助成するものでござい

ます。 

現在、２か所、継続して取り組んでいただいて

いるところに対する補助、こちらを主に計上して

いるところでございます。 
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○石垣直樹委員 ありがとうございます。非常に

大切な事業だと思います。 

昨日の報道で、絵本作家の方が、オンライン上

に居場所をつくるという報道がございました。こ

れは自殺予防の観点から、逃げ場がない子供たち

の場所をつくるという観点です。 

ちょっと本事業とはずれてしまうのですが、ま

だまだこれから先になると思いますが、そういっ

たオンライン空間での居場所をつくっていくこと

も今後研究していっては面白いのかと思います

が、何かそのお考えがあればお示しください。 

○岩本純一子育て支援課長 今、委員お話ありま

したオンライン空間につきましてですが、令和５

年12月に閣議決定されました「こどもの居場所づ

くりに関する方針」、こちらの中で「こどもの居

場所とは、物理的な場だけではなく、遊びや体験

活動、オンライン空間といった多様な形態を取り

得るものである」というふうにされております。

これは、オンラインの居場所が特別なニーズを持

つこども・若者や、地域を忌避する傾向のあるこ

ども・若者たちにとって、初めての一歩となり、

つながりやすいという認識によるものですが、市

といたしましても、この方針に基づきまして、

様々な形態の居場所づくりについて先行する事例

の収集とか、補助の在り方について研究してまい

りたいというふうに考えております。 

○石垣直樹委員 よろしくお願いいたします。 

次に、看護師・薬剤師確保対策支援事業につい

てお伺いいたします。令和６年度の想定される利

用状況、件数はどのような感じでしょうか。 

○本橋洋樹健康推進課長 看護師・薬剤師確保対

策支援事業の令和６年度の想定件数についてであ

りますが、50名の利用を想定しております。 

○石垣直樹委員 この事業に対する周知というの

は、医師会や薬剤師会の事業所のみに行っている

のでしょうか。 

○本橋洋樹健康推進課長 事業の周知についてで

ありますが、平成26年度事業開始当時、奨学金貸

与事業を行っている医療機関が、市内では病院の

みであったことから、医師会に対して制度周知を

行い、市内の病院の看護師、薬剤師の人材確保に

努めてきたところであります。 

薬剤師会につきましては、事業周知は行ってお

りませんでしたが、奨学金の貸与を行っている市

内調剤薬局があるとのお話を受けておりますの

で、今後、薬剤師会に対しても同様に制度の周知

を図ってまいりたいと考えております。 

○石垣直樹委員 よろしくお願いいたします。 

１件事例がございまして、高校生のときからそ

の方がそっちの道に進みたいと、その時点でもう

薬局側がアプローチして支援を行っているという

事例があるそうです。ですので、薬学科とか医学

部とか学費が高いので、それで諦めてしまうとい

うことが、もしかしたらこの事業を知っていれば

支援が受けられるから目指してみよう、行けるの

ではないかとなる可能性があって、さらなる人材

確保につながりますので、高校生とか親御さんた

ちにも周知したら、もっといい事業になると思う

のですが、お考えはどうですか。 

○本橋洋樹健康推進課長 今の御質問の件です

が、本事業に関しましては、医療機関で実施して

いる奨学金制度の上乗せの補助を行うこととして

制度を実施しておりますので、医療機関から学生

への周知について、こちらとしては行っていただ

くよう強く働きかけていきたいと思っておりま

す。 

○石垣直樹委員 よろしくお願いいたします。 

続きまして、指定ごみ袋管理事業、75ページに

なりますが、令和５年度は4,798万円から、令和

６年度3,760万円と減額になっておりますが、こ

の指定ごみ袋管理に関しては、海外生産から国内

生産に変わったと思います。この減額の要因は何

になりますか。 

○近藤賢生活環境課長 指定ごみ袋管理事業の減

額の要因ですが、大きく二つございまして、一つ

は、令和４年度は袋が不足して、５年度に多めに

発注して作っている。そして在庫も若干多くなっ

ていることがございます。 

また、令和５年度につきましては、指定ごみ袋

の保管配送システムというのがございまして、パ

ソコン上で管理をして、配送をしていただいて、

配布をそれぞれの小売店で売っていただいた方に

納付書を発行するシステムとかがあるのですが、

そのシステムの更新に400万円かかっておりまし

た。それが終了したことで、袋を減らした分、そ

してＰＣのシステムを更新した分で減額となり、

一部、今、指定ごみ袋は倉庫に保管をして、配送

する委託業務があるのですが、その配送する倉庫

料と配送料の委託業務については、労務単価分を

上げてはおりますが、トータルとして減額となっ
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ております。 

○石垣直樹委員 不足がないように、よろしくお

願いいたします。 

次に、高齢者等緊急通報システム設置事業でご

ざいます。 

これは、高齢者のお宅にスイッチがあって、そ

れを押すと、緊急通報が流れるシステムかと思い

ますが、長年見てきて、減ってきているのかなと

思っていたのですが、令和６年度は387万円から

545万円に増額となっております。これは設置台

数が増えたのか、過去に設置したものを入れ替え

ていくのでしょうか。増額理由をお示しくださ

い。 

○小西正敏介護福祉課長 高齢者緊急通報システ

ムの事業費の増額理由ですが、こちらの内容とい

たしましては、御自宅の端末と消防の南出張所の

通信をつなぐセンター装置というものがございま

す。こちらのセンター装置が６年経過ということ

で、耐用年数で更新の時期を迎えました。 

こちらの更新を行うことに合わせまして、更新

をすることにより、固定電話回線を有しない携帯

電話のみをお持ちの方への対応を可能にする端末

を導入することが可能になります。そのＳＩＭ携

帯回線用のＳＩＭ端末機をリースするという形の

取扱いになるのですが、こちらの経費等も合わせ

まして事業費が増加になっているものでございま

す。 

○石垣直樹委員 わかりました。ＳＩＭ対応のも

のになっていくと。 

あと、この事業と一緒に、昨年度から始まりま

した高齢者見守り事業でしたか、電球にＳＩＭが

ついたもの、それと併用される方というのは多い

のでしょうか。 

○小西正敏介護福祉課長 緊急通報システムと、

今年度始まりました通信機能つきの電球の併用状

況ですが、２月末現在ですが、39世帯の方がこち

ら両方ついている方で、いらっしゃる状況でござ

います。 

○石垣直樹委員 高齢者緊急通報システムと見守

り電球のシステムを合わせて使うと、さらに効果

が上がると思いますので、周知、啓発をお願いし

たいと思います。 

最後に、ごみ処分場遮水シート補修事業でござ

います。これは最終処分場のシートに穴が開いた

ので、それを修理するということでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 最終処分場の遮水シート

ですが、こちらには漏水検知システムというのが

ついておりまして、現在そこが反応しておりま

す。 

なお、遮水シートは二重構造になっておりまし

て、上のシート、下のシートとあるのですが、現

状として上のシートに反応が出ている状況なの

で、そこを掘り返して、その上層シートを確認

し、穴が開いている場合は修繕をするという内容

でございます。 

○石垣直樹委員 わかりました。 

上のシートにセンサーが反応して、下は反応が

ないと。掘り起こして確認するということです

が、これだけ見たときに、最初センサーが反応し

てわかったのか、それとも川や海に排水が流れ込

んでわかったのかというのがわかっていなかった

のですけれども、そういった事実はないというこ

とを確認させていただきました。 

これ、掘り起こされますよね、一度埋めたごみ

を。その起こしたものを購入された二軸破砕機に

かけて減容化を図るということは行われるので

しょうか。 

○近藤賢生活環境課長 このたび重機で掘り起こ

しますので、その中の廃棄物がどのような状況に

なっているか確認もできます。その際に、事業者

と協力して、破砕ができるかどうかも試験的には

実施したいと考えております。 

○石垣直樹委員 試験的にやってみて、もし効果

がよかったら、今まで埋めたものを掘り起こし

て、また破砕機にかけることもできるかと思いま

す。かさ上げも行いますが、そういったさらなる

取組で、減容化を図っていただければと思いま

す。 

私からは以上でございます。 

○井戸達也委員長 ここで、昼食のため、暫時休

憩いたします。再開は、午後１時といたします。 

  午後０時01分 休憩 

───────────────────────── 

午後１時00分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開いた

します。 

質疑を続行いたします。 

古田委員。 

○古田純也委員 予算書59ページ、戦没者追悼式

典事業についてお尋ねいたします。 
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参加する遺族の高齢化で、減少傾向だと思いま

すが、関係者の参加状況の推移についてお尋ねい

たします。 

○清杉利明社会福祉課長 戦没者追悼式典への参

列者の推移ですが、全体では令和元年度が126

名、そのうち遺族会の方が22名、一般参列者が27

名となっております。 

また、令和２年度から令和４年度につきまして

は、コロナ禍にあったということで、参加者の縮

小、それから時間の短縮で行っておりましたが、

令和２年度が62名、そのうち遺族会の方が11名、

一般参列者が22名、令和３年度も62名で、うち遺

族会の方が15名、一般参列者の方が19名、それか

ら令和４年度が全体で70名、遺族会の方が17名、

一般参列者が20名。 

それから令和５年度につきましては全体で64

名、遺族会の方が15名、一般参列者の方が17名と

なっておりまして、令和５年度につきましては、

コロナ後ということで通常開催としまして、詩吟

とか中学生の感想文の朗読についても実施したと

ころですが、コロナ禍前の令和元年度と比べまし

ても、遺族会、一般参列者ともに減少しているよ

うな状況にございます。 

○古田純也委員 大変重要な事業だと思います

が、関係者の参加が減少だということを今理解し

たのですけれども、やはり遺族の親から子へ、そ

して子から孫へというふうに継承していくことは

重要だと思います、この式典にも。その辺、市と

しては、継承についてどう考えているのか、お答

えしていただきたいと思います。 

○清杉利明社会福祉課長 この事業につきまして

は、大変重要な式典であるというふうに、市とし

ても考えておりますが、遺族会とも連携をする中

で、継承につきまして、遺族会の方も高齢化が進

んでいるというような御意見も頂いております

が、お子さん、お孫さんへの継承がなかなか進ま

ないというような状況も危惧しているところです

が、そこら辺、式典への参加を含めまして、周知

に努めていきまして、今後とも、この式典につき

ましては継続していきたいというふうに思いま

す。 

○古田純也委員 わかりました。 

続きまして、予算書61ページ、障がい福祉従事

者確保対策事業補助金についてお尋ねいたしま

す。 

研修支援の補助金制度で、新規事業ですが、事

業の内容、対象者、人数などをお伺いいたしま

す。 

○清杉利明社会福祉課長 障がい福祉従事者確保

対策事業の内容ですが、この事業の補助金は、介

護職員の初任者研修や相談支援専門員などの障が

い福祉施設等に従事する方の研修費用を助成する

ものでありまして、人数としましては、一応５名

の予算を計上しているところでございます。 

○古田純也委員 人材確保にこの事業がつながる

と思った理由がございましたら、お伺いいたしま

す。 

○清杉利明社会福祉課長 この事業につきまして

は、介護従事者とも連携をすることで、そちらと

歩調を合わせる形で研修費用の助成を考えたとこ

ろですが、介護事業者及び障がいのほうも含めま

して、人手不足が全国的に出ているところです

が、人材不足の解消に向けた一助になればという

ことで、この予算を計上したところでございま

す。 

○古田純也委員 それでは、障がい福祉従事者の

復職支援補助金に関わりまして、年齢が40歳以上

というふうに表現されているのですが、40歳以上

にした意図というのはあるのでしょうか。30代で

も復職される方はいらっしゃるのかなと私は思う

のですけれども、その辺ちょっとお伺いいたしま

す。 

○清杉利明社会福祉課長 障がい福祉従事者の復

職支援の補助金について、40歳以上とした理由で

すが、人材確保対策につきましては、全庁的、ま

た部内におきましても協議、整理をしまして、40

歳未満につきましては、商工労働課所管でありま

す就業定着推進奨励金のほうで対応することと

し、介護、障がい、看護師等のほうは、40歳以上

につきまして各担当部署で対応するということで

整理されたところでございます。 

○古田純也委員 わかりました。40歳未満は商工

労働のほうで対応されるということで。 

この補助金、復職支援金は、いつ手渡されるも

のなのでしょうか。一応契約雇用によっては１年

以上というふうな条件はあるというふうに午前中

の質問で聞いておりましたが、条件というものが

あるのであればお示しください。 

○清杉利明社会福祉課長 補助金につきまして

は、１年以上雇用期間が超えるものを対象として
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いますが、申請につきましては随時申請をしてい

ただきまして、審査の上、１年間を待たずとも審

査結果で妥当だというふうな判断をされれば、随

時決定をしまして、支給するよう考えておりま

す。 

○古田純也委員 わかりました。 

人材確保のための貴重な補助金だと思いますの

で、ぜひ進めてください。 

人材確保といえば、最近、在住する外国人も増

えてきているという、昨日の質問でもありました

けれども、将来的には外国人もこの補助金制度の

対象になるのか、お尋ねいたします。 

○清杉利明社会福祉課長 外国人の人材の部分に

つきましては、これも全庁的に協議、整理をした

中では、現在、水産漁港課のほうで行っておりま

す外国人の特定技能人材受入支援事業補助金があ

りますが、そちらのほうで対応することとしまし

て、そのほかにも、住宅とか住居の対策とかにつ

きましても、ほかの担当部署にて外国人の部分に

つきましては対応を考えているところでございま

す。 

○古田純也委員 わかりました。 

63ページ、障がい児通所給付事業で、放課後等

デイサービス給付事業についてお尋ねいたしま

す。 

今年度は増額になっておりますが、増額理由に

ついてお尋ねいたします。 

○清杉利明社会福祉課長 放課後等デイサービス

給付事業の増額の理由ですが、まず１点は、令和

６年度からの新規の利用者増を見込みまして、利

用者数の増によるものが約1,190万円、それか

ら、今年度はサービスの報酬改定の年でございま

して、報酬改定によるものが約320万円で、合わ

せまして1,513万1,000円の増となっております。 

○古田純也委員 報酬改定による増額。 

ちなみに、利用者が増になっているという部分

はいかがでしょうか。 

○清杉利明社会福祉課長 現在の利用者につきま

しては、令和５年度で89名となっておりますが、

来年度につきましては、修了予定者が１名で、新

規に発達支援センターふわりのほうから、こちら

のほうに移行見込みの者が12名おり、差引きで11

名の増を見込んでおりまして、それによる利用者

数の増となっております。 

○古田純也委員 今後も、また利用者の増という

のは、見込まれていらっしゃいますか。 

○清杉利明社会福祉課長 児童発達支援センター

ふわりから移行する者が多い中では、そちらのふ

わりのほうの利用者数も微増ではありますが少し

ずつ増えているような状況もございますので、今

後につきましても、少しずつ増えていくのではな

いかというふうには見ております。 

○古田純也委員 わかりました。 

では、私からは最後の質問になります。 

67ページ、子育て世帯訪問支援事業、本年度新

規事業についてお尋ねいたします。具体的な事業

内容についてお伺いいたします。 

○岩本純一子育て支援課長 新規事業になります

子育て世帯訪問支援事業の内容ですが、事業の内

容としましては、家事、子育て等に対しまして不

安や負担を抱える子育て家庭、妊産婦等がいる家

庭の居宅を訪問支援員が訪問し、家事、子育て等

の支援を実施することによりまして、家庭の養育

環境を整えまして、虐待リスク等の高まりの未然

防止を図ることを目的に実施する事業でございま

す。 

○古田純也委員 では、実際に不安や負担を抱え

る子育てをする家庭への訪問なのですけれども、

定期的な訪問となるのか、必要に応じて訪問にな

るのかという部分に関してはいかがですか。 

○岩本純一子育て支援課長 こちらのほうの支援

を行う際なのですが、まず相談を受けまして、そ

の相談に応じましてアセスメントを行った上で利

用決定を行いたいというふうに考えております。 

利用決定の際には、支援を行うためのサポート

プランというものを作成します。こちらのサポー

トプランの内容に基づいて支援内容を考えまし

て、その内容に応じた回数を随時支援していくこ

とで考えております。 

○古田純也委員 わかりました。 

連絡のやり取り、連絡の体制なんかの在り方、

何かありましたらお伺いいたします。 

○岩本純一子育て支援課長 実際に訪問していた

だく訪問支援員との連絡体制についてですが、サ

ポートプランの作成に合わせまして、その事業者

とも内容について情報交換をいたしまして、サー

ビスの提供後になりますが、日誌等による連絡と

か、関係機関集まってのケア会議といったものに

参加していただきながら、定期的に情報交換を

行っていきたいというふうに考えております。 
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○古田純也委員 私からは以上です。 

○井戸達也委員長 では、次の質疑者。 

 村椿委員。 

○村椿敏章委員 それでは、私からも幾つか質問

したいと思います。 

まず最初は、予算資料の16ページの地球温暖化

対策推進事業について伺いたいのですが、12万円

から24万6,000円に増えております。私たちも代

表質問で訴えていたように、今、地球温暖化を何

としても止めるための対策が必要ですから、もっ

ともっと強く押していく必要もあると思うのです

が、どんな内容に変わったのか、伺いたいと思い

ます。 

○近藤賢生活環境課長 地球温暖化対策推進事業

ですが、昨年は、地球温暖化対策事務費と地球温

暖化対策推進事業の二つありまして、それを統合

させていただきました。 

内容につきましては、地球温暖化対策の取組を

進めて、市民に対して啓発資材を提供したり、毎

年６月に開催される環境展での環境資材の展示を

するため、そういったパネルを作ったりする内容

でございます。 

○村椿敏章委員 二つの事業をまとめたから増え

たというところですね。そして啓発をしていくと

いうことだと思うのですが、市民参加もここにど

んどん増やしていけたらと思うのですが、今、環

境展開催事業というのと一緒にやりたいという話

ですので、そこでも環境の部分についての対策の

普及啓発をすることになっていますが、環境展の

開催事業ですね、開催時期が６月でしたか、今言

われたのが、会場とかはどういうところを考えて

いるのでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 環境展につきましては、

基本的に公共施設で開催したいとは考えているの

ですが、今のところは北コミュニティセンターを

会場として開催しております。 

○村椿敏章委員 そうなれば、屋内ですから、例

えば太陽光パネルとか風力発電とか、そういうも

ののモデル的なものをセットするとかというのも

考えていけるとすれば、外での展示物もあったほ

うがいいのではないのかなと。そのほうが市民に

もよく見えるようになるでしょうし、人も集めや

すくなるのではないのかなと思うのです。 

併せて、市民の方々がロケットストーブという

ストーブを作ったり、あとソーラーウォールとい

う、これは太陽熱を集めるようなものなのです

が、そういうオリジナルで作るようなことをやっ

ている人たちがいるので、そういう展示物とかと

いうのも募集してもいいのではないのかなと思う

のですが、どうでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 環境展の開催方法です

が、外も活用したほうがいいということがござい

ましたが、これまでも屋外でやった内容としまし

ては、自動車販売会社の協力による電気自動車の

展示を北コミセンの隣の近くの保健センターの駐

車場で行ったりしたこともありましたので、そう

いったことができれば、また検討したいと思いま

す。 

また、市民の方に協力していただく工作もござ

いましたが、現在は、市側で用意した工作を子供

たちに体験していただいたり、企業の協力による

環境に関する工作物、そういったものをやってお

りますが、そういった市民団体の協力が得られる

のであれば、そういった内容もこれから研究し

て、頼めるものは頼んでいくことができればと考

えます。 

○村椿敏章委員 ありがとうございます。ぜひ、

検討していっていただきたいと思います。 

次に、埋立処理事業について伺います。 

来年度は、 7,520万円から１億 580万円まで

3,000万円ほど増えているのですが、この増えた

内容、増えた理由ですか、その内容について伺い

ます。 

○近藤賢生活環境課長 埋立処理事業の増えた内

容ですが、主に令和６年度からは二軸の破砕機を

動かしますので、その分の車両費用とか、それか

ら労務単価の増額、あと埋立処理事業の中で、明

治の最終処分場を管理しているのですが、もとも

との古い八坂の埋立処理場も管理しておりまし

て、そちらの電気工作物の更新、それから八坂の

処分場の汚水施設の管渠の清掃といったものがご

ざいまして、3,000万円ほど上がっている内容と

なっております。 

○村椿敏章委員 まずは、破砕処理のことについ

ては理解できます。 

ただ、それだけでも破砕機を買うわけではない

ですから、こんなに上がらないのかなとは思った

のですが、もう一つ、八坂の処分場の管理費もあ

りますよと。ただ、八坂の処分場については毎年

管理しているものだと思ってはいたのですが、そ
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れは新たにその部分がここに加わってきたという

ことなのでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 八坂の処分場につきまし

ては、定期的に井戸の調査とか、汚水の状況、水

処理施設の状況を調査しておりますので、令和５

年度に調査した結果では、一度管渠清掃を行わな

いと閉塞するおそれがあるので、今回、清掃をす

ることになっております。 

また、先ほどちょっと言い忘れたと思ったので

すが、最終処分場の管理運営委託料の労務単価の

見直しも上昇分にございます。 

○村椿敏章委員 増えた分については、理解しま

した。 

それで、この間、全面的に市の直営から委託し

たことによって、最終処分場も含め一般廃棄物処

理については、年々費用が上がってきているので

はないかと思います。 

もともとは、一般廃棄物処理というのは、自治

体の仕事でありますから、これを永続的に続けて

いかなければいけないわけですよね。市には、廃

棄物処理について精通する職員が当然必要だと思

います。そうしないと、そういう技術の継承もな

かなかされていかないのではないのかなと思いま

す。 

そして、この間、受託している事業者との意見

の相違とか、そういうのも多々あったと思うので

すが、その後、打ち合わせをして、すり合わせて

いくというような話もあったのですが、その後の

状況についてはどういう状況なのか、伺います。 

○近藤賢生活環境課長 委託業者との関係です

が、基本的には、市のほうが業務委託を発注して

いるわけですから市と打ち合わせというか、業務

委託の仕様書に基づいて業務を進めていく必要が

ありますが、市からお願いする事項については、

その都度協議をして進めているところでございま

す。 

○村椿敏章委員 協議をして進めていただいてい

るということで、いろいろ今年の補正予算の中で

も価格のことについても様々議論があったようで

すから、今年はしっかり打ち合わせをして、お互

い信頼関係を築いていっていただけたらと思いま

す。 

次の質問に移ります。 

次、こども医療費助成事業ですね。 

令和６年度は１億3,764万円、令和５年度が１

億1,829万3,000円と、かなり増えております。こ

れは、高校生まで医療費が無料化されたというこ

とだと思いますが、この間、令和４年度に網走市

で中学生まで無償化されて、そして高校生まで無

償化されるようになって、私たちとしては本当

に、親の人たちもそうですが、喜ばしいことだと

思っております。安心して病院にかかれるように

なるというのは、子を持つ親の願いでありますか

ら、本当に喜ばしい限りです。 

そういう中で、今回、拡充されたということで

ありますが、助成されるのは何人の子供が対象に

なっているのか伺います。 

○東出信幸子育て支援課参事 対象人数につきま

しては、令和６年度の高校生年代の人数として約

800人を見込んでおりますが、そこからひとり親

医療と重度心身障がい者医療の受給者数135名を

差し引いた665名をこども医療の受給者と見込ん

でおります。 

○村椿敏章委員 全体で、差し引くと665名と。

そのうち、今回高校生までということで、拡充さ

れた部分というのは何人対象になるのか、伺いま

す。 

○東出信幸子育て支援課参事 今申し上げた部分

が拡充された高校生の人数になります。 

○村椿敏章委員 今の665名が高校生の人数です

ね、失礼いたしました。 

そうしますと、小学生、中学生、あと幼児も含

めると何人が対象になっているのでしょうか。 

○東出信幸子育て支援課参事 令和６年度の対象

人数ですが、就学前が1,130名、小学生が1,230

名、中学生が663名、高校生が665名の合計3,688

名を見込んでおります。 

○村椿敏章委員 わかりました。 

かなりの子供たちが医療費助成を受けられると

いうことで、本当に嬉しいことですが、今回、高

校生まで助成が進んだのは、これまで自治体独自

で無料化した場合に、国民健康保険への国庫負担

を減額するという国の子育て支援に逆行した措置

があったのが、今回それをなくしたと。そのペナ

ルティーをなくすというところが大きな要因だっ

たのかなと思うのですが、その点についてはどう

でしょうか。 

○東出信幸子育て支援課参事 今回の高校生の医

療費の無償化によりまして、直接、出生率など少

子化対策に影響があるかどうかはわかりませんけ
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れども、無償化の拡大により、経済的な負担軽減

のほか、伴走型相談支援など様々な支援がバラン

スよく実現されれば、子育てしやすいという意識

につながるものと考えております。 

○村椿敏章委員 わかりました。 

この間、高校生の無償化に至るまで、全国で署

名とかも集められて、やっとここまできたと思い

ます。今度は、全国で、国の責任で、こども医療

費が無料化になるための実現に向けて頑張ってい

きたいと思っております。 

全国的に国の責任で医療費の無料化というとこ

ろでは、市はどういうふうに考えているのか、伺

いたいと思います。 

○東出信幸子育て支援課参事 細かな分析は行え

ておりませんが、受診件数は増加傾向にあります

ので、対象者の拡大により医療機関へも受診しや

すくなり、無償化により家庭への経済的な負担も

軽減されているのであれば、様々な取組を行って

いる子育て支援の一つになっているのではないか

と考えております。 

○村椿敏章委員 そういう効果はあると思いま

す。それが全国に広がって、どこのまちでもその

ようになっていけばいいのだなと思っておりま

す。 

次の質問に移ります。 

児童館運営事業についてです。児童館の利用人

数について、この間の推移などを伺いたいと思い

ます。 

○東出信幸子育て支援課参事 児童館の利用人数

ですが、放課後児童クラブの登録人数といたしま

して、令和２年度が３万2,397名、令和３年度が

３万5,867名、令和４年度が３万1,393名、令和５

年度２月末で２万9,587名となっております。 

○村椿敏章委員 若干この間減ってきているので

すね。そういう部分でいいますと、児童館に受け

入れる子供たち、利用しやすいような形をぜひ

取っていただきたいと思います。 

少し聞いたところでは、預かっている子供たち

の年齢で遊び時間を分けたり、または男子と女子

の遊ぶ時間を分けるとか、そんなことがあるとい

うのですが、それはどうしてそういうふうに分か

れていっているのか。異年齢の子供たち同士でお

付き合いするというか、遊んだりするというのが

児童館のいいところなのかなと思うのですけれど

も、そういう制限をつけているというのはどうい

う理由なのか、伺います。 

○東出信幸子育て支援課参事 施設ごとのある程

度の約束ごとにはなるのですが、利用する児童の

中には、低学年でもボールを投げる球が強いと

か、そういう児童もいらっしゃるので、その辺は

児童館の職員が判断して、低学年ごとにすると

か、男子と女子に分けてドッチボールなどをする

ようにしているところでございます。 

○村椿敏章委員 そうなのですね。 

ただ、やっぱり大きな子は利き手ではなくて、

反対の手で投げなければいけないとか、そういう

やり方もあると思いますので、学年が違う者同士

の遊びも、ぜひどんどん取り入れていっていただ

けたらなと思います。 

もう一つ、以前も言っていたと思うのですが、

土曜日とかは朝８時から始まっています。また、

夏休みや運動会の次の日なども８時からというこ

となのですが、少しでも早くしてもらえないかと

いう声があるのですが、この間、利用者から声を

聞いていると思うのですが、どういう状況か伺い

ます。 

○東出信幸子育て支援課参事 開館時間の延長に

つきましてですが、職員配置や勤務時間の変更な

どを伴うものであり、現状といたしましては難し

いものと考えておりますが、要望等が多数ある場

合には、改めて利用者に対しましてアンケート調

査などを行い、その結果に基づき検討してまいり

たいと考えております。 

○村椿敏章委員 希望者が多数いる場合というと

ころが問題なのですね。ただ、言えないでいる利

用者の人たちもいるかもしれませんから、全員に

一度聞いてみてもらってもいいのではないのかな

と思います。その調査をお願いしたいと思うので

すが、いかがですか。 

○東出信幸子育て支援課参事 現在通っている保

護者の方に対するアンケート調査ですが、こちら

に関しても、各館と協議しながら、調査を行う方

向で検討してまいりたいと考えております。 

○村椿敏章委員 よろしくお願いいたします。 

もう一つ、つくしの児童館の話を若干聞いたの

ですが、おもちゃとか本とか、そういうものが古

くて、遊べないというような話を聞きました。や

はり子供が児童館に楽しく通えるという環境が必

要だと思うのです。そういうところを変えていく

計画とか、そういうのはないのでしょうか。 
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○東出信幸子育て支援課参事 特に計画とかはご

ざいませんが、遊具などにつきましては、各施設

の職員が定期的に経年劣化や故障など、確認しな

がら随時修理、購入などをしております。 

○村椿敏章委員 ぜひ、見直しなども、定期的に

やっているということですが、さらに一つ踏み込

んでいっていただけたらと思います。 

また、建物のほうもかなり古くなっている児童

館が多いですから、窓の断熱化とか、そういうこ

とも今後考えていっていただけたらなと思いま

す。 

次の質問に移ります。 

高齢者台帳事業について、この事業はどのよう

な内容か伺います。 

○小西正敏介護福祉課長 高齢者台帳等整備事業

ですが、こちらは、市で行っている災害時要援護

者制度というものがございまして、高齢者の方や

身体・精神的に障がいのある方、要介護認定を受

けている３以上の方とか、病弱で支援が必要な

方、それらの方々が災害など突発的な事態が生じ

たときに支援が必要だということを、事前に登録

いただいて、それを町内会とか民生委員の方々に

台帳として提供して、日頃からの見守りを行って

いただく事業でございます。 

○村椿敏章委員 まさに見守りということで大事

な事業だと思います。 

この間、１月25日、26日の日も大雪で、出られ

ないような高齢者がいたのではないかと私心配し

て、市役所のほうに行ったら、電話連絡とか、こ

れからするよという話を聞いていたので、少し安

心したのですが、この台帳に記載されている人数

というのは何人ほどいらっしゃるのですか。 

○小西正敏介護福祉課長 登録者数ですが、令和

６年２月現在で176名でございます。 

○村椿敏章委員 176名。独り暮らしの高齢者と

いうのは、全体で何人いるのでしたか。要は、そ

のうちの何割ぐらいになるのかなと思ったもので

すから、全体の独り暮らしの高齢者の人数は何人

ですか。 

○小西正敏介護福祉課長 単身高齢者のお話です

が、市全体のお話で申し上げますと、住民基本台

帳上の単身高齢者人口は、令和６年２月末時点で

3,688世帯となっております。 

ただし、住所が同一でも、世帯を分けて単身と

なっていらっしゃる御世帯もございますので、実

態としては多少乖離しているかと思います。 

実態としての国勢調査の数値でいきますと、直

近でいくと、令和２年度の数字になりますが、

2,383世帯となっております。登録していただい

ている176名のうち、単身の方はちょっと今手元

に数字はございませんが、高齢者の単身世帯は多

い状況かと認識しております。 

○村椿敏章委員 わかりました。 

2,383世帯というところの176世帯と。これも申

請が必要だと思うのですが、見守りということで

いった場合、なかなか周知もされていない部分も

あるのかなと思うのですが、周知はどのような形

でしているのでしょうか。 

○小西正敏介護福祉課長 当事業の周知につきま

しては、毎年、台帳は最新のものに更新をしてい

きます。その中で、民生委員に、あなたの地区の

登録はこういった方がおりますよとか、そういっ

た人数、多い少ないとかを状況としてお知らせし

ておりますので、その際に、新規の申込みに関す

る申込書なども添付して、日頃の見守り活動の中

でこういった制度があるのだよということをお知

らせいただいているところでございます。 

その他、町内会にもお知らせしたり、ホーム

ページに掲載したりという形で、周知を図ってお

ります。 

○村椿敏章委員 わかりました。１件１件尋ねて

という部分なのだと思います。ぜひ今後も進めて

いただきたいと思います。 

次に、高齢者除雪サービス、石垣委員も話され

ていたと思うのですが、340世帯のうち、町内会

除雪が80世帯ぐらいだったかと思うのですけれど

も、今回令和５年度、町内会に周知をしていたか

と思うのです。それによって、取り組む町内会は

増えましたか。どうですか。 

○小西正敏介護福祉課長 町内会除雪の周知です

が、今年度におきましては、例年行っているよう

なＰＲに加えまして、まちづくりふれあい懇談会

において、各地区に周知を行いました。希望する

町内会には、集まりの場に出向きまして事業内容

について御説明を行いまして、１町内会が新たに

登録をしていただいたところでございます。 

また、今年度の取組といたしまして、未受託の

町内会に対しまして、現状把握のためのアンケー

トを行いました。その中で、受託に興味があると

いうふうに御回答いただいた７町内会にアプロー
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チを取らせていただきました。その中で、結果的

には受託には至りませんでしたが、お聞きした御

意見としては、町内会の体制や助け合いの実態は

あるものの、前にも申し上げました、義務的に

なってしまうというところを懸念するという心理

的負担というところなどの理由から、今の段階で

は整いませんでしたが、今後につきましても、引

き続き検討していただけるように、現状の取組状

況の受託を行っている町内会の情報などや手続や

事務の流れ、サポートを含め情報を入れさせてい

ただきまして、無理のない範囲から受託していた

だけるように協議を続けていきたいと思っており

ます。 

○村椿敏章委員 今までにない取組をしていただ

いているかと思います。本当に高齢者の除雪、大

変だというのがアンケートでも出されていますの

で、ぜひ、できるところから進めていただきたい

と思います。 

事業者というか、町内会の中で全部完了しなく

ても、他の事業者に個人で依頼するとかなり高い

という声もアンケートに出てきているのです。そ

の一部の補助にでもなればいいのかなと思うので

すが、そういった場合でも、この助成は使えると

いうふうに考えてよろしいのでしょうか。 

○小西正敏介護福祉課長 町内会受託に関しまし

ては、町内会活動に対する保険加入の要件以外、

特に条件や制限を設けていない状況です。 

基本的には、その町内会にお住まいの方が助け

合いの中でやっていただくというのが原則かと

思っておりますが、例えば、知り合いにちょっと

したショベルを持っている方がいるとかといった

ケースも当然あるかと思います。このような場合

につきましても、町内会受託を適用することは、

その町内会のやり方として柔軟に認めております

ので、そういったことも含めて御相談をいただけ

ればと思っております。 

○村椿敏章委員 わかりました。 

次に、介護人材確保事業。 

今年26万2,000円から106万2,000円に増えてお

ります。この内容について伺います。また、この

間、介護人材の人数の推移などがわかれば、伺い

ます。 

○小西正敏介護福祉課長 事業費の内容につきま

しては、先ほど申し上げましたが、周知啓発に関

する部分、中高生向けの学校現場に向けてのＰＲ

のほか、従来の研修助成に加え、奨学金の補助を

拡充したという内容により事業費が106万2,000円

となっているところでございます。 

また、介護人材の人数の部分ですが、推移とい

う情報では持ち合わせておりませんが、第９期の

介護保険事業計画策定時のアンケートにおきまし

て、令和５年１月現在の職員数は正規・非正規合

わせて769名となっており、法人として不足して

いると回答したのは、先ほど申し上げました

73.7％という御回答を頂いております。 

また、令和４年１月から12月の採用者、離職者

につきまして、採用者84人に対しての離職者が91

人で、マイナス７人という状況ということで、離

職者の状況としては、１年未満の離職者が27名い

らっしゃるということで、定着にも課題があるか

という結果がわかるかと思います。 

○村椿敏章委員 先ほど答えていただいたのです

ね。失礼しました。 

ただ、介護職員の賃金、これが他の職から見る

と６万円も７万円も低いと、月当たりですね。そ

うした中で、厚労大臣が月6,000円増やすという

話をされたときに、現場からは一桁足りないとい

う声も上がっています。やはり介護報酬をアップ

することが大事なのではないかなと思います。 

ただ、それをすると利用者の負担が増えてしま

うというのが今の介護保険の中身ですから、そう

ならないように、やはり国の公費負担を増やすべ

きだと思いますが、見解があれば伺いたいと思い

ます。 

○小西正敏介護福祉課長 介護保険制度でござい

ますので、保険制度でございます。当然のことな

がら、給付費が上がると保険料が上がっていく

と。そういったところでいくと、当然のごとく御

負担というところが出てまいります。 

市といたしましては、制度的なところは市長会

を通じて要望をいたしますが、介護予防の取組を

進めていきまして、そういったところも保険料が

財源となっておりますので、そういったところで

重度化しない取組を続けて、みんなが健康に過ご

せるまちを目指していきたいと考えております。 

○村椿敏章委員 そうですね、なかなか国の制度

を変えるというのは難しいでしょうけれども、や

はり地域から声を上げていくことが大事なのでは

ないかなと思います。 

次の質問に移ります。 
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障がい者就労支援事業、６万4,000円が23万

6,000円に増えています。障がい者の就労拡大に

向けて、企業の理解を促す講習会を開くというと

ころですが、その講習の内容などはどのような内

容なのか伺います。 

○清杉利明社会福祉課長 講習会の内容ですが、

企業の皆さんに参加者数が少ないというような状

況が続いておりましたので、まず今年度につきま

しては、企業の皆さんに障がい者の特性とかを理

解をしていただくために、支援方法などを記載し

た冊子を配布することとしまして、その冊子を読

んでいただいて理解を深めていただいた上で、次

年度以降に開催する講習会への参加率を高めたい

というふうにまずは考えております。 

そのほか、関係機関と連携しました相談会と

か、本年３月上旬に開催されました精神発達障が

い者しごとサポーター養成講座を本年度開催して

おりますが、そこら辺でも、企業の皆さんに理解

を深めていただいた上で、来年度以降の講習会に

多くの方に参加していただきたいというふうに考

えております。 

来年度の講習会の内容につきましては、まだ決

まっておりませんが、引き続き障がい者の方の特

性への理解とか、雇用いただく上での支援の方策

などにつきまして、関係機関の協力も仰ぎながら

開催をしていきたいというふうに考えておりま

す。 

○村椿敏章委員 広くそういう資料を送って考え

てもらうというふうに受け取ります。非常にいい

のではないのかなと思います。 

配布することによって、この金額が上がってい

るというところなのでしょうが、対象となる企業

は何人以上の企業とか、そういう要件とかで何社

を想定しているのか、あれば伺いたいと思いま

す。 

○清杉利明社会福祉課長 講習会への参加数につ

きましては、特に上限を設けているわけではござ

いませんので、希望する企業があれば、それに対

応した規模で開催をしたいというふうに思いま

す。 

また、令和６年度の予算が増加している部分に

つきましては、講習会の開催費用のほか、新たな

取組も始めたいというふうに考えておりまして、

今年度、障がい者福祉計画を策定しております

が、そのときのアンケート調査の結果から、障が

いをお持ちの方が希望する職種で働くために必要

な資格はというような問いを設けておりました

が、その多くの中で、パソコン関連の技能検定を

受けたいとか、それに限らず、様々な職種の資格

を取りたいというような回答がございましたの

で、その受講料、検定料につきまして費用の一部

を助成する制度を創設したいというふうに考えて

おりまして、受講料、検定料に要した費用の２分

の１、上限額としては１万円で、５名分の予算を

計上しております。 

さらに、来年度につきましては、３年ごとに開

催しておりますが、就労実態基礎調査を実施する

予定でおりまして、例年100社程度の企業に行っ

ておりますが、それを倍の200社程度に増やしま

して、障がいのある方が望む職種とか、また職員

数が多い企業とか、そういうところを重点的に

絞って調査を実施してまいりたいということで、

その経費も計上しているところでございます。 

○村椿敏章委員 なかなか一般企業に就労できて

いる人数が少ないという状況ですから、もっと

もっと進めるべきだと思っておりましたが、来年

度は、その辺かなり拡充してきているのだなとい

うふうに受け取ります。 

私質問は以上で終わります。 

○井戸達也委員長 ここで、暫時休憩といたしま

す。再開は、午後2時10分といたします。 

  午後１時57分 休憩 

───────────────────────── 

午後２時10分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開いた

します。 

質疑を続行いたします。 

質疑者、挙手を願います。 

永本委員。 

○永本浩子委員 それでは、質問させていただき

ます。 

予算説明書の63ページ、先ほども質問があった

ところですが、高齢者緊急通報システム設置事業

についてお伺いいたします。 

令和４年12月の質問で、最近は高齢者であって

も携帯しか持たない方も増えているということ

で、携帯型機器の導入を提案させていただいたと

ころですが、今回導入になるということで、大変

嬉しく思っております。 

携帯型ですけれども、自宅で持ち運びが可能に
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なると、入浴時も脱衣所などに置いておけば、何

かあってもすぐに通報できるので、非常に利便性

が増すと思うところですが、固定型のときにもペ

ンダントという形で通報できるものが配られてい

たかと思いますけれども、ペンダントと今回の携

帯型との違いというのは、どういったところにな

るのでしょうか。 

○小西正敏介護福祉課長 高齢者と緊急通報シス

テムの携帯対応のお話ですが、まず、携帯端末と

固定端末の違いについて御説明申し上げますと、

固定端末は電話回線につながっていて、スピー

カーを通じて消防とのやり取りが可能になるとい

うものでございます。 

携帯機につきましては、同じように端末なので

すが、その中にＳＩＭカードが入っていまして、

それを通じて消防と通信をやり取りすると。端末

の緊急ボタンを押しますと、消防から、スピー

カー等は電話ではないので折り返しはできません

ので、あらかじめ登録しておいた、その方の携帯

電話に折り返しの着電があるという中身になりま

す。当然のごとく、緊急時には、携帯電話をその

方は取ることができないと思われますので、そう

いった場合には、出動して確認を行ってくれると

いう中身になります。 

委員御指摘のとおり、端末なので持ち運び、携

帯型とペンダントというものですが、あくまで端

末なので基本的にはその端末を持ち運ぶイメージ

ではありません。ただし、固定型と同じようにペ

ンダントが使用できる予定と伺いましたので、こ

ちらのペンダントを固定端末と同様に、例えばト

イレとかに置いたり、浴室に入られるときにある

程度の防滴仕様があるとお聞きしていますので、

そういった緊急時のときに入浴時等に手元に置い

て、万が一のときは同じように利用が可能と思わ

れております。 

○永本浩子委員 今の御説明ですと、例えばペン

ダントは入浴中も置いてあったとしても、押すこ

とはできても、固定電話のところまでいけないと

通話ができないけれども、例えば携帯型だと、自

分の携帯電話もそこに同じところに置いておけ

ば、そこで通話もできるという理解でよろしかっ

たでしょうか。 

○小西正敏介護福祉課長 委員御指摘のとおり、

携帯電話に着電がありますので、その方が取れる

取れないは別として、近くに置いておくことは可

能かと思います。 

○永本浩子委員 そういった意味では、少し利便

性も増すかと思います。 

また、様々な自治体が携帯型を導入するように

なってはいるのですが、自治体によって採用して

いるタイプがいろいろあるようで、自宅以外は使

えないタイプと、外出時も使えるタイプがあった

り、中にはオプションをつけると、家族との通話

やお帰り通知とか、バスに乗った場合の速度検知

機能などが使えるタイプもあるようですが、当市

が今回導入するのはどのようなタイプになるの

か、お伺いいたします。 

○小西正敏介護福祉課長 今回導入させていただ

く携帯端末につきましては、従来型のペンダント

と同様に、当然ある程度の通信は効きますが、見

通し100メートルぐらいの自宅の敷地程度の範囲

であればペンダントは届くのではないかと言われ

ているスペックのものになります。 

委員御指摘のとおり、いろいろなタイプの見守

りの通報システムがございますが、一般的に外出

時に使えるタイプというのは、簡易的な携帯電話

の形を使用していることが多いものでありまし

て、こういった外出時に使えるタイプにつきまし

ては、場所を選ばないというメリットがある一方

で、通報したときにＧＰＳの場所が不安定で、な

かなかそこにたどり着けないというデメリットを

お聞きしております。適正な搬送につながりにく

いということもお聞きしておりますので、当市で

は採用せず、あくまで自宅の敷地内ということで

の見守りというふうに捉えております。 

○永本浩子委員 外出時のそういったデメリット

もあるというお話も聞きまして、今回の導入で少

しでもいい形になればと思います。 

また、これから高齢者でも携帯しか持たない方

が増えてくるかと思いますが、新年度、令和６年

度は、携帯型の申請はどれくらいあると見込んで

いらっしゃるのでしょうか。 

○小西正敏介護福祉課長 令和６年度につきまし

ては、10件程度を想定しております。 

○永本浩子委員 10件程度ということで、今まで

固定電話で、固定タイプで緊急システムを入れて

いた方も、例えば携帯型に変更することはできる

のでしょうか。 

○小西正敏介護福祉課長 当然のごとく、固定か

ら機器を変えれば、携帯端末に利用は可能かと思
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います。ただ、その場合、ボイスでやり取りする

という、端末でという機能がなくなり、先ほどの

持ち運べるというメリットは逆にあるかもしれま

せんが、そこの状況を含めて、基本的には固定電

話がある方は固定電話でお使いいただいたほうが

よろしいのかなとは、個人的に思っております。 

時期的には、８月ぐらいにセンター装置の更新

を予定していて、その時期に合わせまして、既存

の方々、そしてこういった制度で携帯の方も使え

るようになりましたという周知を行いたいと思い

ます。 

そういうことで、ニーズを今後も図っていきた

いと思っております。 

○永本浩子委員 ８月に予定ということで、私も

つい携帯となるといろいろなところに持っていけ

るのかなと、今想像もしてしまったわけなのです

が、その使い方とか範囲とか、メリット、デメ

リットというものをわかりやすく周知していただ

いて、一人でも多くの人が緊急通報システムを使

えるようにしていただければと思います。 

また、今後さらに携帯電話のみの高齢者が増え

てくるかと思いますが、今後は、少し長期で見る

とどのように見込んでいらっしゃるのでしょう

か。 

○小西正敏介護福祉課長 今後についてですが、

固定電話がなく、携帯電話のみをお使いいただい

ている高齢者の方というのは、徐々に増えている

という印象がございます。当然のごとく、今は固

定電話回線のほうが高齢者の方は多い状況ではあ

りますが、今後、携帯型に移行していくことも十

分考えられますので、令和６年のまず申請状況等

利用状況を見ていって、携帯端末のニーズ、状況

を把握していきたいと考えております。 

○永本浩子委員 明年は2025年で、団塊の世代の

皆さんが全員75歳以上になるということで、そう

いった意味では、一気に後期高齢者も増えてくる

かと思いますので、その辺のところもしっかり見

ながらお願いしたいと思います。 

次に、高齢者等見守り支援事業についてお伺い

いたします。 

昨年からスタートしたＩｏＴを活用した通信機

能を持つ電球を活用した見守り事業ですが、これ

までの利用者数はどのようになっているのでしょ

うか。 

○小西正敏介護福祉課長 高齢者等見守り支援事

業ですが、令和５年５月から随時受付を開始いた

しまして、現在のところ、利用御世帯につきまし

ては、一度利用していただいた方は84世帯で、

ちょっと事情があり、おやめになられた方が４世

帯おりまして、２月末現在でいきますと80世帯の

方が御登録いただいているところでございます。 

○永本浩子委員 80世帯ということで、まあまあ

の数なのかなと思いますが、私もこの事業、いろ

いろなところで少しお話はしているのですけれど

も、設置したいが、電球をつける場所がないかも

しれないという、親の家のことを考えておっしゃ

る方もいたのですが、今までにそういったことは

なかったでしょうか。 

○小西正敏介護福祉課長 これまで御申請があっ

た方につきましては、つける場所がなくて、手続

自体ができなかった方はおられませんでした。 

手続自体、設置はヤマト運輸が直接行ってお願

いさせていただいているところなのですが、手続

の御相談時に、電球の見本は当係にも備えてあり

ます。それを見てもらいながら、住宅のつくりや

生活の様子を伺いまして、基本的にはトイレにつ

けることが多いのですが、一般的な口金サイズな

のですが、そこに合わないような、はめる場所が

というところであれば、そういった変換器具もご

ざいますので、こういったものを使えますよとい

うこと、その部分だけは御負担いただきますが、

そういった御説明など、別な場所でもつけること

ができるよとか、そういったことを御助言させて

いただいたり、臨機応変に対応させていただいて

いるところでございます。 

○永本浩子委員 了解いたしました。 

また、自分もこういったＩｏＴを活用した見守

りを提案させていただいたこともあり、チラシを

持っていろいろな人に話をしたりしているのです

けれども、話を聞いてくれた方は、すごくいい取

組だから、もっと広く周知したほうがいいのにと

言われるのですが、どのような形で周知してきた

のか、お伺いいたします。 

○小西正敏介護福祉課長 周知についてですが、

事業開始時からケアマネージャー、民生委員と見

守り関係者への皆様へ御説明させていただいて周

知を図ってまいりました。 

また、まちづくりふれあい懇談会で全ての会場

にて周知を図り、ＰＲを行ってまいりました。あ

とＳＮＳでの発信とか、各種機会、生活支援体制
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整備事業における協議の場でのＰＲなど、様々な

機会、媒体での周知を行ってまいりました。 

当事業のなかなか難しいところとしては、見守

られる方自体は、生活に何か大きな変化があるわ

けではございませんので、正直本人はあまり気に

なさられない。ただし、遠方にお住まいの方、親

族等の方に関しましては、興味がある事業だと

思っています。 

ただし、情報をいかに遠くにいる人にこの事業

を知ってもらえるかというところがなかなか難し

いところでございまして、そのため、年度末に、

今回緊急通報システムとの併用のお話がございま

したが、利用されている方にお手紙をお送りしま

した。そうしたところ、年末年始に帰省された御

親族の方が恐らく手紙を見られたのだと思うので

すよね。その方からお申込みがあったのが20件程

度ございまして、タイミングを図ったそういう周

知が効果的であったと認識しているところでござ

います。 

○永本浩子委員 それはすごくいい取組だと思い

ます。 

私も、どちらかというと、高齢者もそうです

が、見守る側の年代の人と接することも多くて、

「これすごくいいね、同じ市内には住んでいるけ

れども、家が別だと自分の親がどういう状況に

なっているのか心配なときもあるから、ぜひこれ

をうちの親に教えたい」とおっしゃってくださる

方も多かったので、ぜひそういった形で、見守る

側の世代の人にも手が届くような周知の仕方を、

またお願いしたいと思います。 

令和６年度、新年度の見込み数としてはどれぐ

らいを見込んでいらっしゃるのでしょうか。 

○小西正敏介護福祉課長 令和６年度の見込み数

ですが、まずは、事業開始時に設定いたしました

160世帯、ここを目標に進めたいと考えておりま

す。 

○永本浩子委員 今後、さらに、また対象者は増

えてくると思われますが、今後の取組と、ヤマト

との連携の中で、何か課題等が見えてきていたら

教えていただければと思います。 

○小西正敏介護福祉課長 まず、この事業の対象

者となられる方、見守りが必要な方はどんどん増

えてくる現状にあるかと思います。こうした方の

利用につなげるには、支援者、日頃見ていただい

ている近くの方からの声かけが重要だと考えてお

りまして、当然、御本人への周知に加えまして、

民生委員の方とかケアマネージャーの方、あとは

地域包括支援センター、そういった関係機関の

方々にこの事業を、理解はしていただいているけ

れども、より理解していただいて、訪問時にこう

いったのがあるよという周知を図っていただくよ

うなこととか、当然、対象者の方が不安に思って

いることとか、先ほどのうまくはまるのだろうか

みたいなところも含めて、声かけやサポート、助

言をしていきたいと考えています。 

先ほど申し上げたように、見守る側への周知が

かなり大事だとわかりましたので、お盆の時期と

か、正月の時期、そういったものにタイミングを

見て利用が見込めるような方々へ御案内を申し上

げることで、この事業をより推進していきたいと

考えています。 

○永本浩子委員 ぜひお願いいたします。 

また、見守る側が親族ではなくても、友人でも

大丈夫だと伝えると、それでもいいんだとちょっ

と安心される方もいらっしゃいますので、そう

いったところもぜひまた漏れのないようにお願い

したいと思います。 

続きまして、高齢者等除雪サービス事業につい

てお伺いいたします。 

様々、皆さんが聞かれていましたので、私のほ

うからは、以前質問したときに、各町内会に出向

いていって、直接話をしながら交渉もしていきた

いということでしたけれども、そういったところ

もやっていただいているのか、その辺のところを

ちょっとお聞きしたいと思います。 

○小西正敏介護福祉課長 町内会除雪についてで

すが、今年度、まちづくりふれあい懇談会など

で、広くそういった制度がございますよと周知と

御協力のお願いをさせていただいたところ。あと

は、随時、我々のほうも単位町内会の皆様方に周

知、お願い文書などをお送りさせていただいて、

興味があって、ちょっと聞いてみたいのだといっ

たところには、お伺いして、実際にこういった制

度なのですよという説明を随時させていただいて

いたところ、今回は１町内会が新しく受けていた

だいたと。 

また、先ほど申し上げたアンケートを初めて

やってみましたので、そういったところで興味を

示していただいたところ７町内会に、受託に至ら

なかったですが、つながっていたということです
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ね。今後、契約してもらえるかもしれないという

ことで、やっているところの状況など随時情報を

提供して、少しでも増やしていくように努力をし

ていきたいと考えています。 

○永本浩子委員 動いた分、ちょっと反応もあ

り、実際には一つの町内会がプラスになったとい

うのは、すばらしいことだと思います。 

あと、この高齢者の除雪サービス事業を利用す

る側の世帯の推移と、今後の増え方というか、見

通しはどのように捉えていらっしゃいますか。 

○小西正敏介護福祉課長 利用対象の方々です

が、今現在、登録されていらっしゃる方々は、

トータルで344世帯ということで、昨年度から比

べますと５世帯減っていらっしゃる。これは恐ら

く、去年があまり大雪ではなかったというとこ

ろ、令和３年度は、令和２年度ですかね、大雪

だったときは、物すごい次の年に登録者が増えた

という状況もありまして、その状況は続いていた

のですが、少し落ち着いている状況かと思いま

す。 

ただ、当然、高齢者人口が増えていくというと

ころで、やはりこの事業はお問合せも多いです

し、ニーズも多いと認識しておりますので、担い

手の確保に努めていきたいと考えています。 

○永本浩子委員 本当に大事な事業だと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

続きまして、71ページの郊外地区飲料水確保事

業について、先ほども深津委員のほうからも質問

があったところですが、現在、浄水器の設置に対

しては、どのような補助が行われているのでしょ

うか。 

○阿部昌和健康推進課参事 設置に対する補助に

ついてでありますが、網走市飲料水対策事業助成

金の交付対象としては、塩素滅菌機、家庭用浄水

機、その他浄水機等の購入及び設置並びに浄水機

器等の更新と定めているところであります。 

助成費用につきましては、対象機器の購入及び

設置に要する費用のうち、２分の１以内を限度と

し、助成額は総額75万円を上限としております。 

○永本浩子委員 上限額75万円、２分の１という

ことで、浄水機そのものは平均どれぐらいの金額

で購入できるものなのでしょうか。 

○阿部昌和健康推進課参事 浄水機等の細かな資

料を今持ち合わせておりませんが、例として言わ

せていただくと、令和５年度の設置者で、助成金

額が13万9,000円、15万円前後になりますので、

その場合で考えると30万円程度の費用がかかって

いるものと考えられます。 

○永本浩子委員 上限、そうすると75万円という

と、かなりいいものまでできることになるのかな

とは思います。 

そしてまた、フィルターに対しては消耗品なの

で、助成対象にはなっていないという、先ほどの

答弁だったのですが、ちょっと私も郊外地区にお

住まいの方から、子供がいるときは、やっぱり子

供にはちゃんとしたお水を飲ませたいということ

で、まめにフィルターを交換もしたりとかしてい

たけれども、やはり子供が巣立ってしまうと、自

分たちだけだとフィルター交換も高いし、しなく

なってしまうというような話も聞いておりまし

て、助成対象にしていただければ、そういったと

ころも人生100年時代で、子育ての後の人生も長

くなっておりますので、ぜひ調査研究していただ

いて、検討していただければと思います。 

続きまして、特定保健指導事業についてお伺い

いたします。 

先ほども答弁いただいたところでしたけれど

も、先ほどの答弁ですと、持ち運びも可能なの

で、保健相談等にも活用したいし、また、新庁舎

にも置いて活用もしたいということで、そういう

ふうになると大変市民の皆さんにも喜ばれるかな

と思ったところなのですが、今回約72万円で更新

になった体組成計というのは、１台が72万円なの

でしょうか。 

○今野多賀子健康推進課参事 １台がその値段と

なっております。 

○永本浩子委員 もし、新庁舎にも置き、そうい

う訪問のときとか保健センターにもというふうに

なると、１台ではちょっと足りないかと思うので

すが、現在、何台更新したものも含めて、何台あ

ることになるのですか。 

○今野多賀子健康推進課参事 更新は今後になり

ますが、現在使用しているものが１台あります。

今後購入予定のものよりは情報が若干少なめで、

型もやや古いものとなりますが、まだ使えるうち

は使いたいと考えておりますので、活用してまい

ります。 

○永本浩子委員 ということは、合計２台になる

ので、新庁舎に置くことも十分可能になろうかと

思います。 
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そして、１台72万円で、うちにもちょっとした

のはありますが、全然金額が違いますが、どんな

内容が測れるようになるのでしょうか。 

○今野多賀子健康推進課参事 大体の体組成計に

入れる情報は似たような感じかなと思うのです

が、身長や年齢や性別などを入力していただきま

して、体重計のようなところに乗りまして、この

タイプは足だけではなくて、手で握るところもあ

りますので、そちらをつかんで測定することにな

ります。 

わかることは、体脂肪率はもちろん、筋肉量や

筋肉のバランス、あと内臓脂肪レベル、推定骨量

などとなっております。 

ちなみになのですが、脂肪の量と筋肉量から、

例えばですが、痩せ型であるとか、小太り型であ

るとか、あと隠れ肥満型などの体型判定などの機

能もついているそうです。 

○永本浩子委員 さすが72万円というすばらしい

内容のものになろうかと思いますので、ぜひ新庁

舎での活用も現実のものとして検討していただけ

れば、市民の皆さんにも喜んでいただけるかと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

次に、同じく71ページの女性の健康講演会開催

事業についてお伺いいたします。 

一般質問でも代表質問でも聞かせていただきま

したが、新規事業ということで、令和６年度に

やっていただけるということで、開催時期や講師

等がもし決まっていれば、教えていただければと

思います。 

○今野多賀子健康推進課参事 具体的な予定につ

いてですが、医師などに講師を依頼し、５月頃を

めどに、女性特有のホルモンや月経、また疾患、

更年期障害などについてと、あとＨＰＶワクチ

ン、子宮頸がんワクチンにつきましての二部制で

講演会を開催したいと考えております。 

○永本浩子委員 かなり具体的に内容が、５月と

いうことはもう本当にすぐなので、決まってきて

いるのだなと確認させていただきました。 

また、昨年12月の質問で、子宮頸がんワクチン

の接種対象者や保護者などを含めた、女性向けに

開催したいという答弁がありましたけれども、今

お聞きすると、更年期とかそういったところも広

く取り扱うようですので、改めて対象はどのよう

に考えていらっしゃるのでしょうか。 

○今野多賀子健康推進課参事 講演会の参加対象

についてですが、以前申し上げましたワクチンの

対象者、保護者含めて、年代問わず広く女性市民

の方に御参加いただきたいと考えておりますが、

希望がございましたら、男性の参加も可能となっ

ております。 

○永本浩子委員 その辺の周知の仕方が大切に

なってくると思いますけれども、どのように考え

ていらっしゃいますか。 

○今野多賀子健康推進課参事 周知方法について

ですが、春頃に送付予定であります子宮頸がんワ

クチンの定期接種やキャッチアップ接種の案内に

同封し、情報を提供する予定でございます。 

また、広く一般市民の方へということで、報道

機関への発信、ホームページ、ＳＮＳ等も活用

し、周知を図ってまいりたいと思います。 

○永本浩子委員 ぜひ大成功するように、その辺

お願いしたいと思います。 

また、質問のときには、自宅でも視聴できるよ

うにしてはということや、開催後も市のホーム

ページや子宮頸がんワクチンの個別通知にＱＲ

コード等を使って視聴できるようにしていただき

たいということを言わせていただきました。 

講演される方の許可も必要ということでした

が、その辺のところはどうなっているのか、改め

てお聞きしたいと思います。 

○今野多賀子健康推進課参事 オンラインやアー

カイブ配信等につきましては、やはりたくさんの

方に聞いていただくことが効果があるかなと考え

ておりますので、講師側と調整してまいりたいと

考えております。 

○永本浩子委員 ぜひその辺のところをお願いし

たいと思います。 

続きまして、73ページの健康診査事業について

お伺いいたします。 

昨年723万3,000円から520万3,000円と200万円

の減額になっておりますが、その理由についてお

伺いいたします。 

○今野多賀子健康推進課参事 減額の理由につい

てですが、健康管理システムの端末リースが終了

したことと、令和７年度から始まります健康管理

システム標準化に向けたフィット・アンド・

ギャップ作業が終了したことによる減額となって

おります。 

○永本浩子委員 了解いたしました。 

健康診査事業なのですが、健康推進課とともに
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戸籍保険課でも、国保の特定健診のナッジ理論を

活用した受診勧奨を行っているわけなのですけれ

ども、ここを連携して取り組めないのかと思って

おります。 

昨年、視察した淡路市では、特定健診もがん検

診も、また保険の国保も社保も全部合わせて、Ａ

Ｉとナッジ理論を活用してある程度成果を出して

いたところですので、網走もこういった形で連携

して取り組めるといいのではないかと思います

が、その辺のところはいかがでしょうか。 

○今野多賀子健康推進課参事 ナッジ理論を使用

しての特定健診の個別受診勧奨につきましては、

戸籍保険課と連携して取り組んでおります。 

その他受診勧奨といたしまして、戸籍保険課で

は主に特定健診、後期高齢者健診について送付や

配付を行っていまして、健康推進課のほうでは主

にがん検診、いわゆるミニドック検診なのですけ

れども、そちらのほうについて周知しています。 

戸籍保険課の配付物の中にがん検診も入れてい

ただく、健康推進課の配付物の中に特定健診、後

期高齢者健診なども入れていくことで、互いに連

携して取り組んでいるところであります。 

今後も、引き続き連携して受診勧奨を行いまし

て、どちらの健診も受診者数の増加を目指してま

いります。 

○永本浩子委員 わかりました。もう既に連携し

て取り組んでくださっているということで、少し

でもまた成果が出るようにお願いしたいと思いま

す。 

続きまして、あばしり健康マイレージ事業につ

いてお伺いいたします。 

95万3,000円から101万1,000円に、若干ですが

増額した理由をお伺いいたします。 

○小沼麻紀戸籍保険課参事 予算額の増額理由と

しましては、報償費の増額であり、令和６年度は

交換ポイントを、これまで20ポイントに達成しな

いと野菜クーポン券3,000円分と交換できません

でしたが、10ポイントで1,000円分、15ポイント

で1,500円分に交換できることに変更し、それに

伴い達成者の増が見込まれるため、増額となって

おります。 

内訳としましては、使用見込みとなりますが、

野菜直売所では、20ポイント達成者使用分を220

名分、新規の1,500円の達成者分を20名分、1,000

円の達成者使用分を80名分、体育館及び市民健康

プールの使用分を各５名分とし、計330名分の使

用を見込んでおります。 

○永本浩子委員 今度いよいよ10ポイント、20ポ

イントということもやっていただけるということ

で、大変嬉しく思います。 

それで、今までの達成者の推移、毎回聞いてお

りますが、推移を保険別、男女別、年代別で教え

ていただければと思います。 

○小沼麻紀戸籍保険課参事 達成者数の内訳です

が、令和４年度の実績については、達成者は248

名となっており、男女別では男性87名、女性161

名、年代別では30代が３名、40代９名、50代20

名、60代44名、70代以上が172名となっておりま

す。保険別では国保が116名、後期高齢者医療が

100名、その他の社会保険が32名となっておりま

す。 

また、令和５年度の実績は、途中ですが、令和

６年２月末の時点としましては、達成者は231

名、男性77名、女性154名、年齢別では30歳代が

７名、40歳代が10名、50歳代が18名、60歳代が30

名、70歳以上が166名となっており、保険別では

国保が95名、後期高齢者医療が104名、その他の

社会保険が32名となっております。 

○永本浩子委員 なかなか高齢者のほうが、関心

が高く、30代ファスト健診等もやっております

が、若い年代がもうちょっと伸びてもらえればと

いうところかと思いますけれども、毎年毎年いろ

いろな工夫をしていただいておりますが、令和５

年にやっていただいた工夫点としてはどういった

ところがあるのでしょうか。 

○小沼麻紀戸籍保険課参事 令和５年度の新規と

しましては、帯状疱疹ワクチン接種、歯科図画ポ

スター展、観光課で実施したテクテク網走めぐり

で健康マイレージ編として、てんとらんど内の

チェックポイントを回った回数によってポイント

を付与いたしました。また、引換え商品のうち、

健康増進に寄与する観点から、体育館と市民健康

プールの利用券枚数を見直し、体育館利用券を２

回分増やして18回分、市民健康プールを１回増や

して６回分としております。 

また、これまで保健センターのミニドック検診

を受診し、その場で20ポイントに達成した場合で

も、商品との交換は後日市役所で行っておりまし

たが、その場でクーポン券と交換できるように変

更したところ、達成者からは便利になったという



 

- 100 - 

声も頂いております。 

○永本浩子委員 年々進化しているなということ

で、少しずつまた浸透もしてきているのではない

かと思います。 

今までの野菜券に加えて、昨年からですかね、

総合体育館の利用券と市民プール券が増えたわけ

ですが、その辺の二つ増えたところの利用人数と

割合、反響等はどういうふうになっているでしょ

うか。 

○小沼麻紀戸籍保険課参事 ポイントに達成した

場合、交換商品は野菜クーポン券のみでしたが、

令和４年６月から、総合体育館と市民健康プール

での利用券も交換可能といたしました。 

内訳としましては、令和４年度達成者数248件

のうち、野菜クーポンが244件、全体の98％、総

合体育館利用券が２件、全体の１％、市民健康

プールが２件、全体の１％となっており、今年

度、令和６年２月時点では、達成者数231件のう

ち、野菜クーポンが220件で95％、総合体育館利

用券が９件で４％、市民健康プールが２件で１％

となっております。 

また、総合体育館利用券及びプールの利用券

は、40歳代から50歳代の方の交換が多くなってお

ります。 

○永本浩子委員 数字的にもまだまだというとこ

ろかなとは思いますが、総合体育館のほうが増え

てきているということで、やはり周知が大事に

なってくるかと思いますが、今後の周知に関して

は、どのような工夫を考えていらっしゃるので

しょうか。 

○小沼麻紀戸籍保険課参事 これまでも周知とし

ましては、市内のコミセンやスーパー、医療機関

にポスターを貼ったり、社会保険加入者向けに、

網走商工会議所会報に周知記事を掲載していただ

いております。 

また、らくらく健康トレーニングなど、対象事

業への参加者には、ポイントの引換券のついたチ

ラシを配布し、事業の周知を行っております。 

引き続き、それらの周知を行いつつ、今後はＬ

ＩＮＥなどのＳＮＳの活用も考えていきたいと考

えております。 

○永本浩子委員 それぞれ、また新しい取組で、

今回の場合は、ポイントが10ポイント、20ポイン

トということもできますので、いい機会だと思い

ますので、ぜひ周知のほうに力を入れて、参加者

を増やしていただければと思います。 

続きまして、５歳児健康相談についてお伺いい

たします。 

57万3,000円から18万4,000円とかなり減額にな

りましたけれども、その理由をお伺いいたしま

す。 

○今野多賀子健康推進課参事 ５歳児健康相談事

業の開始当初より、美幌療育病院からの作業療法

士による支援を受けておりましたが、ふわりなど

も含め、市の職員での相談体制が整ったことか

ら、相談当日の派遣は令和５年度で終了となりま

して、令和６年度からはケース検討や講演のみの

派遣となります。このことによる作業療法士の派

遣回数の減少により、昨年度と比べて委託料が減

額となっております。 

○永本浩子委員 了解いたしました。 

そして、これまでの相談件数と、その中で発達

障がいが疑われると思われた件数はどのように

なっているでしょうか。 

○今野多賀子健康推進課参事 相談件数は、令和

３年度が21人、令和４年度が28人、令和５年度が

35人となっており、徐々に増加しております。 

要指導、要観察とされたお子さんは、令和３年

度が13人、令和４年度が15人、令和５年度が13人

となっております。こちらの数につきましては、

今年度は３月の実施分につきましては、結果がま

だ出ていないため、結果のカウントには含んでお

りません。 

また、対応についてですが、要指導、要観察と

なった場合は、お子さんの状況に合わせて、場面

指導や発達相談センターふわりの相談実施を行っ

たり、通所の紹介を行っております。 

また、小学校や教育委員会とも連携しまして、

そのお子さんが就学をスムーズに迎えられるよ

う、保護者了解の下、情報を共有し、就学時にお

ける指導体制や学校での個別の支援計画作成に活

用されております。 

相談を受けた保護者からは、お子さんが苦手と

している部分などがわかり、対応のヒントが得ら

れた、どこに相談したらよいかわかったなどの声

をいただいております。 

○永本浩子委員 きちんと、その辺のところの効

果も出ていることを確認させていただきました。

また、新しい事業も今後入ってくるので、こうい

う発達障がいのお子さんをお持ちの保護者の方
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も、いろいろな意味で助かる取組ではないかなと

思います。 

それでは、次に、75ページの蜂の巣駆除事業に

ついて。 

先ほど質問もありましたけれども、市内では１

社だけでした。蜂に刺されますと、特に２回目に

刺されたときには、アナフィラキシーショックを

起こしやすいとなっております。市内で蜂に刺さ

れたことによるアナフィラキシーショックという

のは、これまでにあったのでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 スズメバチに刺されたこ

とによるアナフィラキシーショックについてです

が、市内の市民の方の状況というのは、私どもも

ちょっと把握していないのですが、蜂の巣駆除に

関わる委託業者に確認したところ、作業員につい

てはきちんと防護服を着て作業するため、そう

いった刺されてけがをしたとか、アナフィラキ

シーショックもないという報告を受けておりま

す。 

○永本浩子委員 防護服をきちんと着ているとい

うことで安心いたしました。 

また、今までにはそういうことはないというこ

とですが、アナフィラキシーショックを一時的に

和らげるためのエピペン注射液というのがあるの

ですが、結構、駆除ではなくても山に入られる仕

事の方等は、処方してもらって、毎回持っていく

ということをされております。使用期限も非常に

短いものなので、毎年替える必要があるわけです

が、そういったところの周知も必要なのではない

かなと思いますけれども、この辺はいかがでしょ

うか。 

○近藤賢生活環境課長 こちらも委託業者のほう

に確認したところ、作業に当たる方については、

アレルギーの検査をしておられまして、それでス

ズメバチに反応をしないような方に従事をお願い

しているというお話は伺っておりました。 

なお、こういったエピペン注射薬というのがあ

るということで、そういったものの携帯について

は委託事業者と協議をしたいと思いますし、そう

いったものは使用期限が短いことがあることも伝

えながら、委託事業者とは協議をしたいと考えて

おります。 

○永本浩子委員 ぜひ、件数も非常に多いようで

すので、万が一のことも考えて、ぜひそういった

ところも周知していただければと思います。 

続きまして、同じく75ページの不法投棄対策事

業についてお伺いいたします。 

こちらは、20万1,000円から31万1,000円に、10

万円の増額になっておりますが、この増額に関し

ては、看板の設置等による増額ということでよろ

しいでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 不法投棄対策事業の増額

ですが、看板作成５枚分と、あと看板を立てるた

めの支柱などの資材が必要なので、その分を計上

して10万円ほど増額したところです。 

○永本浩子委員 了解いたしました。そして、看

板ですが、この５枚を新年度、新たにプラスする

ことになるかと思いますが、全部で何か所設置し

てあるのでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 現時点では、市内に84か

所設置をしています。 

○永本浩子委員 84か所ということで、かなり看

板が設置されているのだなと思いますが、不法投

棄の実態というのは、今どのようになっているの

でしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 不法投棄の実態、件数で

すが、過去３年で、令和３年が19件、４年度が23

件、５年度は26件把握し、対応しております。大

規模な、よくテレビでやるような事案はないので

すが、家庭ごみの不法投棄が、量の多いポイ捨て

といいますか、そういったものが多い状況にあり

ます。 

○永本浩子委員 大規模なものはないけれども、

家庭ごみということは、看板もそうですが、例え

ば防犯カメラみたいな、そういうもうちょっと効

果的な方法というのは、されているのでしょう

か。 

○近藤賢生活環境課長 現在行っている取組とし

ましては、不法投棄が続いてしまう箇所には、課

で持っている監視カメラを設置しまして抑制を

図っております。 

なお、なかなかこのカメラでも見つかることは

少なく、直近では平成30年度に行為者が判明した

事例がありまして、そこを片づけていただいたこ

とがございました。 

○永本浩子委員 結構26件、23件とある中で、判

明したのはほぼ１件になるのかと思いますが、例

えば、私有地に不法投棄された場合の処理費用と

いうのは、誰が出すようになるのでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 不法投棄の処理費用です
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が、行為者が判明した場合、これは行為者が行

う、それが基本です。それから、行為者が不明な

場合は、結果的には土地の所有者の負担となって

しまうことが実態となっておりますので、土地の

所有者に対しては、もしそういうことがあった場

合は、柵で囲っていただくとか、入り口にチェー

ンを張っていただくとか、そういった予防柵をし

ていただくようにお願いはしているところです。 

○永本浩子委員 私もちょっと相談を受けたこと

があるのですが、監視カメラをつけたらとアドバ

イスはしましたけれども、つけたらつけたで、見

られたくない日常生活とか、そういったものがど

こかに漏れる可能性とか、そういうのを近所の方

も含めての話になるので、なかなか監視カメラの

設置までいかないところもあるかと思うのです

が、こうしたところの対策としては、何か今後考

えていらっしゃるところはあるのでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 生活環境課のほうでのカ

メラにつきましては、一応設置要項をつくってお

りまして、基本的に設置したときに、人の生活が

見えるところが映らないというのを条件としてお

ります。 

また、そういったものが映るという場合には、

きちんとそこの方の許可を取る、同意を取った上

で置くことになりますので、いろいろな方がい

らっしゃる中、なかなか設置場所にも皆さんの理

解を得ながらつける必要がありますので、そこは

その地域と協力しながら進めてまいりたいと考え

ております。 

○永本浩子委員 了解いたしました。なかなか難

しい問題だと思いますが、しっかりまた取り組ん

でいただければと思います。 

続きまして、ごみ処理理解促進事業についてお

伺いいたします。 

320万9,000円から146万1,000円に減額になりま

したけれども、その理由をお伺いいたします。 

○近藤賢生活環境課長 ごみ処理理解促進事業の

減額の関係ですが、ごみ通信を令和５年度は月ご

とに発行し、隔月にしていったところですが、令

和６年度につきましては、ごみ通信の回数を年４

回として計上させていただきました。 

また、令和５年度につきましては、ごみ処理理

解の資料を作るための動画を作成するための機材

購入費20万円も計上しておりましたので、そちら

については令和６年度からは省いて、その機械を

使う関係で減額になっております。 

○永本浩子委員 了解いたしました。ごみ通信も

ちょっと落ち着いてきたということで、年４回と

いうことかと思います。 

あと、Ｅモニターによる市民からの意見収集が

書かれてあったのですけれども、これはどういう

内容なのでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 ごみ事情のＥモニター登

録制のアンケートの実施ですが、まずこちら、希

望される市民の方にインターネット、スマート

フォンを通じて登録していただく。そして登録し

ていただいた方には、ごみ出しの状況、それから

ごみに関する意見などについて、アンケート調査

をさせていただく内容です。 

令和５年度につきましては、９月から募集を

し、10月まで募集をしたところ、100名を超える

126名の応募がございました。令和５年度は11月

から３月までに、月１回の調査を実施しておりま

す。 

来年度、令和６年度も同じようにモニターを募

集して、インターネットを通じた形になります

が、そういった中でモニターアンケートを実施し

ていく予定です。 

なお、登録していただいた方、インターネット

を使った形なのですけれども、10代から80代、80

代の方は２名ぐらいなのですが、それでも10代か

ら80代まで幅広くモニターが集まったので、年齢

構成もそれなりに若い方から高齢の方まで参加し

ていただいたということで、また続けてやってい

きたいというふうに考えております。 

○永本浩子委員 結構集まっているのだなという

のと、年代の幅が広いので、ちょっと今驚きまし

たけれども、こういった意見収集を具体的にはど

んな形で生かしているのでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 今年度の事業について

は、今これから取りまとめるところなので、こう

したモニターの御意見を頂きながら、次のごみ処

理啓発資料、ポスターとか、ごみガイドブックな

どの作成、それから今後の分別の仕方、周知の仕

方、それからステーションの在り方、そういった

ものの検討する際の参考にさせていただきたいと

考えております。 

○永本浩子委員 わかりました。 

あと、昨年からコロナが５類に移行しまして、

うちの町内会もそうですけれども、久しぶりに皆
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さんで集まることもできました。 

こうした会合も開催されるところが増えている

状況かと思いますが、私もスマホ公式ＬＩＮＥを

使って、ごみの分別とかを時々見たりもするので

すけれども、迷ったときはどっちに入るのだろう

ということがいまだにある場合があるので、ごみ

の分別とか、広域処理の状況なども含めて、また

前にやっていただいていた出前講座等にも力を入

れてやり取りができるような場面をつくっていた

だけるといいのではないかと思いますけれども、

いかがでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 ごみ処理のごみの分別に

ついての啓発資材については、当課のほうで用意

しておりますので、出向いて、出前講座などやっ

ていくべきものと考えております。 

また、市のほうで宅配トークという制度があり

ますので、そういったもので、申し込んでいただ

けるような周知も図っていきたいと考えておりま

す。 

○永本浩子委員 よろしくお願いいたします。 

続きまして、ごみ処分場遮水シート補修事業に

ついて、先ほど質問がありまして、上のシートの

ほうに反応があったということで、今回掘り起こ

しになったかと思いますけれども、これまでにも

こういった補修はやったことがあるのでしょう

か。 

○近藤賢生活環境課長 先ほど午前中に石垣委員

からも、遮水シートに関する御質問があったとこ

ろですが、遮水シートの構造について、改めても

う一回説明をさせていただきます。 

現在の処分場ですが、ゴムのシートが二層に

なっております。そして、その下にベントナイト

層というのがありまして、ベントナイトというの

は水に濡れると固まって、外に水分がすぐに流れ

ていかないという性質のものがありますので、今

の処分場としてはシートが２枚とベントナイトの

３段階で外に出ない形になっているということを

申し添えます。 

なお、これまでのシートの補修の関係は、今の

処分場が供用してから２回ございまして、令和２

年と令和４年に反応が出て確認をしたところでご

ざいます。 

その際の１回目については、鋭利なものが刺

さって３センチほどの小さな亀裂ができていた

と、そこはすぐ直しました。 

また、２回目につきましても、シートの圧着部

分、シートとシートをつなぐところが溶接みたい

な感じで溶着という処理をするのですが、そこの

ところに亀裂が入っていたので、そこも反応が出

たところを掘り返すと発見できたので、すぐに直

したという状況でございます。 

○永本浩子委員 今までに２回あったということ

で、それでも大きな傷ではなく済んでいることを

確認させていただきまして、安心いたしました。 

今回の補修規模と実施時期はいつぐらいになる

のでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 実施の時期につきまして

は、雪が解けてからすぐに開始したいと思ってお

ります。工期については、おおむね２か月ぐらい

でできるというふうに伺っておりますので、早め

に掘り返して、まずは調査をさせていただきたい

というふうに考えております。 

○永本浩子委員 了解いたしました。 

最後に、ごみ拾い促進事業についてお伺いいた

します。 

新規事業でありますけれども、アプリでの促進

とはどのようにするのか、お伺いいたします。 

○近藤賢生活環境課長 ごみ拾い促進のアプリで

すが、現在検討しているのは、アプリケーション

「ピリカ」というものを導入し、ごみ拾いのマッ

プをアプリで公開して、ＳＮＳの機能になります

ので、そこで登録した方々同士が相互に交流でき

るなど、ごみ拾い活動を促進するためのアプリで

ございます。 

このアプリに登録していただくことで、清掃活

動の見える化ができるようになります。現在はそ

れぞれボランティア団体、各種団体がごみ拾いを

している状況ですが、そういった形でアプリで見

える化を図り、まずは地域美化協定といいまして

保険とかに入っていただくことで締結している団

体にお願いしたいと考えています。 

目標としては、初年度ですので、１年間で300

名程度参加していただけたらというふうに今考え

ております。 

○永本浩子委員 見える化で交流もできるとい

う、新しい取組で大変期待するところです。 

また、違う角度の取組として、スポコミという

ことで「ごみ拾いはスポーツだ」を合言葉にチー

ム対抗の競技として、ごみ拾いを楽しむイベント

なども行われております。 
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環境美化とスポーツを融合させ、気軽に楽しみ

ながら参加できる社会貢献として、日本のみなら

ず世界にも広がりつつありますので、一度網走で

も開催してみてはと思いますけれども、いかがで

しょうか。 

○近藤賢生活環境課長 近年、スポゴミの取組、

楽しんで社会貢献をすることは、大変すばらしい

事業であるというふうに感じております。 

当市としても、まずはこのアプリを導入して、

このごみ拾いの見える化を図り、周知が広まって

いくことで「ポイ捨てをしない、させないまち」

に変えていきたいと思っております。 

なお、地域でも取り組まれています、市内でも

取り組まれておりますような、様々な取組や御提

案については、研究して参考にさせていただきた

いと考えております。 

○永本浩子委員 ぜひ、いろいろな角度でやって

いただければと思います。 

私の質問は、以上で終わらせていただきます。 

○井戸達也委員長 ここで、暫時休憩といたしま

す。再開は、午後３時20分とします。 

 午後３時10分 休憩 

───────────────────────── 

午後３時20分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開いた

します。 

質問者、挙手願います。 

松浦委員。 

○松浦敏司委員 できるだけ簡潔に伺いたいと思

います。 

まず、歳入の関係で衛生費負担金、これは先ほ

ど里見委員も質問したわけですが、若干かぶるか

もしれませんが、16ページの２目衛生費分担金

3,838万5,000円と、前年より大幅に増えておりま

す。３節のところでは、広域廃棄物中間処理の関

係がありますので、多分そういう関係かなという

ふうに思うのですが、この分担金の内容について

伺います。 

○田中正幸生活環境課参事 広域廃棄物中間処理

施設整備調査事業の負担金の内容についてです

が、こちら国の交付金を活用しました各種調査等

を実施するに当たりまして、事業費から国の交付

金を差し引いた残りの額を各市町で負担するもの

となってございます。 

その分担金の内訳についてですが、斜里町が

894万円、小清水町248万3,000円、大空町が248万

3,000円、それから美幌町が1,390万7,000円と

なっております。 

各市町の負担割合についてですが、令和11年度

を供用開始の目標とした、その時点での可燃ごみ

量の推計値から割合を算出しております。また清

里町の加入が正式に表明されましたけれども、こ

れは予算要求時に間に合わなかったということ

で、１市４町での負担割合を算出しておりまし

て、こちらは改めて負担割合を算出しまして、各

市町の負担割合を決め、それぞれ負担は若干下が

るという見込みとなってございます。 

○松浦敏司委員 わかりました。 

それで、２節の中で濤沸湖環境保全活用ビジョ

ン改訂事業負担金として15万1,000円とあるので

すが、これは多分予算説明書を見ると、衛生費負

担金の3,838万円から周産期医療の負担金925万

5,000円というのを差し引いた結果としてこの金

額になるわけですが、昨年より若干５万8,000円

ほど減額になっておりますが、この辺について伺

いたいと思います。 

○梅津義則市民環境部参事 濤沸湖環境保全活用

ビジョン改訂事業負担金の減額についてですが、

こちら事業費の236万4,000円から道補助金の地域

づくり総合交付金110万円が交付される見込みと

なっておりまして、それを差し引いた126万4,000

円のうち、人口案分いたしまして12％を小清水町

の負担金としていただいております。 

昨年度、事業費自体が344万5,000円ということ

で、コンサルの委託事業なものですから、委託料

が大きいところなのですけれども、委託内容が令

和４、５、６と３か年なのですけれども、今年中

間年で、来年が最終の年度になるのですが、その

分で委託料がかなり減額になるということで、こ

の分の金額が減額となっているといったようなと

ころでございます。 

○松浦敏司委員 わかりました。 

では、次に移ります。 

軽度・中等度難聴者補聴器購入助成事業につい

てであります。 

この事業は、身体障がい者手帳の交付基準に該

当しない難聴者に対して、補聴器購入に要する費

用の一部を助成するというふうになっているよう

です。 

制度ができてちょうど１年になるわけですが、
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この間の申請数や実績について、改めて伺いたい

と思います。 

また、制度を受ける上で、補聴器の金額によっ

て助成額も違うというふうに思うのですが、制度

の内容についても伺います。 

○清杉利明社会福祉課長 この補聴器購入費の助

成件数の状況ですが、本年度より事業は開始して

おりまして、本年の２月末現在で31件、助成額と

しましては103万9,512円を助成しているところで

ございます。 

補助制度の内容ですが、基本的には、障害者総

合支援法に基づく購入費の支給基準額があるので

すが、その３分の２の額、または５万円のいずれ

か少ないほうの額を助成対象額としまして、所得

が高い方については１割を負担していただき、所

得が少ない方はその基準額、全額を助成している

ところです。 

○松浦敏司委員 わかりました。 

実績という点では、金額的に当初100万円だっ

たのが、結果としては上回っているわけですが、

これはどんなふうにして処理しているのでしょう

か。 

○清杉利明社会福祉課長 他の事業で不用額が見

込まれる事業から予算を流用させていただきまし

て対応しております。 

○松浦敏司委員 取りあえずわかりました。内部

でやっているということであります。 

それで、間もなく１年なのですが、そういう中

で、当初予算より上回るだけの利用があるという

ことは、やはりそれだけ待ち望まれていた制度な

のだなというふうに、私も実感するところであり

ます。 

今、原課として、約１年間の申請数や実績につ

いてどんな評価をしているのか、伺います。 

○清杉利明社会福祉課長 特に高齢者の方の場合

につきましては、それにより認知症のリスクを高

める可能性があるとも言われていることから、介

護予防事業としても重要であるというふうに考え

ておりますので、引き続きこの事業につきまして

は継続して対応してまいりたいというふうに考え

ております。 

○松浦敏司委員 わかりました。 

まだ１年しかたっていないというのもあるので

すが、わからない人もいるのですよね。私も電話

で問合せを受けました。 

そうすると、どうやって助成を受けるのかとい

うのがわからないということで、取りあえず耳鼻

咽喉科の専門の先生のところに行ったほうがいい

のではないですかというような話をしたのです

が、その辺の流れといいますか、制度上どんな手

続があって、いわゆる助成を受けることができる

のか、その辺の流れについて伺いたいと思いま

す。 

○清杉利明社会福祉課長 事業の内容につきまし

ては、開始前に市内の耳鼻咽喉科の先生のほうに

は御説明しているのと、あと、市内で補聴器の販

売をしているようなところには周知をしていると

ころです。 

受診をしていただいたときに、こちらの事業の

対象になるという場合には、医療機関のほうから

こういうのがあるよと周知をいただいているとこ

ろですが、医師のほうでこれに該当するかどうか

の文書を添付していただきまして、申請をしてい

ただくというような流れになっております。 

○松浦敏司委員 わかりました。 

それで、網走の場合、耳鼻咽喉科というのは、

私の知っている限りでは、まちなかのクリニック

と、あと厚生病院にはあるのかな、というぐらい

なのですが、その辺どんなふうになっているので

しょうか。 

○清杉利明社会福祉課長 市内には、専門にして

いるところが１か所と、あと耳鼻科も対応してい

るというところが市内には２か所あるかと思って

おります。 

○松浦敏司委員 いずれにしても、耳鼻科の先生

たちに事前に周知しているということですから、

そこに行けば、高齢者の方は何らかの形でそうい

う制度があるということがわかるということであ

りますので、その辺は理解しました。 

実は、難聴者の多くは、どうしても高齢者が多

いと思います。中には若い人もいますが、多くは

高齢者が多いというふうに思います。そうする

と、収入は、ほとんどの人は年金だけであって、

そういう中で補聴器といってもピンからキリまで

あって、安くてもその人の耳に合う人もいれば、

安いのでは全然役に立たないのでやっぱり一定の

金額の補聴器ではないと合わないという人もいる

と。それでも慣れるまでには相当時間はかかると

いうふうに言われていますが。 

そういう中で、今定例会においても、年金者組



 

- 106 - 

合という団体から助成額の増額を求める請願が市

のほうにも出されておりました。国に対しては、

国として制度をつくるようにという請願、これは

通りましたけれども、そういう中で、やっぱり増

額を求める声というのも切実だというふうに思い

ます。 

先ほど言ったように、限られた年金の中から、

高いものは両耳合わせると30万円前後もしますか

ら、そうすると、そう簡単に手が出ないというこ

とになりますので、先ほどの答弁からいうと、支

給額を３分の２で、あるいは限度額５万円ですか

ら、高いものだと５万円を市から頂いても、25万

円前後のお金を払わないと買えないです。 

市のほうもそうそうお金があるわけではありま

せんから、状況はわからないわけではありません

が、先ほど課長が言ったように、この補聴器に

よって認知症を一定程度防げると、これはよく言

われていることです。 

そういう意味では、今の高齢者がよくまちに出

て人と交流ができると、それはやはり耳が聞こえ

るのと聞こえないとでは大違い。そういう点から

すると、やはり増額をしてほしいという声に応え

る必要があるのではないかというふうに思うので

すが、原課のお考えを伺います。 

○清杉利明社会福祉課長 助成額の増額との御意

見ですが、法に基づく補装具のほうの支給基準額

を超えるようなことはできないというふうには考

えておりますし、そことの差を設けるという意味

でも、３分の２の基準額にしているという点で、

現在のところは増額をする考えはございません。 

○松浦敏司委員 現在のところはということで、

わかりました。まだ１年ですからね。 

今年も予算額を見ると、昨年同様100万円とい

う増額になっています。これはやってみなければ

わかりませんが、途中で100万円を超える場合が

あるというようなことになった場合、当然補正を

組んででも対応しなければならないというふうに

思うのですが、その辺はどんなふうにお考えです

か。 

○清杉利明社会福祉課長 要望が多い場合につき

ましては、何らかの方法では対応していきたいと

いうふうには考えております。 

○松浦敏司委員 わかりました。ぜひそういった

状況の場合は、積極的な対応をしていただきたい

と思います。 

次に移ります。 

健康診査事業についてであります。これは、予

算説明書の73ページにありますが、予算資料でい

えば６ページです。 

健診の事業ですが、前年より予算が減額になっ

ている事業というのが４事業、それから増えてい

るのが４事業、前年と同額というのが４事業と、

偶然にも４事業ずつ分かれているわけですが、こ

の健診の状況について、原課としてはどのように

評価をしているのか伺います。 

○今野多賀子健康推進課参事 健康診査事業につ

きましてですが、受診者の推移については、新型

コロナウイルスの流行により、令和２年度に受診

者数が減少していました。令和３年度、４年度は

若干の回復傾向が見られています。また、令和５

年度につきましては、特に胃がん、肺がん、大腸

がん等で、再び大きく受診者数の減少が見られて

おります。 

○松浦敏司委員 そういう凸凹があるのだという

ふうに思いますが、今言われたのは減額になった

部分だというふうに思うのですが、増額になった

部分も４事業ほどあるのですが、この辺について

も伺いたいと思います。 

○今野多賀子健康推進課参事 毎年行っています

健診の実績により、そのときにより増減がござい

ます。 

○松浦敏司委員 どういうことかという点では、

そういう意味では、よくわからない、たまたまこ

ういうふうになっているということですね。それ

は理解しました。 

それで、今の健診の状況というのがあるのです

が、なかなか健診を受けるのが思うように増えな

いという状況が以前から指摘もされたり、答弁の

中でもあるのですが、今の状況というのはどんな

ふうになっていますか。 

○今野多賀子健康推進課参事 先ほどお伝えしま

した中で、例えば肺がん検診の受診者数でした

ら、昨年度、ＣＴ検診車の故障などがございまし

て、年度途中からヘリカルＣＴ肺がん検診が中止

となってしまったことなどが受診者数の減少の大

きな要因だったかなと考えております。 

胃がんや大腸がんなども、同日に実施できるも

のですから、ＣＴ検診が受けられないのだったら

受けないかな、別な機会にしようかなというあた

りもあったかと思います。 
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市としましては、代替としまして、市内の医療

機関で個別に肺がんＣＴ検診が受けられるように

体制を整えまして、12月から開始している状況が

あります。 

その他の要因につきましては、今後分析をして

まいりますが、受診率向上の取組といたしまし

て、令和５年秋の健診より、ウェブでの申込みと

か、通話料無料のコールセンターでの健診申込み

の受付を開始するなどの取組をしております。 

また、そのときそのときで、どうにも今回申込

みが少ないなというときとか、そういうときに

は、通常の周知のほか、戸籍保険課と連携しなが

ら、瓦版を入れるなど、そのときそのときで工夫

して、受診率向上の取組をしているところでござ

います。 

○松浦敏司委員 ＣＴが壊れてしまったとか、こ

れは致命的ですよね。それはすぐ直るような機械

でもないですから一定期間、そういう意味では、

予期せぬ事態が起きてしまったということで、全

体としては、肺がんの検診を受けられないならほ

かも受けないかというふうになり得るというのは

わかります。取りあえずわかりました。 

今年は、新年度においては、そういうことが多

分ないということを想定して、早期発見、早期治

療というのが何よりですから、そういう意味では

しっかりと健診事業を進めてほしいし、全国レベ

ルまで健診が伸びるようにしてほしいというふう

に思います。 

原課のほうでも、日頃から努力はしているのだ

ろうと思うのですが、いわゆる新年度に当たって

どのような取組をしようとしているのか、改めて

伺います。 

○今野多賀子健康推進課参事 先ほどのＣＴの関

連となりますが、12月から始めました個別肺がん

ＣＴ検診は急遽でしたので、１医療機関のほうで

実施しているところですが、春からは実施してい

ただけるところを増やして、希望する医療機関の

ほうで受けていただくような体制を取る予定でお

ります。 

また、先ほども申し上げましたが、引き続き24

時間受付のウェブでの申込みとか、無料のコール

センターでの受付を、まだ浸透していない部分も

あるかと思いますので、引き続き周知に努めてま

いりたいと考えます。 

○松浦敏司委員 近年はがんで亡くなる方という

のは、２人に１人はがんにかかって、そして亡く

なっていく方が多いというわけですから、そうい

う意味でも、この事業は大事な重要な事業だとい

うふうに思いますので、今後とも努力していって

ほしいと思います。 

 次に、ごみ拾いの推進事業ということで、先ほ

ど、永本委員がしっかり聞いていただきました。

ただ、私は古い頭なものですから、アプリという

言葉を聞いただけで拒否反応を起こすような年代

なので、そういう意味では、拒否反応しないよう

にしたいと思うのですが。そういうアプリを導入

して、多くの市民にごみ拾いの精神を広げていく

ようですが、１点確認したいのは、集めたごみ

は、一般的に町内会などはボランティア袋に入れ

て処理するというふうにあるのですが、それはど

のようになるのでしょう。その辺確認したいと思

います。 

○近藤賢生活環境課長 こちら、ごみ拾い促進事

業で集めたごみになりますが、基本的にはボラン

ティアごみ袋を使っていただく形になりますの

で、ボランティアごみ袋を申し込まれたときに、

どのように集めるのか、例えばその場所に置いて

いく、それとも市の処分場に運ばれる、その辺は

確認して、同じような取扱いで進めていきます。 

○松浦敏司委員 今ちらっと耳に入ったのが、ボ

ランティア袋は買うのですか。無料で市から頂く

ものだと思っていたのですが。無料ですよね。何

か買うというような話も今聞こえたのですが。そ

の辺確認したいと思います。無料ということでい

いですね。 

○近藤賢生活環境課長 すみません。ボランティ

ア袋は無料で配布しております。 

○松浦敏司委員 それで、やっぱりこういうごみ

拾いというのは非常に大事だと思います。 

実は一昨年でしたかね、行政視察で、文教民生

委員会で松山市に行きました。松山市というの

は、長い間、もう二十数年前から年に一度、市民

がこぞってごみ拾いをしようというのをやってい

て、それがずっと続いていると。今も続いている

ということで、そういう中でやっぱりごみに対す

る意識が非常に高い。学校の授業の中でもパッ

カー車が来たり、ごみ収集車が来て実演するとい

うようなこともやっていて、当然意識が高いとい

うことで、１人当たりのごみの排出量も非常に低

いこともあって、やっぱりそういう意味では一つ
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一つの積み重ねがごみを出さない、そういう暮ら

しにつながっていくのだというふうに思いますの

で、ぜひ頑張って取り組んでいってほしいと思い

ます。 

次に移ります。 

介護従事者の復職支援補助金についてです。 

これも里見委員が先ほど質問しましたけれど

も、ちょっと伺いたいのは、介護職という仕事と

いうのは、実は一番離職率の高い、そういう職種

だと思っています。そういう中で、離職するとい

うのはそれなりの理由があって離職すると思うの

ですが、離職する理由について、原課としての認

識について伺います。 

○小西正敏介護福祉課長 介護従事者の離職です

が、先ほども申し上げました離職される方が、１

年間に90名ぐらい令和４年はいらっしゃったと。

離職する勤続年数につきましても１年未満の方が

27名いらっしゃったということで、定着という意

味がなかなか難しい。 

そこに対しても、事業所の環境に慣れていただ

くこと、いろいろ人間関係とか仕事の環境、様々

な事情からお辞めになられるケースとかもあるか

と思います。 

我々もそういうふうにならないように、新人の

スタッフ研修会とか、ケアマネージャー連絡協議

会と協働して開催したり、そういったところを促

進して、定着に結びつけたいと考えております。 

○松浦敏司委員 介護の仕事に関わろうとする人

たちは、何とか暮らしに不自由な高齢者の人たち

の手助けをして、そして喜ばれる、そのことが喜

びとなっているのだけれども、しかし仕事は３Ｋ

ですよね。３Ｋと言われる職業の一つになりま

す。プラス、賃金が安いのですよ。そういう意味

で、介護に携わる職員、特に男性は、家族を持っ

たら家族を食べさせていけないということで、結

構離職せざるを得ない。仕事としてやりたいけれ

ども、子供ができて家族を食べさせることができ

ないということで、辞めていく人が私の知り合い

でも何人もいました。 

そういう意味で非常に重要な仕事であり、だか

らこそ、今回の事業も非常に大事だと思います。

大事だと思うのですが、相当ハードルが高いので

はないかなというふうに私は思っているのです。

つまり、前段で言ったように、そういうなかなか

厳しい状況で、賃金も安いというようなこともあ

る中で、それを経験した人が復職ですからね、と

いうことになると、相当ハードルが高いというふ

うに思うのですが、どのような認識でいらっしゃ

いますか。 

○小西正敏介護福祉課長 委員御指摘のとおり、

過去の３Ｋという印象の問題、あとは賃金の問

題。賃金に関しましては、介護報酬の改定で処遇

改善加算がされて、国のほうでもある程度は見て

きているところですけれども、全産業から比べる

という御意見はあるかと思います。 

我々、この事業、５万円の事業ですが、創設し

たところは、秋口にＬＩＮＥのアンケートを行い

ました。介護職に過去勤められていて、今勤めて

いない方。そうすると30名の方から回答がござい

まして、働いていない期間が１年以上ある方はお

およそ75％程度ございまして、就職希望という意

味では、すぐに働きたい、近いうちに働きたい、

いずれ働きたいを合わせますと、約４割の方が現

場に戻りたいという一応意向は、アンケート上取

れたのです。 

そういったことも含めまして、潜在的なニーズ

はあるのではないか、復職の。そこに一つ環境の

問題はあるかもしれないですけれども、背中を押

す意味合いも込めて、こういう事業を取り組ませ

ていただこうかなと思っているところです。 

○松浦敏司委員 よくわかりました。そういう思

いがぜひ伝わって、そういう人たちが復職するこ

とを私も陰ながら応援したいというふうに思いま

す。 

一番いいのは、世間並みの賃金が払われると。

一番きつい仕事なのに、賃金がほかより相当、１

万円や２万円の金額ではなくて、７万円とか８万

円という金額が低いわけですから、そういう意味

では、何とかこれは国に改善させる以外はないの

ですけれども、そういう中でも、ぜひ、課長大変

でしょうけれども、この補助金の制度というのは

大いに利用して、役に立つような形にしていただ

きたいというふうに思います。 

次に移ります。これは最後になります。 

生活保護の関係についてです。 

全国の2023年10月の生活保護申請件数というの

は、前年同月比でいうと6.1％の増の２万9,000件

で、10か月連続で前年同月比を上回ったというふ

うに報道があります。 

新型コロナや物価高騰の影響が長期化している
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という中でのことだというふうに思うのですが、

そこで、当市の直近の生活保護の申請数、あるい

は受給者数、わかる範囲でお示しいただきたいと

思います。 

○清杉利明社会福祉課長 今年度、令和６年２月

末現在の状況ですが、保護を開始した件数につき

ましては61件となっており、令和４年度が54件で

７件の増となっております。 

一方で、保護の廃止件数は、同じく令和６年２

月末現在で60件となっており、令和４年度が78件

でしたので、こちらは18件の減となっている状況

でございます。 

その上で、今年２月１日現在におきます保護世

帯数につきましては472世帯、人数で554人となっ

ておりまして、令和４年度の月平均との比較で

は、世帯数で２世帯の減、人員で３人の減となっ

ている状況でございます。 

○松浦敏司委員 そういう意味では、全国とは若

干違う状況にあるというふうに思います。 

そこで伺います。生活保護世帯が市営住宅に入

居している場合、風呂がリースになっているとい

うふうに聞いておりまして、リース代というのを

毎月払っているわけですが、課は違うと思うので

すが、どのぐらいのリース料か、もし把握してい

ればお答えください。 

○清杉利明社会福祉課長 資料は持ち合わせてい

ないのですが、基本的には、その機器の耐用年数

を月単位で割って、費用等を加算したのが月の

リース料になっているかと思います。 

○松浦敏司委員 一応私なりに調べたら、大体安

いところで2,500円、つくし辺りだと3,000円とい

うことのようです。 

それで、リースですから、私の認識はリースと

いうのは大体５年で、５年たつと一定の金額で買

い取ることが一般的なのですが、どうやら市営住

宅の風呂のリースというのは、違うみたいなので

すが、現実にはどんなふうになっているかわかり

ますか。 

○清杉利明社会福祉課長 リース料の取扱いにつ

いてはちょっと把握しておりませんので、すみま

せん。 

○松浦敏司委員 ずっと払い続けているみたいで

す。そういう意味では、普通の我々の感覚でいう

５年でリースを買い取るとかということではなく

て、この金額を、住宅の古い新しいに関係するか

ら若干違いは出てくると思うのですが、払い続け

ているというような状況があるようです。 

それで、実は生活保護費が2013年から15年にか

けて、安倍内閣の時代に、扶助費を３年間かけて

6.5％引き下げたという状況があります。今裁判

をやって、それは間違いだという裁判の判例が多

く出されてきておりますが、そういう中で、実は

生活保護世帯の人たちが、市営住宅に入っている

場合、リース料を生活費の中から月々払っている

というのが現実で、私もこれ最近知ったばかり

で、これは何とかしなければならないなというふ

うに思っています。 

これは、保護費の中でやりくりしている地方も

あるみたいです。北海道はどこか、私はわかりま

せんが、本州のほうでは結構あるというふうに聞

いていますが、その辺どのようにお考えでしょ

う。 

○清杉利明社会福祉課長 公営住宅におきます入

浴設備関係をはじめとします各種リース料の取扱

いにつきましては、あらかじめ支給をされている

生活扶助費の中で賄うべきものというふうに基準

で取扱われておりまして、各種リース料を別途扶

助していない状況にございます。 

なお、公営住宅の中には、入浴設備を備えつけ

られていないケースがありますが、その際には、

住宅維持費等の範囲内で、入浴設備購入費を扶助

していたというケースはございます。 

○松浦敏司委員 そういう例は、ついていなかっ

た場合については、そういう制度がありますから

ね、わかりました。 

東京のほうでは、リース代は修繕費という形で

出しているというふうにも聞いていますし、京都

では一時扶助ということで負担しているというふ

うな情報も私なりに入っています。 

ただ、オホーツク振興局では、先ほど課長が

言ったように、リースというのが基本なので、他

のことについては認めないというふうに言ってい

るのだそうですが、ただ、道庁の本庁の担当の方

は、生活保護の風呂などのリース代は、令和５年

の段階では12万8,000円を道が払うというふうな

ことも言っているというふうに聞いていますが、

その辺についてどっちがどうなのかよくわからな

いのですが、原課として、もしお答えできるので

あればお答えいただきたいと思います。 

○清杉利明社会福祉課長 その点につきまして
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は、先ほども御説明させていただきましたが、公

営住宅にあらかじめ備えつけられていないケース

の限度額が12万8,000円というふうに認識をして

おります。 

○松浦敏司委員 わかりました。 

とはいえ、いずれにしても、生活保護を受けて

いる方が市営住宅に入った場合、別にリース代を

払い続けなければならないという点は、なかなか

私は理解できないので、とはいっても、今すぐど

うこうというふうにはなかなか難しい点もありま

すので、引き続き私も勉強しながら、今後、活動

の中に取り組んでいきたいなというふうに思って

います。 

以上で質問を終わります。 

○井戸達也委員長 ここで、暫時休憩いたしま

す。再開は、午後４時10分といたします。 

 午後４時03分 休憩 

───────────────────────── 

午後４時10分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開いた

します。 

質疑を続行いたします。 

立崎委員。 

○立崎聡一委員 上げていた項目が重複していま

すので、１点だけ確認したいなというふうに思い

ます。 

予算書の71ページ、中間辺りにあります、患者

送迎車運行事業について。 

事業内容なんかは、ずっと例年と同じだと思う

のですが、予算額がちょっと大幅に上がっている

というのは、多分想像はつくのですが、説明願い

ます。 

○小沼麻紀戸籍保険課参事 今回の予算額の増額

につきまして、委託先の網走バスから人材確保及

び働き方改革ということで、内容の見直しの提案

がありまして、そちらのために約200万円程度上

昇しているような形になっております。 

○立崎聡一委員 やはり物価高騰というのは、燃

油高騰、それから人件費の増額というのは、大き

いのだなというふうに感じました。 

それで、今日質問する原課とは直接は関係ない

のですが、今後この事業が引き続き継続されてい

くのかどうかというのがすごく心配で、というの

は、明日の質問になってしまうのですが、郊外地

区の実証実験タクシー事業があるのですけれど

も、その辺との絡みというのでしょうか、整合性

というのでしょうか、その辺はどんなふうに考え

ているのか、お聞かせ願います。 

○小沼麻紀戸籍保険課参事 商工労働課で新年度

から予定しております乗り合いバスについては、

実証実験でありますので、患者送迎車について

は、令和６年度につきましてもこれまでどおり運

行ということで考えております。 

○立崎聡一委員 今年度は例年どおりやるという

こと、それから実証実験が今年ありますので、非

常に期待しております。明日の担当課の課長のほ

うにも頑張れよと言ってありますので、かなりい

い結果が出るのかなという。 

今年は、そんな結果はすぐ見えないと思うので

すが、２年、３年、これが５年、10年たちます

と、やはり田舎のほうも、郊外地区のほうも高齢

化は今でも進んでいますが、後継者とかのいろい

ろな諸問題ありますので、それを含めた中で考え

ていかなければならないなというふうに思いまし

て、取りあえず、今年の患者輸送送迎は例年どお

り行う、実証実験も行う、両方やればより手厚い

政策ができるのではないかという、事業ができる

のではないかという期待を込めまして、確認だけ

させていただきました。 

以上です。 

○井戸達也委員長 それでは、質疑者、挙手願い

ます。 

 金兵委員。 

○金兵智則委員 まずは、人材確保事業、いろい

ろな委員の方がいろいろな方向から質問をしてい

ましたので、僕も全てが全てきちんと理解できな

かったもので、整理しながら、かぶるところもあ

るかもしれないですが、それは御了承いただけれ

ばというふうに思います。 

介護人材確保事業なのですが、介護フェア事業

がなくなったので、金額的には小さく見えるのだ

けれども、ただ、人材確保といった面で全庁的に

という、さっき説明もあったので、力を入れてい

くというふうに捉えていいのかどうか、伺いたい

というふうに思います。 

○小西正敏介護福祉課長 介護人材確保事業の事

業費の増減の部分ですが、委員の御指摘のとお

り、介護フェア事業、昨年度の事業費予算額が

170万円、こちらのほうがなくなったので、計上

は事業費89万円、介護事業全体としては減少した
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形になります。 

ですが、申し上げましたように、いろいろな周

知、啓発の方法を現場に出向いて行うという趣旨

に切り替えることを目的としておりまして、それ

以外につきましては、奨学金の増額等を図ってお

りまして、事業費として、我々は先ほどの復職支

援の補助金も合わせまして強化をしている認識で

ございます。 

○金兵智則委員 わかりました。強化をしていく

方向だということで、いろいろ細分化されたのか

なというふうに思うのですが、介護フェア事業が

なくなったということで、令和６年度の予算はも

ちろんないのですが、現場に直接出向いていくと

いう方向に切り替えたからという理由なのかなと

いうふうに思うのですが、一応令和５年度は開催

されていると思うので、その前の年でしたかね、

１名就労に就いたということで、今後、積極的に

頑張っていきますみたいな去年は答弁だったので

すが、１年たったらもう終わってしまうので、そ

の辺どうなのか御説明いただければと思います。 

○小西正敏介護福祉課長 介護フェア事業につき

ましてですが、令和４年度、令和５年度と２か年

実施してまいりました。 

今年度につきましては10月に実施いたしまし

て、今年の目玉といたしまして、介護業界に関係

した著名人をお招きして講演会を行っていただ

く。あとは、健康まつりと同時開催で、祝日の開

催ということで、中高生を中心に呼び込みを図り

たいと、そこで介護のことを知ってもらおうとい

う趣旨で行いました。 

我々としましても、小中高生、ＰＲということ

で校長会に説明をさせていただいた上で、学校に

チラシを配布して、そこを配っていただいて、周

知を図ったと。あとは、高校にも出向いてお伺い

して説明をして、例えば桂陽高校のボランティア

部の子とか、実際に来ていただいた子もいらっ

しゃるのですけれども、そういった形でいろいろ

取組を行ったのですが、現実的には全体的な来場

者が200名いたのですが、中高生は講演会と個別

相談のブースを合わせまして17名の御参加という

ことで、ターゲットとしていた中高生の集客には

なかなかつながらなかったという現実がございま

した。 

ということで、なかなかイベントを行っても、

やはり興味を持ってもらうことは本当にハードル

が高いということで、我々もやはり現場に出向か

なければ駄目だろうなというところ、そこの考え

方を切り替えて、令和６年度は中高生に向けて、

学校現場へ向けて行っていきたいと。 

具体的には、市の商工労働課と、あと商工会議

所などと連携しまして、高校生の合同企業説明会

のほうに参加して、介護の業界に興味を持っても

らえるようなことをやってみたいと考えておりま

す。 

○金兵智則委員 大々的に、たしか超ビッグな著

名人が来ていただいていたというふうに思うので

すが、あまり思ったより参加者がなかったと。令

和４年度に比べれば、随分増えたのですが、それ

でもターゲットとしているところの数としては足

りないので、切り替えていこうということで、

今、商工会議所と協力をしてというお話もありま

したけれども、１点、北海道の事業に、オホーツ

クジョブ体験受入企業リストというのがあるので

すよね。これは、オホーツク総合振興局の事業な

のですが、網走では商工会議所が窓口になって学

校への出前授業、見学や職場体験の受入れ、イン

ターンシップの受入れなどを行っている企業を取

りまとめたものなのですが、介護事業者や障がい

福祉事業者にも、こうした登録を促した上で、教

育委員会や高校に情報を提供しながら、学生が就

職として選ぶように促していくことも併せてやっ

ていっていただきたいなというふうに思います

が、いかがでしょうか。 

○小西正敏介護福祉課長 商工会議所、登録事業

者による学校のＰＲというのもまずございまし

て、事業所によっては、商工会議所に登録して、

これらの取組に参加している事業所もあるとお聞

きしております。 

また、委員が今お話しございました道の事業で

ございますね、このような取組もありますことか

ら、こういった取組を事業所とも情報共有、協議

を行いまして、よりよい学生に向けたＰＲができ

るように努めていきたいと考えております。 

○金兵智則委員 わかりました。行っていただき

たいというふうに思います。 

それで、介護人材については、障がい者福祉、

高齢者福祉の両分野に必要となる人材なのです

が、研修のほうもアップされていたというふうに

思うのですが、研修の助成に対しては両分野に対

応しているというふうに理解してよろしいのかど
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うか、伺いたいというふうに思います。 

○小西正敏介護福祉課長 研修助成ですが、令和

５年度までは、介護事業所に就業する方のみに対

応ということでございましたが、令和６年度にお

きましては、障がい福祉側で、障がい福祉従業者

確保対策事業補助金ということで、新たに対応が

できる形となっております。 

○金兵智則委員 わかりました。令和６年度から

は対応できるということですね。 

ちょっとお伺いしたいのですが、障がい福祉従

事者復職支援補助金、介護従事者復職支援事業と

いうのがあるのですが、これ、同じですものね、

条件もろもろ全て一緒ということで理解して大丈

夫ですね。改めて確認だけ。 

○小西正敏介護福祉課長 障がい分野、介護分

野、条件は一緒でございます。 

○金兵智則委員 それでちょっとつかぬことをお

伺いしたいのですが、介護従事者復職支援のほう

で、予算説明書だけ事業になっているのですが、

ほか全部、ことしのまちづくりも何から見ても全

部補助金になっているのですが、何かこれという

のはありますか。 

○小西正敏介護福祉課長 事業名ですが、我々の

ほうは補助金とついて、事業ということで、ほか

の研修助成とかも合わさって事業になっている場

合もございますが、そこに大きな違い、意図はご

ざいません。 

○金兵智則委員 そしたら、予算説明書にある介

護従事者復職支援事業というのと、もちろんこと

しのまちづくりや予算資料にある補助金というの

は同じもので、どっちも正解という理解でいいの

でしょうか。 

○井戸達也委員長 暫時休憩いたします。 

 午後４時22分 休憩 

───────────────────────── 

午後４時32分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開いた

します。 

金兵委員の質疑に対する答弁から。 

財政課長。 

○古田孝仁財政課長 ただいま御質問ございまし

た予算説明書と、あとことしのまちづくりに記載

されている事業の名称が違っているということで

すが、こちらのほうにつきましては、ことしのま

ちづくりのほうの８ページの一番上に書いていま

す介護従事者復職支援補助金とありましたが、こ

ちらが誤って補助金という記載になってしまいま

して、本来であれば介護従事者復職支援事業とい

うところを誤った記載になっております。 

○秋葉孝博企画総務部長 失礼しました。 

事業名称についてですが、当市で事業名称をつ

ける場合のルールとして、一般的に補助金しかな

いような事業につきましては、〇〇事業補助金、

あるいは運営に対する補助金ですと、〇〇運営補

助金というような統一した事業名称を用いること

としております。 

今お話をいただいたのは、補助金がついている

のと事業となっている二つの事業について、違い

は何かあるかということで、事業内容について

は、違いはございません。 

本来ですと、介護のほうの事業の後に補助金を

つけるべきだったという、名称にすべきだったと

いうことです。 

これにつきましては、かなり事業がありますの

で、チェックしながら、来年以降も名称変更をす

るとか、統一を図ってまいりたいと思います。 

○金兵智則委員 何かすみません、お騒がせをい

たしまして。 

スキームも一緒で、金額も同じで、やることも

一緒であるなら、やっぱり補助金で統一したほう

がわかりいいのではないかなというふうに思って

いたのですけれども、事業という名前についてい

る理由があるのか、ないのか、わからなかったも

ので、ちょっと聞いてみました。 

補助金ということで、全く同じスキームだとい

うことで理解をしたいというふうに思います。 

先ほどの答弁で、40歳以上で、40歳以下につい

ては明日と。明日の商工のほうで管轄する若者ほ

にゃららという事業がたしかあった、のほうに

言っていたのですが、明日聞けばいいのかなとも

思うのですが、その若者のほうであっても、以前

従事していた方とかという条件はあったりするの

か、それはもう全く関係なく、年齢でそこにいっ

ていない人はどんな方でもいいよということなの

か、復職ということは、そこは40歳以上からだけ

という意味なのか、ちょっとわかればお伺いした

いと思います。 

○小西正敏介護福祉課長 40歳以上ということで

すが、40歳以下につきましては、前にも申し上げ

ました商工労働課の奨励金で対応させていただく



 

- 113 - 

ということで、我々、40歳以上の復職支援を介護

側で、その部分に関しては、復職支援で商工には

ない40歳以上の区分を設けて対応させていただく

という捉えでございます。 

○秋葉孝博企画総務部長 統一を図った事業です

ので、私のほうからお話をさせていただきます。 

復職で今回介護、それから障がい、看護師とい

う形で上げさせていただいたのですが、ここは、

一旦働いていた方が出産とか子育て、そうしたこ

とで離れた方、そうした方をターゲットにしよう

ということで、40歳以上とさせていただきまし

た。 

一方、商工労働課は、あくまでも初めて就職す

る方を対象にして、既に１人当たり５万円を支給

しているのですが、ただ、年齢が30代まで入れた

いということで、今回40歳未満という仕切りをし

たということで、新しく就職される方と復職とい

うのは、そこは別に捉えております。 

若い方でも一旦辞めて、復職する方いらっしゃ

るのですが、ただ、事業所を変える、単に就職先

が変わるということではなくて、まずは40歳以上

を対象として、そうした方をターゲットに職に就

いていただくというのが全体的な目標になってお

りますので、単に職場を移ったりとかというのを

対象にして考えておりませんので、そうした線引

きになっております。 

○金兵智則委員 であるならば、例えば子育て

だ、結婚だ、一段落ついたからまた働き出そうと

いう35歳とか36歳、37歳とか、40歳にいかない人

は、どこにも該当せず、普通に再就職してほしい

ということで、特にそこは拾わないよという意味

だということですよね。 

ごめんなさい、ちょっとやり取りを続けてし

まって申し訳ないのですけれども。明日やるのが

よければ、明日に。 

○結城慎二健康福祉部長 商工労働課のほうで

やっている奨励金の詳細については、ぜひ、明日

の委員会の中でお問合せをいただきたいと思いま

すが、今回、介護、看護、障がいの分野での復職

支援を設けた理由の趣旨というのは、先ほど企画

総務部長からお答えしたとおりということになっ

ております。 

○金兵智則委員 では、明日、これを追加してお

いてもらえばいいかなと、ちょっと思うのです

が。 

そうしたら、年齢制限、さっきの答弁だと40歳

以上にした理由はそういう理由で、その下は商工

のほうでといっても、商工のほうはまた内容は違

うのですよね。復職ではないので、結局そこでは

拾わないということですよね、早い話がね。 

であれば、ちょっと違わないですか。そうした

ら40歳以上というのにしたのが、ちょっと違って

くるのではないかなと思うのですが、いかがです

か。 

○井戸達也委員長 暫時休憩いたします。 

 午後４時39分 休憩 

───────────────────────── 

午後４時53分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開いた

します。 

金兵委員の質疑に対する答弁から。 

健康福祉部長。 

○結城慎二健康福祉部長 先ほどの金兵委員の質

問に対する答弁ですが、まず１点、私ども健康福

祉部のほうで、商工労働課が行っている就労定着

奨励金の制度の内容の理解にそごがございまし

た。このため、令和６年度より実施しようとして

おります看護、障がい、介護の復職支援金の支給

に当たって、この間、ことしのまちづくり等で記

載をしておりますが、年齢40歳以上としていたと

ころを、その年齢の制限についてはなくすという

ことにさせていただきたいと思います。 

ただし、そのほか、看護、介護、障がいの分野

でいうと、離職してから１年間という制限がつき

ます。また、看護でいうと、その期間を少し短く

して６か月という制限をつけておりますが、それ

らの制限についてはそのまま残しますが、40歳以

上という年齢については、なくすということにさ

せていただきたいというふうに思います。 

予算につきましては、今計上しております予算

の中で柔軟に対応させていただきたいと思います

し、この変更の内容につきましては、丁寧な市民

周知も図ってまいりたいというふうに考えており

ます。 

大変申し訳ございませんでした。 

○金兵智則委員 柔軟に対応していただけたのか

なというふうに思いますが、全庁的な施策がこん

な結果になるというのは、そもそもどうかなと思

いますので、トップの皆さん、全庁的な事業が隣

の部の事業の理解を誤りました。これはちょっと



 

- 114 - 

あり得ないと僕自身は思います。 

今後こういうことのないようにだけ、しっかり

していただきたいなというふうに思いますが、い

かがでしょうか。 

○後藤利博副市長 これまで介護人材、障がい、

看護を含めた人材確保ということで、様々議論を

させていただきました。商工労働課の分野につき

ましては明日ですが、御指摘ありましたとおり、

政策を立ち上げる、また予算を積み上げていくと

いう段階におきまして、似たような事業とか、既

存の事業などとの整合性も図りながら、本来であ

れば精査をして予算を積み上げていくということ

ですが、この部分に関しましては、既存の事業と

の年齢の上昇した部分と、新たに立ち上げる部分

と、そこら辺がうまく調整ができなかったという

ことで大変反省をしております。 

今後こういうことのないような形で、予算策定

に向けて進んでまいりたいと思います。 

○金兵智則委員 わかりました。 

先ほど、明日の質問、項目１個を上げてくださ

いと言ったのは取り消してください。明日はやり

ません。 

もう１点、障がい福祉サービスにおける児童発

達支援や放課後デイサービスでは、保育士の有資

格者も必要になると認識しております。保育士に

ついては、対象には含まれないのかもしれないで

すけれども、そういったことも併せて考えていた

だきたいなというふうに思いますが、いかがで

しょうか。 

○清杉利明社会福祉課長 児童発達支援等の保育

士が対象になるのかという御質問ですが、児童通

所施設に勤務されていた方が、同じく児童通所施

設に復職する場合につきましては、要件に該当す

るものと考えておりまして、対象となる予定でご

ざいます。 

○金兵智則委員 そこも対象に含まれると。広く

いろいろな分野から対象になったのかなというふ

うに思います。しっかりとお願いしたいというふ

うに思います。 

次の質問に移ります。 

子育て世帯訪問支援事業、前の委員も質問され

ていましたが、全体像の説明、こども家庭庁でし

たかね、が案を出している、実施要綱を出してい

ると思いますが、その説明はいただいたのかなと

いうふうに思うのですが、どうにもこうにもイ

メージが湧かないというような状況です。 

取りあえず、来年度予算773万3,000円、これの

詳細、内訳などなど説明いただければと思いま

す。 

○岩本純一子育て支援課長 予算額773万3,000円

の詳細でございます。 

こちらの事業につきましては、本年４月から施

行されます改正児童福祉法に位置づけられている

事業となりますが、国の交付要綱で示されている

単価がございますので、この単価に基づき積算さ

れた金額で委託料として計上させていただいてお

ります。 

具体的な委託料算出の回数等になりますが、

サービスが大きく分けて二つございまして、一つ

が家事に対する家事支援、こちらについては、週

２回の１回当たり２時間ということで、５世帯を

今想定しているところでございます。 

また、育児に関する支援、こちらにつきまして

は、週３回の１回当たり２時間で、世帯数が３世

帯を想定して算出しているところでございます。 

○金兵智則委員 わかりました。 

ということは、委託料ということで、先ほどた

しか、答弁の中にも事業者という言葉もあったの

で、どこかこの事業をやってもらえる事業者に委

託した上でやってもらうという事業なのですね、

わかりました。 

訪問支援員とかという説明があったので、どち

らかというと、子育てサポート事業のイメージを

持っていたのですけれども、それよりはもっと事

業者が行う事業なのだということが今わかったの

ですが。 

週２回、２時間、５世帯というので、訪問支援

員という方は研修を受けることになっていると思

うのですが、事業者がこれから受けるということ

になるのですかね。対応される方はどれぐらいに

なるものなのか、お伺いしたいと思います。 

○岩本純一子育て支援課長 今、委員おっしゃら

れたとおり、訪問支援員につきましては、特段国

のほうで資格要件等は示されていないところにな

ります。資格要件はないのですが、こちらのほう

は、市が実施する研修を受けていただくというよ

うなことで考えております。 

また、研修につきましては、事業者はこれから

決まってくるかと思うのですが、事業者で訪問支

援員になられる方、そういった方に対しまして、
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事業実施前に市のほうで研修を実施しまして、そ

れを受けた上でサービスを提供していただくとい

うことで考えております。 

研修の回数につきましては、事業実施前に１回

と、あと、毎年更新研修といいますか、質の向上

を目指して、毎年研修を受けていただくような、

そういったところで今考えているところでござい

ます。 

○金兵智則委員 何となくわかったような、わか

らないようなという感じの事業かなというふうに

思うのですが。 

先ほど委託料で、家事のほうで週２回、２時

間、５世帯。育児のほうで週３回、２時間、５世

帯分で算出された金額だというふうになっていた

のですが、例えば先ほど相談を受けてサポートプ

ランをつくってというふうにあったのですが、例

えば制限とか、回数何回までしか使えないよと

か、その際、事業を受ける側に費用負担があるか

というところをちょっと説明いただいてもいいで

すか。 

○岩本純一子育て支援課長 回数の制限ですが、

自己負担についての御質問ですが、費用につきま

しては、国のほうでは一部自己負担というところ

で示されているところもあるのですが、こちらの

ほうで新規事業を検討した際に、制度の趣旨から

いいまして、自己負担を導入するとなかなか活用

できないというか、こちらが目指すような支援が

できないというようなそういった支障にもなりか

ねないというところもありますので、自己負担に

ついては、今のところ発生しないような形で考え

ております。 

ただ、一部送迎のサービス等もございますの

で、そういったところについては、実費負担とい

うことで考えているところはございます。 

また、回数の制限ですが、具体的に何回という

ような制限を今持ち合わせていないのですが、あ

る程度の上限はつくっていこうかなとは思ってお

りますが、ただ、サービスの内容によって柔軟に

対応できるような、そういった制限を設けたいと

いうように考えております。 

○金兵智則委員 わかりました。 

課題のクリアに向けてサポートプランをつくっ

ていって、回数の制限は今のところあるかないか

わからないけれども、費用はなしで対応していこ

うというところまではわかりました。 

情報を皆さんで共有するという会議体というの

もつくっていこうという話も、さっき何かあった

のかなという気もするので、ケア会議でしたか、

とかを開いていこうという答弁もあったのですけ

れども、課題がクリアされたのかどうか、結構難

しい課題がいっぱいありますよね。 

それをクリア、課題解決に近づいていますよと

か、課題が解決しましたよという判断というの

は、どこで誰がやって、この事業が打ち切られる

のか、そういった想定というのはどんな感じなの

ですかね。 

○岩本純一子育て支援課長 こちらのサポートプ

ランの検証になりますが、サポートプランは、ま

ず基本的にプランをつくる際には、支援する側と

される側が相談を受けた中で共通の達成目標に向

けてつくるような形になると思うのですが、そこ

にこのサービスを入れ込んでいった中で、定期的

に、おおむね２か月から３か月置きで今検討して

います。必要によっては、もうちょっと短期間に

なりますが、そういった期間の中でサポートプラ

ンの検証を行いたいというふうに思っておりま

す。 

また、その検証に当たっては、今ケア会議とい

うのを設けておりますので、母子保健とか児童福

祉の担当、そういったところが集まって、さらに

事業者ですね、そういった実際にサービスを提供

していただいている方も入っていただきながら、

そこの改善が図られているかどうかを随時確認し

ていって、またそれで改善が見られない場合につ

いては、サポートプランの見直し等も含めてやっ

ていきたいというふうに考えております。 

○金兵智則委員 なかなか難しい事業だなという

ふうに思ってしまいました。 

やられている方からすれば、取りあえず走り出

してみれば、なかなかいけるところもあるのかな

というふうに思いますが、さきにも言いましたけ

れども、やっぱり子育てサポート事業にちょっと

似ているなというところもあるのですが、例えば

最初、物すごい状況が悪くて、この事業を使いま

した。ただ、だんだん改善傾向になり、解決と

いっていいのかどうかわからないですが、ある程

度のところにいった場合に、サポート事業のほう

で受け持ってもらうという言い方が、これはいろ

いろとあると思うので、そういったそっちの方向

に持っていくという方向性を持っているのか、そ



 

- 116 - 

の辺との関係性といえばいいか、何か考えがあれ

ばお伺いしたいというふうに思います。 

○岩本純一子育て支援課長 子育てサポート事業

への引き継ぎという形になるかと思うのですが、

子育てサポート事業というところになりますと、

どうしても自己負担が今度発生してくるような事

業になります。その際、先ほどお話しさせていた

だいたサポートプランの検証も含めまして、そう

いったところで課題がクリアされてきたという場

合には、関係機関の中でも協議しますが、そう

いったところで、このサービスについては子育て

サポート事業への移行というところが可能ではな

いかと、そういったところの検証も含めて、サ

ポートプランにおいて検討させていただくような

そういった形で考えております。 

○金兵智則委員 わかりました。 

取りあえず、今後の動向を見守っていきたいな

というふうに思います。 

次の質問に移ります。最後の質問です。 

産後ケア事業についてお伺いいたします。 

来年度、さらなる拡充が行われるということで

ありましたが、順調に使われている状況であるか

らこその拡充なのかなというふうに思いますけれ

ども、これまでの実績についてお伺いしたいとい

うふうに思います。 

○今野多賀子健康推進課参事 本事業は、令和元

年度に開始しておりますが、最近の利用実績は、

実人数及び当該年度の出生数に対する利用率で、

令和２年度、73人、40.6％、令和３年度、108

人、60.3％、令和４年度、152人、87.9％の実績

となっております。 

○金兵智則委員 わかりました。かなり多くの方

が使われているのだなと。１回以上使われている

方という捉え方でいいですよね。中には、マック

ス使われている方もいれば、１回で終わっている

方もいるけれども、実人数が使われた方はこの割

合だよと。わかりました。かなり使われているの

だなというふうに思いました。 

現在、７回までというふうになっているはずな

のですが、大体この利用された方々、平均で何回

ぐらい使われるものなのですか。 

○今野多賀子健康推進課参事 今年度は、４月か

ら12月生まれまでの対象では109名の利用となっ

ております。年度途中であることから、平均回数

の算出は難しいかと思いますが、令和４年度の数

字となりますが、利用者１人当たり2.2回となっ

ております。 

○金兵智則委員 わかりました。 

本当に順調に使われているように見える事業だ

なというふうに思うのですが、それらを踏まえて

なのかどうなのか、４時間、６時間の来所コース

を新設する、拡充だよということなのですけれど

も、これらを新設した理由についてお伺いしたい

というふうに思います。 

○今野多賀子健康推進課参事 ４時間コース、６

時間コースの新設につきましては、以前実施しま

したアンケートとか、保健師が行う家庭訪問する

中で、保護者からの「種類を増やしてほしいで

す」とか、「睡眠を取るためのケアを受けたい」

などの声があったこと、また、市内委託機関での

対応が可能となったことが主な理由でございま

す。 

○金兵智則委員 種類を増やしてほしい、睡眠に

関すると。睡眠だから長いものなのかということ

なのですよね、多分。ではないのかなと思うので

すけれども、いいですか、その理解で。 

○今野多賀子健康推進課参事 声として睡眠とい

うことは今挙げましたが、睡眠に限らず、お母さ

んが赤ちゃんを見てもらう中で、休養できるとい

うところを目的としております。 

○金兵智則委員 わかります、それはわかりま

す。とてもよくわかります。 

ただ、他市町村では、ロングコースと呼ばれる

長いコースが、ニーズが少ないためにあまりやら

れていないのだという話も伺っているのですが、

アンケートにあったということなのですが、実際

やってみたらありませんでしたというようなこと

はないというふうに理解していいのか、お伺いし

たいというふうに思います。 

○今野多賀子健康推進課参事 ４時間、６時間

コースのニーズの把握につきましては、先ほどお

伝えしたとおり、そのように把握を行っておりま

すが、令和６年度から、現在行っております訪問

型、来所型、あと宿泊型のコースを利用者負担無

料にすることで、そちらの利用回数も増えるので

はないかと見込んでおります。併せて、新しい

コースを新設することで、短いコースも使います

が、長いコースも使っていただいて、自分に合っ

たコースを選んでいただけるのではないかと考え

ております。 
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○金兵智則委員 お母さん方の自分の状況に合っ

たコースを選べるという選択肢を増やすといった

意味もあるのだよという答弁だったのかなという

ふうに理解したいというふうに思いますが、さっ

きロングコースの中で睡眠とか、お母さん方を休

ませるというような話もありましたけれども、そ

の他ケア内容というもので何か想定されているも

のというのはあるのですか。 

○今野多賀子健康推進課参事 お母さんが休養で

きること以外でいきますと、現在の訪問や来所に

よるケアとしての産後の心や体の相談、乳房のケ

アや助言、授乳方法などの相談、赤ちゃんの体重

測定、あと、きょうだいへの関わり方とか、いろ

いろな相談ということを想定しております。 

○金兵智則委員 様々な課題を時間かけてゆっく

りとじっくりとといったようなイメージなのかな

というふうに思いますけれども。 

ところで、お母さん方の中には多くの方が使わ

れているというところもあったのですが、子供が

１歳を迎えてしまった後にこれを知って「使って

みたかったわ」と言われている方もいるそうで

す。周知されているからこそ、これだけ使われて

いるのかなというふうに思うのですが、これまで

そのような状況を聞いたことがあるのかと。88％

もあって、周知方法を考えろというのもちょっと

失礼な話かもしれないですけれども、声があった

というのも踏まえて、何かもし考えがあればお願

いいたします。 

○今野多賀子健康推進課参事 現在のところ、期

限を過ぎてから知ったという声は聞いてはおりま

せんが、現在、利用券をお渡しするのも妊娠届出

時なのですが、妊娠届出時の説明や母親学級、両

親学級に参加された方への説明、あと、新生児訪

問時とか、３から５か月時健診などで、あらゆる

保健事業の際に周知を行っております。 

今後につきましても、利用料無料となるケアも

多いことから、具体的な使用方法がわからない方

とかもいらっしゃるかもしれませんので、具体的

な使用方法など、説明を心がけまして積極的な利

用を呼びかけてまいりたいと考えます。 

○金兵智則委員 わかりました。 

あともう１点、利用期間の要望というのは、何

か届いているものはないのか。 

近隣の美幌町では２歳までということで、たし

か市町村で決められるのですよね。市町村の判断

でというようなことも、たしかガイドラインには

書いてあったと思うので、それで今１歳までに

なっているのだと思うのですが、近隣の美幌町で

は２歳までで、１歳を超えてから回数が３回プラ

スされるといったようなこともあるみたいなので

すが、利用期間延長に関する担当課としての考え

がもしあれば、お伺いしたいというふうに思いま

す。 

○今野多賀子健康推進課参事 利用期間につきま

しては、一部子供が１歳を過ぎても利用できれば

との声があります。厚生労働省の産後ケアガイド

ラインに基づいて、現在のところ１歳未満として

いるところですが、令和３年度から１歳未満への

延長をしまして、回数も７回へ増やしていること

から、様子を見まして、今後も利用状況、利用者

の声を参考に、事業の評価をしてまいりたいと考

えます。 

○金兵智則委員 今後も利用者の声を聞きながら

というような答弁もありましたけれども、従事し

ている方々の声も聞いて、よりよい事業に進めて

いっていただきたいというふうに思いますが、最

後に決意の一端を述べていただければというふう

に思います。お願いいたします。 

○今野多賀子健康推進課参事 今後も利用者の声

を伺いながら、関係機関との情報交換も図りなが

ら、安心して子育てができるよう進めてまいりた

いと思います。 

○金兵智則委員 終わります。 

○井戸達也委員長 次、質疑者。 

小田部委員。 

○小田部照委員 私のほうからも、ほとんどか

ぶってしまったので、簡単に何点か確認だけさせ

ていただきます。 

先ほど来お話しありました看護師復職支援事業

等ですが、これは私も数年前から、看護師、地域

の医療機関、看護師不足で本当に相当御苦労して

いると。担当課もいろいろな病院の現場のほうで

お話を伺って状況をよくわかっていて、こういっ

た支援、復職支援制度を事業化されたということ

で、私も一定程度評価しているところであります

が、先ほど来、他の委員から質疑あったように、

予定しているのは５名程度なのかな、全部、看護

師、介護、障がい福祉従事者、５名程度で５万円

の支援金となっているのですが、これの積算根拠

は一体何なのですかね。 
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商工労働課で持っている若者定着支援金という

のは、これ１人頭５万円なのだけれども、100人

程度見越しているのですよね。そういう意味では

５万円でも、予算的な問題であれなのですが、な

かなかこの５万円という金額、僕はもう少し上げ

るべきだと思います。 

今いろいろ介護従事者の賃金の問題だとか、全

然改善されないで現場のほうは困っているという

ようなお話もよく聞きますので、この辺どういう

積算で５万円としたのでしょうかね。 

○本橋洋樹健康推進課長 看護師復職支援事業で

すが、まず事業の内容としましては、看護師不足

を解消し、安全な医療の提供を図るため、職業紹

介、再就職支援研修、再就職支援金の支給を行う

ものであります。 

先ほどの支援金なのですが、条件ですが、直近

６か月間に看護師として市内で就労していない

で、市内の医療機関に復職し、週15時間以上の勤

務される方に対し支援金として５万円を支給する

という事業であります。 

この復職支援金の額５万円とした理由の一つで

すが、先ほどから出ているように、商工労働課が

実施している若者就業定着推進奨励金との整合性

を図るため、同一金額としております。 

○小田部照委員 若者定着支援金と整合性を図る

必要は全くないのだと思います。 

医療現場、介護現場の本当人手不足、地域医療

の崩壊に至るのではというレベルの一部事業所で

は、網走では大手ということが本当に喫緊、すご

い数の看護師が辞めてしまったのですね。担当課

はわかっていると思うのだけれども。 

そういう意味で急遽、令和６年度、新規事業と

して地域医療を支える、介護現場を支える、支援

するという意味で、立ち上げた事業なのだから、

全く若者定着支援金と整合性を図る必要はないで

すよ、これ。全然意味が違う。 

そして、５名程度、５万円で、果たして来るの

でしょうかね。これ、全然安過ぎますよ。せめて

10万円ぐらい出しても、全然問題ない。10万円出

しても５人、50万円ではないですか。こういうと

ころにはしっかり出さなくてはいけないですよ。

無駄なものは省いて。 

これ、40歳以上というのは、先ほど撤回されま

したけれども、当然のことですよ。これ、６か月

という縛り、今答弁ありましたけれども、ある程

度の基準というのはもちろん必要なのですが、例

えば、辞めてしまった３か月の人がいた。そした

ら、もう３か月待てば５万円支給されるのだよ

と。そうしたら我慢しよう。復職するの３か月我

慢しようと、出てきても普通ですよね。もう少し

で、あと１か月で。 

でも、現場にしたら、すぐにでも働いてほし

い。それぐらい困っているのです、今。これ、ど

うですか。もう少しちょっと柔軟に緩和したほう

がいいのではないですか、これ。 

○結城慎二健康福祉部長 御指摘の、まず金額の

問題ですが、先ほど来申し上げております商工労

働課で行っております就業定着推進奨励金も、人

材確保の意味もありまして実施している事業でご

ざいます。 

我々、健康福祉部の立場からいうと、介護、障

がい、看護の分野、まさに人材不足が進んでおり

まして、深刻な状況であるという認識の下に今回

この事業をつくっておりますが、そのほかの業態

においても、やはり人材不足というのは深刻な状

況にあるということもございます。 

その中で、市全体で人材不足に係る事業を行う

中で、５万円という金額に一度整合性を保った上

でこの事業をスタートしたいというのが我々の考

えでございます。 

支援金の目的は、復職をすることに対して、イ

ンセンティブを持たせることと併せまして、復職

に当たり必要となる一定所要の経済的負担を軽減

するというような意味合いも込めております。 

金額に対する評価、当然もちろん個人の考えに

よりそのお考えは異なるものもあろうかと思いま

すが、まずは、この金額で開始して、先ほども申

し上げました６か月の問題もあります。その６か

月の期間を設けるというのは、やはり市内の中で

人材の取り合いをするというのは本来の目的では

ないですので、一定の期間を設けさせていただい

ているという意味合いです。 

このような形で、一度制度をスタートして、状

態を見た上で、今後の検証の中で見直しが必要で

あれば見直していきますが、まずは、他の人材確

保の施策と整合性を取った上でスタートしていき

たいというのが我々の考えでございます。 

○小田部照委員 担当課の言っている御答弁の内

容も理解できないわけではありませんが、言って

いるとおり、各分野で人材不足、網走は特に人口
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減少が進んでいますので、どこの部署でも、どこ

の業態でも健在化しているのが現状であります。 

でも、あくまで新規の就労、若者の就労支援に

関しては、30歳まで、40歳までの間に拡大したと

いうことは、それは一定程度評価することではあ

りますが、今、そこに整合性と、他の分野もある

から整合性というけれども、ここはあくまで40歳

までなのです。若者の定着なのですよ。でも若者

ではなくたって各分野、バスの運転手、公共交通

の人材確保の補助とかいろいろやっていますが、

網走市の、今御答弁があったように、介護、福

祉、障がい就労支援という意味でも、この分野

に、まず令和６年は重点的に人材確保しなければ

ならないと行政の皆さんが判断し、新規事業とし

て立ち上げたのです。だって、各分野は本当に人

材不足で、そういうものが欲しいですよ。漁業の

ほうも、農業のほうも、建築現場のほうも、どこ

のあれもそうですから。これ必要だと思います

よ。 

そして先ほど来、看護師は半年、さっきちらっ

と、どこか１年とかというお話もあったと思うの

だけれども、これどうして違いがあるのか。 

そして看護師は免許を持っていて、その書類、

証明、いつから離職していたなんて、変な話、何

年も働いていなくてわかりませんという人もいる

だろうし、どうやって証明するのですか、そうい

う基準。もう１回整理して教えてもらっていいで

すか。介護のほうと、障がい者のほうと、看護師

のほうと、復職の基準が全くさっきの答弁では違

うのですけれども、それはなぜなのか。 

○結城慎二健康福祉部長 介護・障がい分野と看

護分野での復職支援金の、まず違いの部分の御説

明をさせていただきます。 

介護・障がい分野につきましては、先ほどお話

が少し出ましたが、再就職する前のお仕事を休ん

でいる期間を、市内の事業所を一度辞めてから、

また市内の事業所に勤務するまでの間を１年とい

うことで設定しております。 

看護については、その１年という期間を１年で

はなく、６か月と設定しております。これはなぜ

かというと、実は介護分野というのが、看護分野

に比べて市内での転籍というのが頻回に発生して

いるという認識にあります。このため、少し期間

を長めに、なぜ期間を設けるかというのは、先ほ

ど申し上げたとおりです。市内での人材の奪い合

いにならないようにという意味合いを込めて、休

んでいる期間の制限をつくっているわけですが、

そうしたことが起こらないように、介護のほうは

少し長めに設定をしているということでございま

す。 

もう１点は、就職後の勤務時間に違いがござい

ます。就職後の勤務時間は、介護・障がい分野

は、雇用保険に加入している方というのを対象と

しております。つまりは週20時間以上の勤務時間

になります。これは、さきに行った潜在有資格者

のアンケートの結果、再就職に当たって勤務日は

週５日、あるいはこだわらないという方の回答が

約７割に達していた。また、勤務時間については

フルタイム、あるいはこだわらないという方が

75％となっていたということなので、短時間勤務

を希望しない割合が高いというふうに判断します

ので雇用保険に入る、つまりは週20時間というの

を設定しました。 

一方、看護のほうは、週15時間に設定しており

ます。これはなぜかというと、同様に行った潜在

看護師のアンケートでは、勤務日、勤務日数でい

うと週３から４という回答が一番多くて約50％。

また、１日の勤務時間は３から４時間が約70％と

なって、短時間勤務を希望する割合が高いという

ふうに判断をしましたので、少しでも就職の機会

を設けたいという意味合いから、ここの勤務日数

については差を設けさせていただいているという

ような状況になっております。 

○小田部照委員 看護師、介護の分野、それぞれ

アンケートも取って、状況が違うから差をつけた

というような御答弁でしたが、あんまりこれ、変

な基準、あまり設けないほうが。 

何せ目的は、現場に復職してもらって働くこと

ですから、変な何かあんまり、６か月空いてない

からあげませんよとか、１年たたないと駄目なの

ですよとか。これ、どうせ、１回しかもらえない

のだから、若者定着支援金もそうだけれども。あ

んまりそういう厳しいといったら変ですが、基準

もう少し緩和して、柔軟に対応してあげないと。

戻ってきてくれる人を１人でも多く、早急に。早

急に欲しいのですから、現場は。そういう対応し

てほしいのですが、どうですか。 

そして、その基準、証明というのはどうやって

するのですか。 

○結城慎二健康福祉部長 基準に関するお考え、
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委員おっしゃるとおりのお考えもあろうかと思い

ますが、まずは、先ほど来申し上げているとお

り、市内での人材の取り合いにならないように一

定の制限を設けた上でスタートさせていただきた

いというふうに考えます。 

その上で事業を行って、先ほどの金額のことも

そうですが、一定期間を経た後に、事後検証を

行って、見直しが必要であれば、そのときには見

直しを行うこともあろうかと思いますが、制度の

目的は、委員おっしゃるとおりです。一日でも早

く人材を確保していきたいという思いは同じです

が、その中で、市内での人材の取り合いにならな

いようにという思いで、この制限を設けていると

いうことは御理解いただきたいと思います。 

また、前職の証明の関係ですが、これは申請を

いただくときに、前の職場から離職した月日の証

明を取っていただいて、それをもって判断をさせ

ていただくということにしております。 

○小田部照委員 だから、さっきも言ったけれど

も、何年も離職してたっていて、いろいろなケー

スがあると思うのですよね。だから、その証明な

かったら駄目だよとか、変な基準、要らないです

よ。だって働いてくれる人いたら、そのための目

的の事業ですから。どうですか、その辺もう

ちょっと柔軟に対応すべきだと思います。 

そして、さっきちょっと、潜在看護師20名にア

ンケートを調査したというのだけれども、どこ

で、働いていないけれども看護師の免許を持って

いる人20名、見つけたのですか。 

○結城慎二健康福祉部長 まず、先ほど申し上げ

ました離職の証明の関係ですが、委員御指摘のよ

うな、例えば長期間、間が空いていて取れないだ

とかは、そこは柔軟に対応させていただきたいと

いうふうに思っております。 

また、今御指摘のありましたアンケート、これ

は、介護職も看護師もそうだったのですが、ＬＩ

ＮＥを使ったアンケートで、グーグルフォームを

使って回答を頂いたというアンケートの調査方法

です。 

○小田部照委員 すみません、ＬＩＮＥを使っ

て、「看護師免許を持っている人で働いていない

人はいますか」と探したのか。どういうこと。 

○結城慎二健康福祉部長 ＬＩＮＥだとかホーム

ページに、「潜在の有資格者の方のアンケートを

やっています。御協力いただける方は、このウェ

ブに入ってアンケートにお答えください」という

ことで、グーグルフォームのほうに入っていただ

いて、アンケートでお答えをいただくという方法

です。 

○小田部照委員 そのアンケート、現役の看護師

なのか、ちょっとわからないのだね、要は。そう

いうことだよね。 

そういう募集はかけたのだけれども、ＬＩＮＥ

の向こうでアンケートに答えてくれた人が20人い

たと。市のホームページとかＬＩＮＥ上で、とい

うことですよね。 

何が言いたいかというか、なかなか僕の周りに

も一定程度看護師の免許は持っているのだけれど

も、子育て忙しくて辞めてしまったとか、いろい

ろな人間関係で辞めてしまって違う仕事をしてい

たり、何もしていなかったりと一定程度いるのだ

けれども、そういう人たちを探し出して、お願い

して、周知するという作業が、すごく大変だと思

うのですよね。 

この事業も、そういう看護師や免許を持って復

職したい人にわかってもらわないと生きてこない

事業なので、周知の仕方、先ほどありましたけれ

ども、もう一度、どんな方法、ありとあらゆる手

段を尽くさなくてはいけないと思うのですが。 

○結城慎二健康福祉部長 まず、アンケートの先

の方のお話ですが、確かに、お答えいただいてい

る方が本当に潜在の有資格者なのかというものは

わかり得ませんが、設問の中に「あなたのお持ち

の資格」という設問を設けて、看護師、准看護

師、助産師、保健師というお答えもいただいてお

りますので、そこはもう信頼するしかないかなと

いうふうには思っております。 

制度の周知というのも、当然大切になろうかと

思います。先ほど来お答えしているとおり、市民

に広く様々な媒体、様々な機会を使ってお知らせ

をするとともに、関係する医療機関なり、介護事

業所等々にも周知をして、とにかく様々な機会、

そして様々、先ほど里見委員からも御指摘を頂き

ました、様々な表現方法を用いながら、周知の方

法をこれから考えていきたいというふうに思って

おります。 

○小田部照委員 中々、新規事業ですので、先ほ

ど金額の面もいろいろ御答弁があったけれども、

一度立ち上げたもので支出して、１年たって５万

円を10万円にしますなどといったら、５万円も



 

- 121 - 

らった人が、何で今さらだよと。なかなか変えら

れるものではないと思います、これね。 

若者定着事業もそうだけれども、一度決めた

ら、もう少しこれは柔軟に、僕は支援してあげる

べき業態だと、特に介護の人材なんてね、本当に

大変な、なかなか賃金が上がらなくて。 

先日、ちょっと男子、若者の方からいろいろ相

談を受けて、結局その人、介護の世界ではなかな

か稼げないから船に乗りますと。今年の春からホ

タテ漁船に乗ることに決まりましたけれども。 

それはホタテ船としてはありがたいですけれど

も、さっき言ってたような、人材の取り合いでは

ないですけれども、網走には、もう決まった人

数、人口、そしてどんどん減っていっているのだ

から、取り合いというよりは、決まったところで

働いてもらうしかないのだけれども、外部から入

れたりだとか。 

そういう意味では、もう少し金額も、いろいろ

本当、もう少し柔軟に考えていって、この地域医

療、介護のほうのさらなる維持、構築にしっかり

努めていっていただきたいと思います。 

担当課、現場のほうにもしっかり足を運んで、

よく話を聞いているというのも聞いていますの

で、そういう意味ではあれなのですが、もう少し

柔軟性を持って対応していただきたいと思いま

す。 

次に、これも毎年聞いております、障がい者就

労支援事業、これもいろいろ様々な施策をしてい

ながら、なかなか障がい者の就労につながらな

い、障がい者就労率も上がってこないというのが

実態であります。 

また、これには、まず網走市独自の実態の調査

が必要だよと、今まで何度も質問して御答弁も頂

いておりますが、令和６年度、障がい者就労支援

に当たって、そういった実態調査も含め、どのよ

うに取り組んでいかれるおつもりなのか、伺いま

す。 

○清杉利明社会福祉課長 令和６年度につきまし

ては、３年ごとに実施しております就労実態基礎

調査を実施する予定となっておりまして、今年度

策定しております障がい福祉計画策定時に行った

アンケート調査結果に基づきまして、障がいのあ

る方が就労を望む業種や人材不足の業種を重点的

に対象としまして、また、従業員数の多い企業な

どにも調査をお送りしまして、例年の100社から

200社へ増やして調査を実施する予定としており

ます。 

○小田部照委員 100社から200社に増やして調査

を実施すると。要するに、網走市で障がい者の就

労実態はどうなっているのか、しっかり調査し

て、現状を把握しないと、この様々な施策、やっ

ぱり実態を把握して施策を打っていかないといけ

ない。なかなかハローワーク管内ではないとわか

らないとか、今まで御答弁いただいていたので、 

法定雇用率の関係でいえば、何十人以上の雇用し

ている会社と決まっていますので、網走はそんな

に何百社とあるわけではないので、これちゃんと

現場で話を聞いて、満たしているのかどうかも確

認して、現状、障がい者の方が何人いて、どうい

う就労に就きたいと思っている人が何人いて、そ

して実際就労に就けていないのか、そういう実態

の調査が必要で、そういう調査をしていかない

で、実態を把握しないままいろいろな事業を一生

懸命やっているのだけれども、なかなか実のある

事業になっていかないというのが実態ですよね。

就労率も全然上がっていかないのだから。 

これ全部、昨日の話もそうですが、日体大、

せっかく誘致して、支援して、何とか網走に定着

する学校になってほしいと、みんな頑張っている

のに、この網走自体全体が、障がい者に優しい明

るいまちとなっていかないと、親御さんも安心し

て預けられませんよ。全部つながってきますよ、

これ。 

もう少し実のある事業にするためにも、障がい

者就労支援率が上がっていくためにも、網走市独

自の実態調査、もう少し本気出してやってほしい

と思いますが、いかがですか。 

○清杉利明社会福祉課長 全数の実態調査という

のは難しいというふうには考えておりますが、今

年度実施しました、先ほども申し上げた障がい者

福祉計画でのアンケートの中でも調査をしており

まして、「就労していない」、もしくは「未回

答」と回答がありました132名のうち、57名、

43％の方が、「働きたいけれども働けない」とい

うふうに回答を頂いております。 

また、「働きたいが働けない」と回答した57名

のうち「障がいが重い、病弱のため働けない」と

回答した方が32名、28％おりますので、「働ける

状態ではあるが働けない」方というのは25名、

19％となっており、傾向としてはこのような傾向
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で、全体としての傾向としてはつかまえている状

況でございます。 

○小田部照委員 今御答弁いただきました25名、

働きたいけれども、重度の障がい、体調が悪いか

ら、働けないというのは、ちょっとやむを得ない

というか、なかなか今は対応し切れない部分もあ

るのかもしれませんが、健康で働ける状態なのに

働けない方25名、これ何百人いるわけではないの

だから、一人一人当たって、どういう就労先があ

るのか、企業も含めて、企業もいろいろ雇用して

くれるようにお願いして回らなくてはいけないの

でしょうから、現場に足運んで、そういう取組が

ないと全然進んでいかないですよ、これ。 

いろいろな講習会を開いて、僕も何度か足運ん

で現場見ていますけれども、いろいろな会社に案

内は出してるのはわかっていますけれども、大体

毎年、来てくれるところは決まったような事業所

何社かで、これしようがないですよね。これ、何

回講習会開いても、多分一緒だと思います。お願

いしに歩いても。 

でも一つ一つ、だからその現場の実態調査をし

て、会社の雇用状況も見ながら、そして働きたい

障がいのある方々のお話もよく聞きながら、しっ

かりマッチングさせて、障がいのある方も、ない

方も、しっかりと共存していける網走になってい

けるように努めていっていただきたいと思いま

す。 

ちなみに、去年、市役所自体が法定雇用率を満

たしていないというような事態がありました。現

状、これから春、人事で市長部局、教育部局、そ

れぞれ法定雇用率が違いますが、現状満たしてい

ないままなのか、改善されているのか、ちょっと

確認させてください。そして、令和６年はどうい

う見通しなのか、伺います。 

○清杉利明社会福祉課長 令和５年６月１日現在

については、公表されておりますので、こちらの

ほうで押さえていますけれども、令和６年度以降

の採用についてのことは、当課では答弁できない

という状況でございます。 

○小田部照委員 令和５年、満たしていなかった

でしょう。 

○清杉利明社会福祉課長 昨年度ですね。令和５

年６月１日の状況でいきますと、網走市が

2.85％、網走市教育委員会が3.09％となっており

ます。昨年度の決算委員会か何かでお答えしたの

は、令和４年６月１日の状況しかわからなかった

ので、それで御答弁させていただいたと思いま

す。そのときには、網走市が3.23％、網走市教育

委員会が2.49％ということで、教育委員会のほう

は満たしていなかったということでございます。 

○小田部照委員 法定雇用率も年々上がって引き

上げになっているのですよね、今現状。今、要す

るに、市は改善されてしっかり満たしていると。

当然のことなのですが。という理解でいいです

ね。 

○清杉利明社会福祉課長 令和５年６月１日では

満たしていまして、法定雇用率ということでは、

どちらも2.6％と今現在なっておりますが、当然

それを満たしていくことは努力していかなければ

いけないことだとは思います。 

○小田部照委員 努力するのは当然のことです。

市役所が先頭になってね、今、民間企業、網走市

が障がい者の就労を広げようとお願いしている側

なのだから、当たり前のことですよ、これ。 

これから春、人事あるけれども、先日、昨年の

決算委員会で副市長も御答弁していたけれども、

人事の関係でみたいな、人を動かしたからちょっ

とずれてしまったのですみたいな言い訳していた

けれども、そういう問題ではないのだよ。 

法定雇用率、市役所、満たしていないのであれ

ば、市民の理解と協力にはつながらないのだか

ら、そんなもの当然のことであって、しっかり障

がい者の雇用も先頭になって、推進して、対応し

て、雇用も進めていっていただきたいと思いま

す。 

いずれにせよ、いろいろ諸課題、障がい者就労

についても、令和６年、いろいろあると思います

が、しっかりと実のある事業になるために、今ま

で以上により一層の工夫と努力を重ねて、努めて

いっていただきたいと思います。 

終わります。 

○井戸達也委員長 それでは、次の質疑者、挙手

願います。 

古都委員。 

○古都宣裕委員 もう大分いろいろ質疑していた

だいているので、端的に私から質疑させていただ

きます。 

まず、21ページ、指定ごみ袋収集手数料、ごみ

処分手数料について伺います。 

これは前年度よりも下がっているのですが、下
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がるとした根拠は何でしょうか。人口減なので

しょうか、お示しください。 

○近藤賢生活環境課長 衛生手数料のごみ処分手

数料と指定ごみ袋手数料が減額している理由です

が、ごみ処分手数料は、令和５年度の搬入実績か

ら計算しておりまして、事業系ごみが減少してい

る見込みから減額すると見込んでおります。前年

度の予算時より250トン少なくなるだろうという

ことで計算をしております。 

また、家庭ごみの持ち込みについても、減少傾

向があることから、合わせて予算上は305万円減

額しております。 

また、指定ごみ袋手数料ですが、昨年は令和４

年度に指定ごみ袋が不足した次の年であったため

反動で指定ごみ袋の交付枚数が増加したところで

すが、令和６年度については、令和４年度並みの

推移になると令和５年度の様子を見ると見込んで

おりまして、減額して計上させていただいたとこ

ろでございます。 

○古都宣裕委員 理解しました。 

次、25ページ、児童福祉費補助金なのですが、

これは児童虐待ＤＶ対策総合支援事業補助金とし

て、これがアップしているのですよね。 

どういう理由でアップしたのか、網走でこうい

う事例が多いからアップしたのかどうかというの

がちょっとよくわからなかったので、アップした

理由を教えてください。 

○東出信幸子育て支援課参事 歳入予算が増額と

なっている理由につきましては、補助金の対象経

費となっております家庭児童相談員の会計年度任

用職員、賃金改定による報酬の増や勤勉手当新設

による増があり、それにより補助金が増額となっ

ております。 

○古都宣裕委員 理解いたしました。 

次に、61ページ、障がい者理解促進啓発事業、

これ、ずっと以前、私が今回当選の前の議員のと

きからもずっとあるやつなので、多分同じ内容か

なと思うのですが、確認なのですが、これはたし

かポスター等を作って理解促進を図るような事業

だったように記憶しているのですが間違いないで

しょうか。 

○清杉利明社会福祉課長 障がい者理解促進啓発

事業についてですが、こちらにつきましては、令

和５年度の内容としましては、周知を図ることの

ほか、道の駅の福祉直売所フククルと言いまし

て、道の駅流氷街道網走で営業しております野菜

直売所をやっておりますが、そこを活用しまし

て、平日の火曜、木曜日に、障がい福祉団体が製

作しました製品などの販売を実施しております。 

また、コロナ禍におきましては、開催を自粛し

ておりましたが、令和５年度につきましては、

「にじいろ音楽祭2023」としまして、令和５年の

12月に日体大附属高等支援学校とか、福祉施設の

方、また手話サークルの皆さんを含めまして音楽

祭のほうを開催しております。障がい者の方への

理解を深める事業としまして実施しております。 

また、ここでは、ヘルプカードを発行したり、

ヘルプマークを配布したりする事業も、併せて実

施しているところでございます。 

○古都宣裕委員 本年度も、道の駅の部分はたし

かなくなるはずですが、似たようなことをされる

のかなと思うのです。 

ただ、これですね、その下のほうにジョブコー

チ養成研修事業とあるのですが、14万円はずっと

変わらないので、多分２名分だというふうにずっ

と理解しているのですが、以前質問したことある

のですが、なかなか養成補助をしているのですけ

れども企業側がされないというふうなことがあっ

て、そんなときは網走の市役所職員が受けられて

はいかがですかと言ったら、研究するという答え

だったのですが、今回もしそういったときがあっ

た場合、職員がジョブコーチを受講して、いろい

ろアドバイスできるようなスペシャリストを職員

内につくるという考えはありますでしょうか。 

○結城慎二健康福祉部長 ジョブコーチの研修の

関係ですが、市の職員が行くというよりも、もし

必要があるのであれば、例えば相談支援事業所で

福祉に長く関わっている方が行くというのは少し

意味があろうかと思いますが、今の段階で、例え

ば市の職員が行くと、市の職員は異動があるもの

ですから、なかなかちょっとそこは難しいかなと

思います。 

ただ、我々の目的としては、市内の企業なり就

労支援する事業所の方がジョブコーチの研修を受

けて、その資格を有して活動していただきたいと

いう思いを込めてのこの事業ですから、その目的

は崩さないでいきたいと思いますし、障がい者の

就労支援事業所ではない民間の事業所のほうにも

広く声をかけていきたいと考えております。 

○古都宣裕委員 もちろん、まず一般の事業所か
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ら受けるのが一番いいのかなと思いますが、なか

なか埋まらないけれども、毎年一応継続している

という現実があるのだと思います。 

そんなとき別に網走の職員が受けれる人がいる

のであれば、受けた上で異動してもその異動先

で、別にいろいろな職業の方と関わるので、そう

した部分で障がい者の理解促進につながるので、

全く意味がないことではないと思うのですが、い

かがでしょう。 

○結城慎二健康福祉部長 広い意味では確かにそ

うかもしれませんが、我々異動した先では異動し

た先での仕事も当然ございますので、そこを例え

ば障がいの仕事と兼務というのはなかなか難しい

こともあります。 

ただ、広い意味で市全体が例えば障がいのある

方の就労支援していくのだよという方向性の中

で、業務に関わるというのはあろうかと思います

けれども、それを兼務のような形でやるというの

はなかなか難しいかなと思いますので、市の職員

というよりは、やはり関係する事業者、あるいは

障がいのある方の就労を支援しようとする民間事

業者の方への研修参加を働きかけていきたいと思

います。 

○古都宣裕委員 まず第一は、そこが埋まること

が一番だと当然思うのですが、そういった部分も

考えていく必要があるのではないのかなと思いま

す。 

次に、軽度・中等度難聴者補聴器購入助成事業

ということで、先ほど松浦委員からも質問されて

いたのですけれども、補聴器が物すごい高いとい

うのは、私も本当にそう思います。であるなら

ば、これ聞くと、10万円に対して３万円、４万円

くらいで、やはり手出しが５万円とか、それぐら

いにはなってしまうのではないかと思うのですけ

れども、それが今、年金で暮らしている方とかに

対しては、いきなり５万円だの６万円だの出して

くれと言われてもそれは厳しいと。 

それを考えたなら、例えば不要になった方、残

念ながら亡くなったりだとか、程度が重くなって

中度・軽度のものが要らなくなった方に安く譲っ

てもらったりしてリユースもしくは市で何台か

買ってリースなどの形を考えていったほうが、た

だで貸すのではなくて、低額でももらった上で

やって回していくような形にしたほうが、なかな

か手が出ないではなくて、そういった方々に利用

してもらえるようにしていくべきなのではないか

と思うのですけれども、そういった考えはお持ち

でしょうか。 

○結城慎二健康福祉部長 今、補聴器の中古品の

お話なのかなと思うのですが、御承知かと思いま

すが、補聴器については個人個人にフィッティン

グを行うことになります。個人の聞こえ方に対し

て、補聴器の性能を合わせていくという作業で、

それがほかの人の聞こえ方に合っている補聴器を

使うと、余計聞きづらくなったり、体に不調を来

すことになりますので、なかなか他の人が使って

いた補聴器を下取りするような支援というのは、

市としてはなかなか考えづらいかなと思います。 

○古都宣裕委員 フィッティングができるのだっ

たら、別にリフィッティングといって、もう一回

フィッティングし直すことが可能だと思うのです

けれども、それは不可能なものの類いなのでしょ

うか。 

○結城慎二健康福祉部長 調査したことはないで

すけれども、あまりそうしたことをやっていると

いうのも聞いたことがないですし、行政がほかの

人が使っていたもののリユースを仲介するという

事業を行うこと自体が、いかがかなという所感は

持っております。 

○古都宣裕委員 口に入れるようなものでもない

し、衛生的にもそこまで問題はないのかなとは思

うのですが、困っている方、やっぱり経済的に一

番困るのに高額なものが必要だというところが

やっぱり一番のネックなのではないかなと思いま

す。 

それを考えたときに、いかに利用してもらう

か。今、補助金をつくっていただきましたけれど

も、それでもやっぱり高いものは高い。なかなか

手が出ないなというところもあります。だからそ

ういった部分もいろいろな方向性を考えて、これ

は無理だろうではなくて、まず調べてみるという

のが私は大事ではないかなと思います。 

次に、第７期障がい者福祉計画というのを先日

発表されていたのですけれども、その中で、令和

６年度、地域生活支援拠点を整備するとあったの

ですけれども、これがちょっと事業項目の中に見

当たらなくて、どこにどのような形で整備して、

項目としてはどこに入っていたのかなというのが

わからなかったので、お示しください。 

○清杉利明社会福祉課長 地域生活支援拠点につ
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いてですが、地域生活支援拠点につきましては、

障がいがある方の高齢化、重度化や親なき後を見

据えた住み慣れた地域で安心して暮らしていける

ような、様々な支援を切れ目なく提供するための

仕組みでございまして、第７次網走市障がい者福

祉計画では、令和６年度において整備することを

目指しております。 

この地域生活支援拠点では、斜里町、清里町、

小清水町、大空町と共同設置をしております障が

い者基幹相談支援センターを総合窓口としまし

て、この地域の既存の地域資源を活用すること

で、現在、１市４町において協議を進めておりま

すが、その業務につきましては、基幹相談支援セ

ンターへの委託業務に含まれ、新たな財政負担を

生じない見込みでございます。 

今後も設置に向けまして、１市４町での協議を

進めてまいりたいというふうに考えております。 

○古都宣裕委員 理解しました。今あるところの

中で、その中の業務の幅が広がるというような理

解で合っているのかなと思います。 

次に、様々な復職支援の補助金に対してお話が

あったので、１点だけ確認したいのが、どういう

形でお支払いになるのかなというのが気になりま

して、事業所に渡して、本人にどういう形で渡る

のか、それとも、本人に渡してくださいという形

でいくのか。事業所がその中から給与みたいな形

で支払うのか、どういった形になっているのか、

それとも事業者任せになっているのか、その辺を

教えてください。 

○結城慎二健康福祉部長 この支援金は、本人の

申請に基づいて本人に対してお支払いするもので

す。 

○古都宣裕委員 では、本人がわからなくて申請

していなかった場合というのは支払われないとい

うことなのですか。 

○結城慎二健康福祉部長 今想定しているのは、

就職後１年以内であれば、遡って申請できること

にしようと考えております。 

○古都宣裕委員 本人の申請であるならば、網走

市内の事業所に周知するのが手っ取り早いのかな

というふうには思うのですが、その辺の周知とい

うのはどういう形になるのですか。 

○結城慎二健康福祉部長 先ほども複数の委員に

もお答えをさせていただきましたけれども、当然

市民周知を図ると同時に、関係する医療機関、事

業所に対しても周知を行ってまいります。 

○古都宣裕委員 理解いたしました。 

次に、71ページ、移動型医療サービス推進事業

について伺います。 

これは、ＭａａＳの整備だと思うのですけれど

も、昨年4,851万5,000円で整備されて、これはも

ちろん車両代等が入っていると思うんですが、令

和５年、もちろん車両が整備されたので、今年度

は2,500万円ほどになっていますけれども、まず

令和５年度の内訳、どのようになっていたのか教

えてください。 

○本橋洋樹健康推進課長 移動型医療サービスの

推進事業の事業経費につきましてですが、令和５

年度、現在もまだ進行中になっていますけれど

も、予算ベースで車両の購入費で約1,650万円、

医療機器との購入費で約51万7,000円、事業等の

推進に当たるコンサルタント等のプロジェクト推

進費としまして1,400万円、その他、システムの

構築、初期費用で361万円、その他、体制整備や

実務化研修、連絡調整に係る費用としまして341

万円、運行委託費用といたしまして244万円、シ

ステム利用料としまして137万円、合計金額です

が約4,650万円。これに関しましては、受託事業

者に当たる業務委託料として支出する予定となっ

ております。 

○古都宣裕委員 昨年11月末整備で12月から稼働

したのかなと思いますが、その後、そうしたら４

か月分の委託の中で動いて、今年度は１年分とい

う計算になっているのだと思います。それで理解

いたします。 

 次に、75ページ……。 

○井戸達也委員長 古都委員の質疑の途中です

が、ここで暫時休憩いたします。 

再開は、午後６時20分とします。 

 午後６時10分 休憩 

───────────────────────── 

午後６時19分 再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開しま

す。 

質疑を続行します。 

古都委員。 

○古都宣裕委員 次に75ページ、食育推進事業に

ついて伺います。 

食育推進事業、昨年は推進事業に９万4,000

円、講演会に84万5,000円ということだったので
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すけれども、本年は、講演会はどのような形で行

うのか。また、今回推進計画というのがあるので

すけれども、どのような進捗を予定していますで

しょうか。 

○本橋洋樹健康推進課長 まず、食育講演会開催

事業についてでありますが、食育活動を継続し、

より一層効果的に食育の推進を図るため、第３次

網走市食育推進計画に基づき、食育展等のイベン

トや網走市食生活改善協議会と連携した料理教室

等を通じて、市民への啓発活動や周知活動に取り

組んでいるところであります。 

令和５年度より、改めて食への理解や関心を高

める機会として、毎年６月の食育月間に著名講師

を招聘し、食育に関する講演会を開催しており、

令和６年度は講演会を開催するとともに、令和５

年度開催時のアンケート結果に基づき、市民参加

型の料理教室も開催し、体験型の食に触れ合う機

会の創出を図ろうとするものです。 

実施時期は６月、食育月間に開催を予定してお

ります。内容としましては、食育普及に関する講

演と、北海道の農畜産物、食文化に関する料理教

室、講師については現在調整中でございます。 

続きまして、食育推進計画の策定事業について

でありますが、策定のスケジュール感といたしま

しては、現在、令和６年第１回網走市食育推進会

議を本年１月24日に開催し、以降、庁内の会議を

都度開催し、計画素案を整理するところでありま

す。 

来年度上期に第２回の食育推進会議を開催し、

素案について議論をする予定でございます。その

後、パブリックコメント等の実施を含め、細かな

修正を行いながら、令和６年度末に第４次計画を

策定予定でございます。 

○古都宣裕委員 食育推進計画、食育推進委員と

いうのを選んで、コロナもあって、令和５年に５

類になったけれども開催されずに、やっと動き出

した感があるのですけれども、これ何回ほど開催

して、この計画策定に至る、今のところ、場合に

よっては回数も多くなるかもしれないし、減るか

もしれないとは思うのですけれども、どれぐらい

のスパンでやっていく計画なのでしょうか。 

○阿部昌和健康推進課参事 先ほどスケジュール

感をお伝えさせていただきましたが、先ほどお伝

えしました１月24日に第１回の網走市食育推進会

議を開催したところでありますが、その後、推進

会議の開催といたしましては、次回が令和６年度

上期に第２回の食育推進会議を開催し、令和６年

度下期に第３回の食育推進会議を開催する予定で

ございます。 

○古都宣裕委員 令和６年の中で３回ほど会議を

予定して、それで計画を策定するという理解なの

でしょうか。 

ということは、次、集まったときには、もうほ

とんど素案ができて、３回目にコンクリートする

ような、結構集まる回数にしては相当ハイピッチ

でやらなければいけないのかなという気がするの

ですけれども、その理解で間違いなかったです

か。 

○阿部昌和健康推進課参事 現在そのようなスケ

ジュール感で進めているところでございます。 

○古都宣裕委員 かなり１回１回が濃密な会議に

なるのだろうなというふうに考えますけれども、

令和５年が５類のときに進まなかった理由等につ

いては、決算のときに伺いたいなと思うので、次

に入ります。 

次、先ほど来、澤谷委員からも質疑があった動

物愛護理解促進事業について、ちょっとだけ触れ

たいと思うのですけれども、地域猫等に対するこ

とでありますけれども、地域猫に対して、市とし

て推進していく予定なのかどうかというのを伺い

たくて、餌やりをやると将来的に地域のトラブル

に発展する可能性をはらんでいると思います。 

餌やりをすることで猫が寄ってきて、普段来な

かったところに来てしまったりした場合は、なか

なか車に傷がついたりだとか、トラブルにつなが

りかねないと私はちょっと危惧するのですけれど

も、そうなったときに、まちが推進している場

合、まちにも少なからず責任がちょっと生まれか

ねないのかなという部分をちょっと危惧している

ので、その辺の理解についてはどのようになって

いるかお示しください。 

○近藤賢生活環境課長 地域猫の関係ですが、今

のところ、一部の町内会のエリアで猫がさまよい

歩いていて、面倒を見ている方がいらっしゃると

か、それで捕まえようと思っても捕まえることも

できないとか、そういった問題もあります。 

そういったことで、猫がもうほぼ野生化してし

まって、人慣れしていなくて、常にいるのだけれ

ども捕まえることができないというような地区も

ございますので、まずそういった猫をどのように
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対処するのか、地域で課題になっている地区があ

るので、そこは、市全体で餌やりを推奨するとか

そういうことではなくて、困っている地域におい

て猫の対応をどうするかということを勉強したい

という活動で考えておりまして、まずは先進して

やっている地域猫の講師の方を呼んで、どのよう

な活動をして対応をしているのかということを行

政も地域も含めて勉強をしていきたいというふう

に考えているところです。 

○古都宣裕委員 理解しました。 

事業的に動物愛護しながら、ちょっと下に行く

という、野犬は掃討するというのはちょっと気持

ち的には微妙な感じがするのですけれども、その

下の蜂の巣駆除事業、これも何度かあったのです

けれども、４月、５月がたしか女王蜂とかが一番

移動する時期なのですけれども、北海道だとよう

やく雪が解けてきてという時期に、そうした女王

蜂を今ハチトラップになるものがあって、そう

いったものをまちなかに仕掛けると、それは当然

蜂が寄ってきて危ないので、市有林だとか、そう

いった部分に委託業者に大きく仕掛けてもらうこ

とによって、そもそもの女王蜂の数を減らすこと

によって、市民の危険を減らすことが私は大事で

はないのかなと思うのですが、お考えとしてはい

かがでしょう。 

○近藤賢生活環境課長 蜂の巣駆除事業ですが、

現在は市民の方から巣が見つかったときに取って

ほしいということで対応しております。 

ただいま委員から御指摘のありました女王蜂を

何とかして捕まえるというやり方で、トラップを

設置して女王蜂を何とか駆除するというやり方に

ついては、今のところ私どもとしては持っていな

かったところなので、そこはうまい方法を研究し

てまいりたいと考えます。 

○古都宣裕委員 市民が危険にさらされる前に何

とかするのが大事かなと思うので、その辺はよく

お願いいたします。 

次にその下、ごみ処理理解促進事業について伺

います。 

これ内容、先ほど聞いたのでわかったのですけ

れども、ごみの減容化を考えたときに、ここは減

らしていくことが本当によかったのか。 

私はちょっと疑問なのですけれども、網走市と

しては今減容化を推進している中で、ごみ通信の

回数を減らすことによって、そうした理解の促進

が遅れて、せっかく減容化を目指している中に、

本当にごみ通信を減らしてよかったのでしょう

か、どうなのでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 ごみ処理理解促進事業に

ついてですが、令和５年度より予算額を減らして

おります。 

なお、令和５年度については、先ほども説明し

ましたが、動画を作成するための機材購入費を計

上していた分20万円をつけておりましたので、平

成６年度は減らしております。 

ごみ通信ですが、令和４年８月からは、毎月出

して皆さんに理解を求めておりました。令和５年

は二月置きに年６回、令和６年は回数を年４回の

季節刊としたところですが、特にお知らせしたい

内容を掲載して配布するとともに、動画を作って

ネット上の情報も充実させていくことを考えてお

ります。 

また、市の広報あばしりでも、ごみのコラムに

ついて掲載することを検討しておりまして、予算

額は減らしておりますが、啓発は引き続き、この

理解促進事業で進めてまいります。 

○古都宣裕委員 これは、全体的に見たら小さな

額で、去年同様のごみ通信の料とかだと、きっと

300万円くらいだったのが半分に、回数が減った

ので単純計算で半分になったのかなと思うのです

けれども、そうではなくて、違う方向で理解促進

を図ろうとか、今ＬＩＮＥとかもありますし、そ

ういう通信の中で、普段届いていない人にどう

やって届けるかというのを考えていくべき事業な

のに減らしたというのは、ちょっと私は減容化促

進と頑張っている中で、ここを減らしてしまう意

味がちょっとわからなかったのですけれども、そ

れを減らした中でどうそれを補うようにやってい

くかというと、今のお話だとちょっと足りないの

ではないかなと思うのですけれども、いかがです

か。 

○近藤賢生活環境課長 市のほうで構築している

ＬＩＮＥとか、市のホームページなども使いまし

て、情報を充実させていきますので、その分につ

いては、こちらの予算には入っていない状況にな

ります。 

○古都宣裕委員 様々なツール使ってしっかりと

ＰＲした上で、減容化も含めた上でしっかりと理

解の促進というのは大事な部分であると思いま

す。しっかりお願いいたします。 



 

- 128 - 

次に、77ページですね。先ほど来、埋立処理事

業の内容についてあったのですけれども、二軸破

砕機、八坂の電気事業等の更新とかとあったので

すけれども、それぞれこの中に入っている予算額

というのは、大体どれぐらいになっていますか。 

○近藤賢生活環境課長 令和６年度予算の埋立処

理事業では、まずは最終処分場の維持管理業務が

ございまして、こちらが6,500万円、それから、

八坂の埋立処理施設の汚水管の清掃口の取付け業

務委託が238万7,000円、八坂の高圧受電装置の改

修工事739万円、それから光熱水費につきまして

は、こちらも177万円と電気代が増えておりま

す。それから、自走式破砕機を動かすようになり

ますので、定期的な整備点検に35万円、そのほ

か、処分場の残余測量業務もございまして、こち

らが、年に４回測量することで172万7,000円とい

うふうに計上したところでございます。 

○古都宣裕委員 計算合わなくないですか。 

○井戸達也委員長 暫時休憩いたします。 

 午後６時35分 休憩 

───────────────────────── 

午後６時37分 再開 

○井戸達也委員長 それでは再開いたします。 

古都委員の質疑に対する答弁から。 

生活環境課長。 

○近藤賢生活環境課長 すみません、埋立処理事

業の内訳について、改めて説明させていただきま

す。 

まず、大分類で説明しますが、浸出水処理施設

の薬品の購入費が176万1,000円、消耗品が28万

9,000円、光熱費が1,112万6,000円、修繕料が65

万円、委託料関係が7,649万円、別のその他の委

託料が742万7,000円、賃借料が33万円、工事請負

費が先ほどの受電設備で739万円、原材料費が37

万円で、１億583万3,000円です。 

委託料の内訳ですが、施設の委託料は、埋立処

理場の維持管理が6,500万円、浸出水処理施設の

委託が1,089万円、電気工作物の点検委託が17万

6,000円、八坂の施設の除雪費用が42万4,000円で

7,649万円です。 

そして、その他の委託料というのが、遮水シー

トの点検と修繕は定期的にやっているもので260

万7,000円、海洋モニタリング調査、これ下の明

治地区の下流のオホーツク海のモニタリング調査

をしているのが30万円、それから最終処分場のガ

スが出てきますので、そこのガスの調査が19万

2,000円、残余容量測量が172万7,000円、現在使

用している最終処分場の圧送管、これ汚水が流れ

る管ですが、その清掃が21万4,000円、そして旧

処分場、八坂の排水口の清掃が238万7,000円で、

こちらが742万7,000円という内訳の中身です。 

以上です。 

○古都宣裕委員 細かくありがとうございます。 

次に、廃棄物広域化推進協議会負担金というの

があるのですけれども、負担金で調査もその下に

あるのですけれども、この調査費負担金というの

が、以前、委員会で話したところ、網走市の生ご

み処理がうまくいかなかったときだから網走の負

担金が高くなっていますよというお話でした。翌

年度になるとそれは改善されるのですねという話

をしていたら、そのとおりですという答弁だった

と記憶しているのですけれども。 

となると、これは全体が幾らで、前回が何割

だったのか、網走はどれくらい負担が減ったのか

な。広域化の調査費についても7,551万円と大き

いので、これは全体が幾らで、そのうち網走が負

担している分がこの7,500万円ですよというの

が、同じ負担割合なのだと思うのですけれども、

その内容と全額がどんなものなのかというのを示

してください。 

○田中正幸生活環境課参事 まず、廃棄物処理広

域化推進協議会負担金のところで、１市４町の負

担割合についてですが、令和５年度につきまして

は、中間処理施設の供用開始を令和10年とした可

燃ごみ量の推計値を出しておりまして、網走市が

42％、斜里町19％、小清水町５％、それから大空

町５％、美幌町29％となっておりました。 

それから令和６年度につきましては、施設の供

用開始を令和11年度の可燃ごみ量の推計値を出し

ておりまして、網走市が44％、斜里町19％、小清

水町５％、大空町５％、美幌町28％となっており

ます。 

それで、令和５年度については、網走市の燃え

るごみの量というのは、堆肥化処理を継続して、

堆肥化残渣を焼却するという想定で算出しており

ましたが、中間処理の方式については、現在、焼

却またはメタンコンバインドという二つの方式で

検討しておりますので、令和６年度については、

燃えるごみの量に生ごみ全量を含めて割合を算出

しております。 
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それから廃棄物処理広域化推進協議会の負担金

になりますが、網走市の負担金額の合計が2,603

万4,000円となっておりまして、これは協議会の

ほうで実施する各種の調査業務等の合計に網走市

の負担割合、令和６年度の44％を掛けた金額と

なっております。 

○古都宣裕委員 網走市44％、斜里町19％、小清

水町５％、大空町５％、美幌町28％と２回目のと

きにおっしゃっていたと思うのですけれども、そ

れ101％になりませんか。どこか違うのではない

かなと思うのですけれども。 

○田中正幸生活環境課参事 すみません、先ほど

の説明に誤りがありました。 

斜里町19％というふうに御説明しましたが、

18％の間違いでした。申し訳ありませんでした。 

○古都宣裕委員 令和６年度になったら負担金は

減るのだろうなと思っていたら、逆に増やされる

というので、ちょっと驚きなのですけれども。 

あと、先ほど広域中間処理施設整備調査事業

で、網走市が7,551万9,000円負担しているのです

けれども、全体がどれぐらいで、網走市が7,500

万円なのですか。 

○田中正幸生活環境課参事 広域廃棄物中間処理

施設整備調査事業についてですが、こちらの事業

は、国の交付金を受けて行う事業となっておりま

して、協議会では交付金の事業主体になれないと

いうことで、網走市が代表になって行うものとな

ります。 

事業費が7,551万9,000円となっておりますけれ

ども、このうち国の交付金を除いた額の事業費に

各市町の負担割合を掛けまして、それぞれのまち

が負担するということで、網走以外の４町から負

担金を受けるという形になっておりまして、これ

全額を網走市が負担するというものではございま

せん。うち、網走市の負担分が2,781万3,000円と

なっております。 

○古都宣裕委員 7,551万9,000円というのが、全

体調査に関わる事業費なのだというふうな説明

だったと思います。そのうち2,781万7,000円が網

走市の持ち出しでやる分ですよと。ほかは国の補

助金なり、ほかの町村の負担分なので、数字上と

しては窓口として網走市が書いてあるだけであっ

て、実質負担額は違いますという説明だったとい

うので、理解させていただきます。 

次に、美化活動推進事業というので、先ほど来

も質問あったのですけれども、これアプリをわざ

わざ、金額的には37万4,000円と小さいのですけ

れども、確かに企業がごみ拾いした後に町内会が

拾ったりという部分もままあったのは理解してい

るのですけれども、ごみ拾いの袋を取りに来るわ

けだから、窓口が、どこやる予定ですか、いつ頃

やる予定ですかというのを押さえておいて伝えて

あげれば、わざわざしなくても大丈夫だったので

はないかなと単純に思うのですけれども、いかが

ですか。 

○近藤賢生活環境課長 これは、ごみ拾いの見え

る化をするためにアプリを導入するということで

すが、委員をおっしゃられたように、ボランティ

ア袋を取りに来られる際に、こういったところで

ごみ拾いをしているという形でお知らせすること

はしてはいるのですが、このアプリを使って皆さ

んで活動していただく、また、こういったアプリ

をやって様々な方がごみ拾いをしていることで、

ごみ拾いをしていない方にもごみを捨てない、捨

てられないまちづくりを目指していくという気持

ちを持っていただきたいということで、まずはア

プリを使って、さらなる啓発を進めたいというふ

うに考えたところです。 

○古都宣裕委員 であるならばですよ、先ほど答

弁もありましたけれども、プッシュ型通信で、Ｌ

ＩＮＥとか、フェイスブックとか、市役所もペー

ジをお持ちですよね。 

そういった方たちに、どこどこの企業がどこど

こを清掃していただきましたとか、プッシュして

あげたら、それ別に周知になると思うのですよ。

関係ない人たちもそれを見るわけですよね、来る

のですから。そういうので十分だったのではない

かなと。 

わざわざお金をかけて、ここをやって、さらに

その人たちも登録しないと見るか見ないかわから

ない。これ、本当に果たしてやる意味はあるので

すか。それだったら、減容化のほう、先ほど削っ

ていましたけれども、そっちのほうがよっぽど大

事でないかなと思うのですけれども、いかがで

しょう。 

○近藤賢生活環境課長 アプリの関係ですが、こ

のアプリを使って、グーグルマップ上での機能も

ございまして、とても見やすくできるような形に

なっておりますので、人数については、先ほど年

間300名を目標としているとしたところですが、
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地域美化協定を締結している団体にお願いして運

用をしてみたいというふうに考えております。 

○古都宣裕委員 これ予算を載せてしまって、も

うやる気満々だからあれですけれども、それだっ

たら、しっかりとＬＩＮＥとかも使って、社会貢

献でしっかりごみ拾いしているところ何社もある

ではないですか。そういったところもプッシュ型

で、やっていただきましたよ、こういうところ

やってくれましたよ、町内会もやってくれました

よ、ちゃんと周知してあげるのは大事だと思うの

ですけれども、いかがでしょうか。 

○近藤賢生活環境課長 今活動していただいてい

る団体の方とお話をして、そういった広報に活用

してよろしいか伺って、そういった周知も広めて

いきたいというふうに考えます。 

○古都宣裕委員 別に悪いことをしているわけで

はないので、そこまで拒否される方もなかなかい

ないのかなと思うのですけれども、しっかりとそ

ういったやってもらっている部分に対しては、

やってあげてほしいなと思います。 

次に、下段、地球温暖化対策事業について伺い

ます。 

これも、ほかの方から質疑があって、環境展な

どをやるとかというので、ちょっと減額されてい

たと思うのですけれども、これ私、不思議なの

が、令和５年度網走市はゼロカーボン宣言をした

わけですよね。地球温暖化、どんぴしゃのところ

にもかかわらず、ここがちょっと削られるとい

う。いろいろな対策を講じているというのも承知

していますけれども、むしろここから、みんなで

取り組めるところをもっと考えていこうというこ

とでしっかりとやるべきところなのではないかな

と思うのですけれども、それを縮小してしまった

のはどうしてしまったのかなと思ったのですけれ

ども、どういった考えなのですか。 

○近藤賢生活環境課長 地球温暖化対策事業の予

算額ですが、二つの事業を統合して若干予算額は

減額しています。 

これは、事務用消耗品コピーなどを見直して減

額をしたところです。ゼロカーボン宣言もしたこ

ともありますので、市民事業所の日常における環

境に配慮した行動の普及啓発を行っていく事業で

す。 

併せて、この中で保険料もあるのですが、市の

職員が使う公用自転車の利用の費用も入っており

ます。また、環境展などで掲示できるような地球

温暖化対策を開設するパネルなども作成します。

そういったパネルについては環境展で展示をする

内容となります。 

また、地球温暖化ゼロカーボンに向けては、令

和６年度にいろいろな施策を取りまとめて、市が

やっていく方向を、生活環境課だけでなくて、全

体でみていく、また事業者のほうにもお願いをし

ていくことがありますので、そこは道のゼロカー

ボンの部局や北海道の環境省の環境事務所などの

情報を集めまして、そういったところはホーム

ページ等を使って広く周知を進めていく活動をし

てまいります。 

○古都宣裕委員 さもやっていますという形でや

るのも大事だとは思うのですけれども、例えばで

すよ、幼稚園、小学校、中学校の子たちができる

ことというのは大体大人もできることだと思うの

ですよ。みんなで取り組める何かを一緒に考えま

せんかみたいな形で持っていって、やっていっ

て、全市的に巻き込んでやっていくことが私はゼ

ロカーボン宣言とか、こういった地球温暖化防止

につながっていくのではないかなと思いますけれ

ども、いかがですか。 

○近藤賢生活環境課長 市のほうもゼロカーボン

宣言をする以前から、「事業所でできる10の取り

組みとか「家庭でできる10の取り組み」、それを

１人だけでなく市民全体、全世帯がやることで大

きな効果があるという周知を進めてきましたの

で、そういった内容につきましても、今学校のほ

うでも啓発するというお話がありましたので、そ

ういった資料づくりも進めてまいりたいというふ

うに考えています。 

○古都宣裕委員 幼少期から教育することが大

変、大人になってからもつながっていくのかなと

思うので、そうした全市的取組というのは、一番

子供たちを巻き込むことによって、10年後、20年

後花開くことだと思いますので、しっかりと考え

て取り組んでいただきたいと思います。 

終わります。 

○井戸達也委員長 次、質疑者、挙手願います。 

栗田委員。 

○栗田政男委員 重複すればやめようと思ったの

ですが、重複していなかったので、ちょっとだけ

やらせていただきます。 

質問も何か流れで最後のほうに私がやるみたい
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な、決してこれが決まっているわけではないの

で、たまに明日あたりは早めにやりたいなと思っ

ています。 

まずは、開業医誘致推進事業、次年度、令和６

年度も5,000万円がついています。この事業、大

変評価が高いものなので、予定とか、原課のほう

でもし押さえているというか、予定があって１件

分の予算を計上しているのかどうかというのを教

えていただければと思います。 

○本橋洋樹健康推進課長 開業医誘致推進事業で

ありますが、令和５年度に関しましては、開業医

誘致の相談はありませんでした。令和６年度につ

いても、現在はない予定であります。 

○栗田政男委員 問合せというか、なかったので

しょうけれども、成功事例として４件ですか、も

う出来上がっていますよね。それで担当課もいろ

いろとその中で協議しながら進められてきて、開

業に至っているということなのですけれども。 

どうでしょうか、開業をされるお医者さん、

5,000万円という補助金に対して、当然原課のほ

うでは検証して、妥当かどうか、もうちょっと必

要なのか、もうちょっと減額するのかということ

も検証しながら進められていると思うのですが、

私素人なのでこの辺はよくわかりませんので、

5,000万円という金額が、本当に開業の背中を押

しているという感触というのはお持ちなのかどう

か、その辺についての所感をお伺いしたいと思い

ます。 

○本橋洋樹健康推進課長 これまで、開業医誘致

制度で、四つの診療所が開設されております。

5,000万円という金額が高いか安いかという話に

なりますけれども、開業された皆様にしてみれば

貴重なお金になっているかというふうに私たちは

考えております。 

○栗田政男委員 聞きたかったのは、その原資が

非常にありがたくて、では開業してみようかとい

うモチベートにつながったかという意味なのです

が、そこは多分わからないのだろうね。感覚とし

ては、でも助かるという感謝の気持ちをいただい

ているということだというふうに理解します。 

この件で言いたかったのは、これは一般質問で

私は言ったと思うのですが、たまたま私の自宅の

駒場のほうにできたクリニックは、業者が網走以

外から来て建設されたので残念だなというお話を

したと思います。 

常日頃、この案件だけではなくて、やはり網走

ファストで、できるだけ網走の業者に建設をして

いただきたいし、ただ、あのときの答弁では、全

体の中に、建設費に補助しているわけではないよ

と。そういうことを十分理解した上で、交渉の中

ではぜひとも、できるならば地元の業者を使って

いただいて、雇用もできるならば網走の人たちを

雇用して、地域内で経済を循環してほしいという

ことをやっぱりお願い、これはお願いしかできな

いですよ、強制というのはなかなか難しいので、

そのような手法は取れるでしょうか。 

○本橋洋樹健康推進課長 地元の企業の活用であ

りますが、開業した４件のうち２件が市内の企業

を活用しております。要綱に条件などはありませ

んが、今後、開業医誘致などの相談があった際に

は、地元企業の情報などについて提供を行ってい

きたいというふうに考えております。 

○栗田政男委員 この事業、本当にこの管内でも

評判がよくて、めったに僕、水谷市長を褒めない

のですけれども、すごくいい事業だと、評価が高

いです。現実として、お隣の美幌町が同じ事業を

始めました。金額も全く同じです。いいことはま

ねてくれればいいのですよ。 

今まであそこも、やっぱり開業医というのは高

齢化で、個人病院はどんどん減っているので、大

きな病院１個で対応みたいな感じだったのです

が、それが今、上げたばっかりですから成果が出

るか出ないかは別ですが、成功事例がしっかりあ

るということは、必ずいい道につながるというふ

うに思っています。 

本当にいい事業ですし、もう１点最後に聞きた

いのですが、今後ある程度の上限というか、数と

いうのはあると思うので、今後もずっとこれを

やって増やし続けるということではないと思うの

で、大体どの程度が必要なのかなということをお

聞きしたいと思います。 

○本橋洋樹健康推進課長 今後も、開業医なども

含めましてクリニックなども高齢化なども進んで

おります。どのくらいの数が必要かというのも、

今後、審査委員会において、現に必要な数という

のを常に把握しながら決めていきたいというふう

に思います。 

○栗田政男委員 大変今の段階で難しいですし、

まだ必要かと言われれば必要でしょうし、クリ

ニックがいっぱいできたことによって、どういう
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ことが今市内で起きているかというと、かなり厚

生病院の患者数の緩和がされています。今まで一

日かかって、当然厚生病院という地域性があるの

で、近隣の町の方もいっぱいいらっしゃっていま

す。そういう中で、完全にはそこで解消になって

いませんが、かなりの部分で軽度というか、クリ

ニックで間に合う方というのをそちらに行ってい

ただいている。そのせいか、かなり混雑もして 

いますし、僕の目の前ですからよく見ていますけ

れども、非常にいい傾向ではないかなというふう

に思います。 

本当にこれは成功事例ですし、ぜひとも健康都

市を目指している網走市としては、この医療。医

療を充実させることはやはり将来につながる大切

な部分でありますから、ぜひとも頑張ってやって 

いただきたいなというふうに思います。 

この部分についてはお願いをして終わりにした

いと思います。 

もう１点、先ほど移動型医療サービスのほう

は、質問で内訳については聞いたのですが、まだ

実験段階なのでこれから進むのでしょうけれど

も、もう納車されてから実験はしていると思うの

ですね。その実験した結果というのが、原課のほ

うでどういうふうに押さえているか、いろいろな

ことをやっていて、今のところ実験ですから全部

言えとは言いませんので、どんな考えというか、

それを活用した方はどんな要望があったのかとい

うのを教えていただければと思います。 

○本橋洋樹健康推進課長 移動型医療サービスで

すけれども、令和５年度、実証事業という形で 

１医療機関で行っております。利用されている方

の患者も限定されておりますが、利用者からなど

は高い評価をいただいている状況であります。 

今後なのですけれども、協議会などでこれらの

アンケートなども踏まえまして評価していきたい

というふうに考えております。 

○栗田政男委員 昨年、5,000万円弱で予算計上

されたときに、これは私、勝手にイメージしてし

まって、その中で治療までできるような、結構大

型のマイクロバスみたいのが納車されるのかなと

いう勝手な想像をしていたときに、現物を見たと

きに、キャンピングカーかなというような意識が

正直ありました。その内容云々については、実証 

ですから、これから詰めなくてはいけないのです

が、やはりそういうふうに取り組んだ以上はしっ

かり成功させてほしいのです。無駄にならないが

非常に大切なことなので、非常にこれ難しいと思

います。 

どういう関係でどういうふうに進んでいくかと

いうのは、いろいろなことが絡み合ってきます

し、費用の面もいろいろあるので大変な作業にな

ると思いますが、買った以上はしっかりやってく

ださい。それを生かして、それが道内に波及する

ぐらいの、あちこち、いいから、私たちの地域で

もやるというぐらいのものでないと、この投資は

無駄になってしまうというふうに思います。だか

ら、しっかりとこの実証実験、初めてやるわけで

すから、やっぱりそれだけの責任がありますし。 

何にしても、やっぱり大きなチャレンジだと思

うのですね。チャレンジすることは、僕は無駄で

はないと思うので、検証をしっかりやって、必ず 

使い道もあるでしょうし、いろいろなことが出て

くるでしょうから、それを原課のほうも本当に

しっかりと取り組んでほしいなというふうに要望

をして、今後の活用方法について検証をして、私

もしっかり見守っていきたいなというふうに 

思っています。 

以上でございます 

○井戸達也委員長 ほかに質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

それでは、以上で、本日の日程であります一般

会計の歳出のうち、民生費、衛生費及びその特定 

財源に関する歳入の細部審査を終了しました。 

本日はこれにて散会とします。 

再会は、明日午前10時としますから参集願いま

す。 

お疲れさまでした。 

午後７時07分 散会 


